
明
治
期
瀬
戸
内
塩
業
者
の
直
輸
出
運
動
と
ア
ジ
ア

思
想
の
後
背
地
と
し
て
の
地
域
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【
要
約
】

本
稿
で
は
︑
瀬
戸
内
塩
業
者
に
よ
る
直
輸
出
運
動
の
帰
趨
を
ア
ジ
ア
主
義
団
体
と
の
関
係
に
留
意
し
跡
づ
け
る
こ
と
で
︑
一
九
世
紀
後
半
に
お

け
る
文
明
観
流
通
の
社
会
経
済
的
背
景
を
検
討
す
る
︒
一
八
七
〇
年
代
後
半
に
始
ま
る
運
動
は
︑
当
初
幕
末
維
新
期
以
来
の
政
治
資
産
を
用
い
中
国
輸
出

の
実
現
を
図
っ
た
︒
瀬
戸
内
塩
業
者
は
八
〇
年
代
に
は
市
場
調
査
能
力
を
涵
養
す
べ
く
興
亜
会
を
核
と
す
る
ア
ジ
ア
情
報
網
に
参
入
し
ロ
シ
ア
沿
海
州
や

朝
鮮
へ
進
出
︑
次
い
で
九
〇
年
代
に
は
東
邦
協
会
や
日
清
貿
易
研
究
所
と
接
触
す
る
一
方
︑
塩
業
地
の
利
益
要
求
を
議
会
に
反
映
す
べ
く
近
衛
篤
麿
や
東

亜
同
文
会
へ
の
接
近
を
図
っ
た
︒
瀬
戸
内
塩
業
者
は
そ
の
過
程
で
九
〇
年
代
に
成
立
し
た
﹁
ア
ジ
ア
﹂
を
主
体
と
す
る
文
明
観
を
受
容
す
る
︒
ア
ジ
ア
主

義
と
結
合
し
た
文
明
観
は
日
清
戦
勝
に
乗
じ
た
輸
出
実
現
を
目
指
す
運
動
を
正
当
化
す
る
役
割
を
果
た
し
た
︒
当
該
期
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
運
動
は
西
洋

を
中
心
と
し
な
い
多
文
化
主
義
的
な
文
明
観
を
醸
成
し
た
が
︑
通
商
実
践
の
場
で
は
﹁
ア
ジ
ア
﹂
へ
の
想
像
力
を
展
開
し
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
︒

史
林

一
〇
二
巻
一
号

二
〇
一
九
年
一
月

は

じ

め

に

本
稿
の
目
的
は
︑
一
九
世
紀
後
半
の
日
本
社
会
に
お
い
て
﹁
東
洋
﹂
や
﹁
ア
ジ
ア
﹂
を
主
体
と
す
る
文
明
観
が
流
通
し
た
社
会
経
済
的
背
景

を
検
討
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
︒
そ
の
際
に
は
︑
思
想
の
醸
成
を
促
し
た
運
動
体
や
︑
思
想
の
需
要
者

こ
こ
で
は
中
国
や
朝
鮮
︑
ロ
シ
ア
沿

海
州
と
い
っ
た
ア
ジ
ア
諸
地
域
へ
の
経
済
進
出
を
図
っ
た
経
験
を
有
す
る
実
業
家
や
生
産
者
の
側
に
視
座
を
据
え
た
い
︒
ま
ず
は
問
題
の
所
在
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を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
︑
ナ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
ー
を
め
ぐ
る
議
論
の
な
か
で
﹁
文
明
﹂
や
﹁
ア
ジ
ア
﹂
と
い
う
思
考
の
枠
組
み
が
大
き
く
変
化

し
た
一
八
九
〇
年
代
に
お
け
る
世
界
史
認
識
を
補
助
線
と
す
る
こ
と
で
︑
文
明
観
と
ア
ジ
ア
認
識
の
関
係
を
考
察
し
て
み
よ
う
︒

日
清
戦
争
中
の
一
八
九
五
年
一
月
一
三
日
︑
東
京
市
神
田
区
一
ツ
橋
通
町
の
大
日
本
教
育
会
を
会
場
に
︑
那
珂
通
世
の
﹁
東
洋
地
理
歴
史
講

義
﹂
が
開
講
さ
れ
た
︒
す
で
に
九
四
年
三
月
一
日
の
文
部
省
令
に
よ
り
尋
常
中
学
校
の
歴
史
科
は
﹁
中
等
教
育
ノ
要
点
ヲ
占
ム
ル
者①
﹂
と
し
て

授
業
時
間
の
拡
大
が
計
画
さ
れ
て
い
た
︒
教
授
要
領
で
は
︑
従
来
の
﹁
世
界
史
﹂
が
﹁
東
洋
史
﹂﹁
西
洋
史
﹂
に
分
割
さ
れ
︑﹁
東
洋
史
﹂
は

﹁
支
那
ヲ
中
心
ト
シ
テ
東
洋
諸
国
ノ
治
乱
興
亡
ノ
大
勢
ヲ
説
ク
モ
ノ
﹂﹁
西
洋
歴
史
ト
相
対
シ
テ
世
界
歴
史
ノ
一
半
ヲ
ナ
ス
モ
ノ
﹂
と
規
定
さ

れ
て
い
る②
︒
周
知
の
よ
う
に
︑
近
代
日
本
に
お
け
る
歴
史
研
究
と
教
育
の
枠
組
み
と
し
て
﹁
東
洋
史
﹂
が
誕
生
し
た
瞬
間
で
あ
っ
た
︒

そ
の
狙
い
に
つ
い
て
右
要
領
の
原
案
を
作
成
し
た
﹁
東
洋
史
の
創
設
者③
﹂
那
珂
通
世
は
︑﹁
我
々
亜
細
亜
人
と
雖
︑
世
界
の
歴
史
に
関
係
の

無
い
こ
と
は
な
い
﹂
と
述
べ
て
い
る
︒﹁
亜
細
亜
人
﹂
自
身
に
よ
る
﹁
東
洋
史
﹂
像
の
構
築
は
︑﹁
世
界
の
歴
史
は
︑
世
界
の
文
明
に
関
係
あ
る

人
種
の
沿
革
を
記
す
る
者
だ
︒
世
界
の
文
明
に
関
係
あ
る
人
種
と
云
へ
ば
︑
即
ち
西
洋
人
種
で
あ
る
﹂
と
い
う
世
界
史
認
識
︑
さ
ら
に
は
文
明

観
に
対
す
る
批
判
的
実
践
と
し
て
要
請
さ
れ
た
の
で
あ
る④
︒

確
か
に
︑
そ
れ
ま
で
の
世
界
史
叙
述
で
﹁
東
洋
﹂
や
﹁
ア
ジ
ア
﹂
は
歴
史
形
成
の
主
体
と
は
見
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
︒
東
京
専
門
学
校
で

経
済
史
を
講
じ
た
天
野
為
之
は
︑
著
書
﹃
万
国
歴
史
﹄︵
一
八
八
七
年
︶
で
次
の
よ
う
に
慨
歎
し
て
い
る⑤
︒

西
洋
ノ
文
明
ハ
実
ニ
世
界
万
国
ノ
上
ニ
其
影
響
ヲ
及
ホ
シ
︑
世
界
発
達
ノ
傾
向
ヲ
指
揮
ス
ル
勢
力
ア
レ
ト
モ
︑
悲
ヒ
カ
ナ
東
洋
ノ
文
化
東
洋
ノ
人
民
ハ
世

界
全
体
ノ
大
運
動
ニ
ハ
秋
毫
モ
関
係
ヲ
有
セ
ス
シ
テ
万
国
歴
上
(マ
マ
)
ニ
其
名
ヲ
留
ム
ル
丈
ケ
ノ
功
績
ア
ラ
サ
ル
ヲ
如
何
セ
ン
ヤ

﹁
世
界
全
体
ノ
大
運
動
﹂
の
牽
引
者
は
﹁
西
洋
ノ
文
明
﹂
で
あ
り
︑﹁
東
洋
ノ
文
化
﹂﹁
東
洋
ノ
人
民
﹂
は
被
動
者
に
過
ぎ
な
い
︒
こ
の
よ
う

な
世
界
史
認
識
は
︑﹁
西
洋
ノ
文
明
﹂
を
基
準
と
す
る
文
明
史
観

単
系
的
文
明
発
展
論
に
基
づ
い
て
い
る
︒
こ
れ
に
対
し
て
︑﹁
世
界
の
歴
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史
は
︑
東
洋
西
洋
の
二
に
分
れ
て
居
り
ま
す
る
﹂
と
の
認
識
に
よ
る
那
珂
通
世
の
﹁
東
洋
史
﹂
構
想
は
︑
一
八
八
〇
年
代
末
か
ら
九
〇
年
代
に

か
け
て
﹁
国
粋
﹂
に
着
目
す
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
運
動
の
過
程
で
普
及
し
た
多
系
的
文
明
発
展
論⑥
の
系
譜
に
位
置
し
て
い
た
︒

当
該
期
︑
政
教
社
や
日
本
新
聞
社
を
拠
点
に
﹁
国
粋
主
義
﹂
を
掲
げ
た
一
群
の
知
識
青
年
が
︑
西
欧
国
際
体
系
と
の
対
峙
を
視
野
に
︑
日
本

を
中
心
に
﹁
ア
ジ
ア
﹂
を
統
合
す
る
と
い
う
ア
ジ
ア
主
義
的
な
地
域
秩
序
を
構
想
し
て
い
た
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
る
︒
那
珂
の
議
論
に
も
﹁
東

洋
﹂
の
﹁
文
明
の
先
導
者
﹂
た
る
日
本
を
中
心
に
﹁
東
洋
﹂
を
結
集
し
て
西
洋
列
強
に
対
峙
す
る
と
い
う
意
識
が
色
濃
く
現
れ
て
い
た⑦
︒

日
本
が
︑
東
洋
の
覇
権
を
握
っ
て
︑
文
明
の
先
導
者
と
な
り
︑
東
洋
の
諸
国
を
合
せ
て
︑
欧
羅
巴
人
に
当
る
と
云
ふ
時
に
達
し
ま
し
た
な
ら
ば
︑
日
本
人

は
︑
朝
鮮
支
那
の
入
り
口
ば
か
り
研
究
し
て
は
居
ら
れ
ま
せ
ぬ
︹
中
略
︺
亜
細
亜
の
中
で
立
派
な
独
立
国
は
︑
我
が
日
本
一
箇
国
で
あ
り
ま
す
か
ら
︑

我
々
日
本
人
た
る
者
は
︑
奮
発
勉
励
し
て
東
洋
開
化
の
先
導
者
と
な
り
︑
積
弱
の
諸
国
を
振
作
し
︑
欧
洲
強
国
の
侵
略
を
禦
い
で
︑
東
洋
の
衰
運
を
挽
回

す
る
こ
と
を
図
ら
ね
ば
な
り
ま
す
ま
い

こ
の
よ
う
な
発
言
は
︑
日
清
戦
争
を
背
景
と
し
た
戦
時
便
乗
的
な
も
の
で
は
な
く
︑﹁
東
洋
史
﹂
と
い
う
発
想
が
生
ま
れ
た
一
八
九
〇
年
代

に
﹁
ア
ジ
ア
﹂﹁
東
洋
﹂
と
い
う
認
識
枠
組
み
が
有
し
た
構
造
を
反
映
し
て
い
た
︒
政
教
社
創
立
当
初
か
ら
の
同
人
三
宅
雪
嶺
の
﹁
考
案
﹂
に

か
か
る
﹃
中
等
教
育
万
国
歴
史
﹄︵
一
八
九
二
年
︶
を
み
て
み
よ
う
︒
広
告
で
﹁
東
西
文
明
各
素
因
あ
り
東
洋
豈
侮
り
易
か
ら
む
や
﹂﹁
東
洋
文

明
の
中
心
と
し
て
日
本
人
種
を
置
く⑧
﹂
と
謳
わ
れ
た
同
書
は
︑﹁
欧
米
人
常
曰
方
今
世
界
文
明
︑
一
頼
亜
利
安
種
族
之
力
︑
非
蒙
古
種
族
之
所

与
︑
故
其
著
作
皆
記
亜
利
安
種
族
之
事
績
︑
以
為
世
界
歴
史
︑
置
我
蒙
古
種
於
度
外
﹂
と
い
う
世
界
史
叙
述
に
対
し
て
︑
那
珂
と
同
じ
く
﹁
蒙

古
種
族
﹂
を
含
ん
だ
﹁
世
界
人
類
全
局
之
歴
史
﹂
を
描
く
こ
と
で
﹁
蒙
古
種
之
開
明
﹂
を
﹁
発
揮
﹂
す
る
と
い
う
企
図
を
蔵
し
て
い
た⑨
︒

す
で
に
﹃
真
善
美
日
本
人
﹄︵
一
八
九
一
年
︶
で
三
宅
は
︑﹁
自
国
の
為
に
力
を
尽
す
は
︑
世
界
の
為
に
力
を
尽
す
な
り
︑
民
種
の
特
色
を
発

揚
す
る
は
人
類
の
化
育
を
裨
補
す
る
な
り
﹂︑
す
な
わ
ち
諸
国
家
や
民
族
は
﹁
国
粋
﹂
を
維
持
発
揚
す
る
こ
と
で
世
界
人
類
の
発
展
に
寄
与
す
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る
と
い
う
多
系
的
文
明
発
展
論
の
萌
芽
と
な
る
重
要
な
視
点
を
提
示
し
て
い
た⑩
︒﹁
蒙
古
種
之
開
明
﹂
を
﹁
世
界
歴
史
﹂
に
位
置
づ
け
よ
う
と

し
た
﹃
中
等
教
育
万
国
歴
史
﹄
の
試
み
は
︑
そ
の
実
践
例
と
い
え
る
︒

こ
の
よ
う
に
﹁
自
国
﹂﹁
民
種
﹂
の
固
有
性
を
﹁
世
界
﹂﹁
人
類
﹂
発
展
の
基
礎
条
件
と
し
て
捉
え
る
認
識
は
︑﹁
東
洋
に
国
す
る
者
は
東
洋

の
文
化
を
補
翼
す
る
の
任
務
を
負
ふ
﹂
と
い
う
国
民
的
使
命
観
の
か
た
ち
を
と
り
︑
一
八
九
一
年
七
月
に
結
成
さ
れ
た
東
邦
協
会
で
も
共
有
さ

れ
た
︒
三
宅
や
志
賀
重
昂
︑
陸
羯
南
︑
高
橋
健
三
ら
﹁
国
粋
主
義
﹂
を
め
ぐ
る
人
脈
を
中
心
と
す
る
同
会
は
︑﹁
東
洋
の
先
進
を
以
て
自
任
す

る
日
本
帝
国
は
近
隣
諸
邦
の
近
状
を
詳
か
に
し
て
実
力
を
外
部
に
張
り
︑
以
て
泰
西
諸
邦
と
均
衡
を
東
洋
に
保
つ
の
計
を
講
せ
さ
る
可
ら
す
︑

未
開
の
地
は
以
て
導
く
へ
く
︑
不
幸
の
国
は
以
て
扶
く
へ
し
﹂
と
の
目
的
意
識
か
ら
︑
ア
ジ
ア
情
報
の
収
集
発
信
を
主
事
業
と
し
て
い
た⑪
︒

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
︑﹁
東
洋
﹂
の
主
体
性
を
主
張
す
る
こ
と
で
﹁
東
洋
の
先
進
﹂
た
る
日
本
と
い
う
﹁
自
任
﹂
を
保
証
す
る
と
い
う
思

考
の
構
造
だ
ろ
う
︒﹁
東
洋
﹂
や
﹁
ア
ジ
ア
﹂
と
い
う
リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル
な
枠
組
み
の
設
定
は
︑
ナ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
ー
の
承
認
と
密
接
に
関
連
し

て
い
た
の
で
あ
る
︒
そ
し
て
︑
そ
の
主
体
性
を
確
認
す
る
う
え
で
必
要
と
さ
れ
た
の
が
︑
例
え
ば
﹁
東
洋
文
明
﹂
の
存
在
で
あ
っ
た
︒
同
時
期

の
内
村
鑑
三
は
︑﹁
神
聖
な
る
亜
細
亜
の
文
明
﹂
を
下
地
と
し
て
東
西
﹁
文
明
﹂
の
融
合
に
よ
る
﹁
新
文
明
﹂
を
創
出
す
る
こ
と
を
﹁
東
西
両

洋
の
媒
酌
者
﹂
た
る
日
本
の
﹁
天
職
﹂
と
論
じ
て
い
る⑫
︒
一
八
九
〇
年
代
に
成
立
し
た
﹁
東
洋
﹂﹁
ア
ジ
ア
﹂
を
主
体
と
す
る
文
明
観
は
︑﹁
文

明
﹂
を
体
現
し
外
へ
も
た
ら
す
日
本
と
い
う
思
考
様
式
の
一
般
化
を
促
す
基
盤
と
し
て
機
能
す
る
の
で
あ
る
︒

そ
れ
で
は
︑
右
の
よ
う
に
整
理
し
う
る
文
明
観
と
ア
ジ
ア
認
識
の
関
係
は
︑
い
か
な
る
社
会
経
済
的
条
件
に
基
づ
き
形
成
さ
れ
た
の
か
︒
初

の
ア
ジ
ア
主
義
団
体
と
目
さ
れ
る
興
亜
会
の
支
部
で
あ
る
興
亜
大
阪
第
二
分
会
︵
一
八
八
〇
年
六
月
結
成
︶
に
つ
い
て
み
れ
ば
︑
そ
の
主
事
業
は

﹁
興
亜
ノ
目
的
ヲ
達
ス
ベ
キ
一
大
方
便
﹂
た
る
中
国
・
朝
鮮
貿
易
の
支
援
︑
具
体
的
に
は
中
国
・
朝
鮮
の
﹁
政
略
ノ
形
勢
及
ヒ
商
業
ノ
事
情
﹂

の
収
集
発
信
で
あ
っ
た
︒
ま
た
東
邦
協
会
の
情
報
発
信
も
︑
九
〇
年
代
に
活
性
化
し
た
中
国
や
朝
鮮
︑
ロ
シ
ア
沿
海
州
︑
ま
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
や
台
湾
と
い
っ
た
﹁
南
洋
﹂
を
含
む
ア
ジ
ア
諸
地
域
へ
の
人
の
移
動
を
強
く
意
識
し
て
い
た⑬
︒﹁
東
洋
﹂﹁
ア
ジ
ア
﹂
を
主
体
と
す
る
文
明
観

が
流
通
し
た
背
景
を
理
解
す
る
た
め
に
は
︑
思
想
を
形
成
・
発
信
す
る
側
に
加
え
て
︑
ア
ジ
ア
地
域
へ
の
進
出
を
企
図
し
た
実
業
家
や
生
産
者
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の
ア
ジ
ア
認
識
や
企
業
精
神

思
想
の
﹁
需
要
者
・
需
要
集
団
の
主
体
的
欲
求⑭
﹂
に
も
目
を
向
け
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
︒

そ
こ
で
本
稿
は
︑
瀬
戸
内
塩
業
者
が
一
八
七
〇
～
九
〇
年
代
に
展
開
し
た
ア
ジ
ア
地
域
︵
中
国
︑
朝
鮮
︑
ロ
シ
ア
沿
海
州
︶
へ
の
食
塩
直
輸
出

運
動
を
検
討
対
象
と
す
る
︒
塩
業
は
︑
近
世
よ
り
綿
や
藍
︑
砂
糖
と
い
っ
た
商
品
作
物
と
と
も
に
在
来
産
業
と
し
て
重
要
な
位
置
を
占
め
て
お

り
︑
近
代
に
お
い
て
も
専
売
制
︵
一
九
〇
五
年
導
入
︶
に
よ
る
保
護
と
統
制
の
も
と
国
家
財
政
の
一
角
を
担
う
存
在
で
あ
っ
た
︒
一
方
で
専
売
制

導
入
以
前
の
塩
業
は
︑
開
国
に
伴
う
国
際
市
場
へ
の
接
続
と
経
済
構
造
の
変
化
に
よ
り
衰
退
し
つ
つ
あ
っ
た
在
来
産
業
の
な
か
で
︑
経
営
や
技

術
の
近
代
化
︑
そ
し
て
国
外
市
場
へ
の
進
出
を
軸
に
生
き
残
り
を
模
索
し
て
い
た
︒

食
塩
直
輸
出
運
動
は
そ
の
一
環
で
あ
っ
た
が
︑
瀬
戸
内
塩
業
者
は
そ
の
過
程
で
興
亜
会
や
東
邦
協
会
︑
日
清
貿
易
研
究
所
︵
一
八
九
一
年
結

成
︶
︑
そ
し
て
東
亜
同
文
会
︵
一
八
九
八
年
結
成
︶
と
い
う
一
連
の
ア
ジ
ア
主
義
団
体
と
接
触
す
る
︒
彼
ら
は
い
か
な
る
理
由
か
ら
﹁
ア
ジ
ア
﹂

を
目
指
し
︑
こ
れ
ら
諸
集
団
に
接
近
し
た
の
か
︒
以
下
で
は
塩
業
史
上
で
著
名
な
瀬
戸
内
塩
業
者
の
直
輸
出
運
動⑮
を
如
上
の
視
点
か
ら
検
討
す

べ
く
︑
改
め
て
そ
の
諸
段
階
を
見
直
し
て
い
く
︒
思
想
史
と
は
縁
遠
い
迂
路
を
あ
え
て
介
す
る
こ
と
に
よ
り
︑﹁
東
洋
﹂﹁
ア
ジ
ア
﹂
を
掲
げ
た

思
想
運
動
の
後
背
地

ヒ
ン
タ
ー
ラ
ン
ト

た
る
地
域
の
側
か
ら
︑
一
九
世
紀
後
半
の
日
本
社
会
に
お
け
る
文
明
観
と
ア
ジ
ア
認
識
の
関
係
を
浮
き
彫
り
に
し
た
い
︒

な
お
本
稿
で
は
︑﹁
塩
業
者
﹂
を
主
と
し
て
塩
浜
や
同
盟
組
織
の
意
思
決
定
を
主
導
し
た
地
主
・
自
作
層
を
指
す
語
と
し
て
用
い
る
︒
ま
た

引
用
史
料
に
は
句
読
点
を
追
加
す
る
な
ど
必
要
最
小
限
の
処
置
を
施
し
て
い
る
︒

①

一
八
九
四
年
三
月
一
日
付
文
部
省
令
第
七
号
︵﹃
官
報
﹄
一
八
九
四
年
三
月
一

日
︶︒

②

﹁
尋
常
中
学
校
ニ
於
ケ
ル
各
学
科
ノ
要
領
︵
前
号
ノ
続
︶﹂︵﹃
大
日
本
教
育
会
雑

誌
﹄
第
一
五
七
号
︑
一
八
九
四
年
一
一
月
︶︒

③

﹁
夏
期
講
習
会
の
景
況
﹂︵﹃
史
学
雑
誌
﹄
第
八
編
九
号
︑
一
八
九
七
年
八
月
︶︑

三
宅
米
吉
﹁
文
学
博
士
那
珂
通
世
君
伝
﹂︵
故
那
珂
博
士
功
績
紀
年
会
編
﹃
那
珂

通
世
遺
書
﹄
大
日
本
図
書
︑
一
九
一
五
年
︶︒

④

那
珂
通
世
﹁
東
洋
地
理
歴
史
講
義
﹂︵﹃
大
日
本
教
育
会
雑
誌
﹄
第
一
六
二
号
︑

一
八
九
五
年
二
月
︶︒

⑤

天
野
為
之
﹃
万
国
歴
史
﹄︵
冨
山
房
︑
一
八
八
七
年
︶
五
頁
︒

⑥

松
沢
弘
陽
﹃
近
代
日
本
の
形
成
と
西
洋
経
験
﹄︵
岩
波
書
店
︑
一
九
九
三
年
︶

三
七
五
頁
︒

⑦

前
掲
註
④
那
珂
通
世
﹁
東
洋
地
理
歴
史
講
義
﹂︒

⑧

﹃
中
等
教
育
万
国
歴
史
﹄
広
告
︵﹃
東
京
朝
日
新
聞
﹄
一
八
九
二
年
六
月
二
二

日
︶︒

⑨

中
原
貞
七
﹁
中
等
教
育
万
国
歴
史
序
﹂︵
同
﹃
中
等
教
育
万
国
歴
史
﹄
上
巻
︑

明治期瀬戸内塩業者の直輸出運動とアジア（中川）
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博
文
館
︑
一
八
九
二
年
︶︒
こ
れ
に
よ
る
と
︑
同
書
は
三
宅
雪
嶺
が
構
想
し
一
八

九
一
年
九
月
に
三
宅
が
南
洋
巡
行
に
出
発
し
た
の
ち
中
原
が
引
き
継
ぎ
完
成
さ
せ

た
と
い
う
︒

⑩

三
宅
雪
嶺
﹃
真
善
美
日
本
人
﹄︵
政
教
社
︑
一
八
九
一
年
︶︑
参
照
は
﹃
明
治
文

学
全
集
33
三
宅
雪
嶺
集
﹄︵
筑
摩
書
房
︑
一
九
六
七
年
︑
二
〇
〇
頁
︑
二
〇
九
頁
︶︒

⑪

﹁
東
邦
協
会
設
置
趣
旨
﹂﹁
東
邦
協
会
報
告
発
兌
の
理
由
﹂︵﹃
東
邦
協
会
報
告
﹄

第
一
号
︑
一
八
九
一
年
五
月
︶︒

⑫

内
村
鑑
三
﹁
日
本
国
の
天
職
﹂︵﹃
六
合
雑
誌
﹄
第
一
三
六
号
︑
一
八
九
二
年
四

月
︶︒﹁
文
明
﹂
を
体
現
す
る
主
体
と
し
て
の
日
本
と
い
う
言
説
の
拡
が
り
に
つ
い

て
は
︑
山
室
信
一
﹃
思
想
課
題
と
し
て
の
ア
ジ
ア
﹄︵
岩
波
書
店
︑
二
〇
〇
一
年
︶

第
一
部
第
二
章
︑
お
よ
び
第
二
部
第
七
章
を
参
照
︒

⑬

拙
稿
﹁
一
八
八
〇
年
代
興
亜
論
の
経
済
構
想
と
朝
鮮
﹂︵﹃
愛
¼
大
学
法
文
学
部

論
集
﹄
第
四
一
号
︑
二
〇
一
六
年
︶︑﹁﹃
大
阪
朝
日
新
聞
﹄
と
高
橋
健
三
﹂︵
中
野

目
徹
編
﹃
近
代
日
本
の
思
想
を
さ
ぐ
る
﹄
吉
川
弘
文
館
︑
二
〇
一
八
年
︶︒
ま
た

思
想
の
発
信
主
体
の
側
か
ら
み
た
ア
ジ
ア
認
識
形
成
に
つ
い
て
は
︑
拙
著
﹃
明
治

日
本
の
国
粋
主
義
思
想
と
ア
ジ
ア
﹄︵
吉
川
弘
文
館
︑
二
〇
一
六
年
︶
序
章
を
参

照
︒

⑭

宮
地
正
人
﹃
歴
史
の
な
か
の
﹃
夜
明
け
前
﹄﹄︵
吉
川
弘
文
館
︑
二
〇
一
五
年
︶

Ⅴ
頁
︒

⑮

瀬
戸
内
塩
業
者
の
食
塩
輸
出
運
動
に
関
す
る
実
証
研
究
は
︑
岡
山
県
児
島
郡
味

野
村
の
塩
田
地
主
野
﨑
家
の
史
料
を
活
用
し
た
柴
田
一
﹁
明
治
期
に
お
け
る
食
塩

市
場
と
塩
業
界
の
動
向
﹂︵﹃
日
本
塩
業
の
研
究
﹄
第
九
集
︑
一
九
六
六
年
︶
が
先

鞭
を
つ
け
︑
そ
の
見
解
は
ナ
イ
カ
イ
塩
業
株
式
会
社
社
史
編
纂
委
員
会
編
﹃
備
前

児
島
野
﨑
家
の
研
究
﹄︵
財
団
法
人
竜
王
会
館
・
ナ
イ
カ
イ
塩
業
株
式
会
社
︑
一

九
八
一
年
︶
や
日
本
専
売
公
社
編
﹃
日
本
塩
業
大
系
﹄
近
代
︵
稿
︶︵
日
本
専
売

公
社
︑
一
九
八
二
年
︶
に
も
引
き
継
が
れ
て
い
る
︒
こ
れ
ら
は
外
塩
流
入
に
対
抗

す
る
日
本
塩
業
の
確
立
と
い
う
視
角
か
ら
同
業
者
団
体
の
変
遷
と
運
動
の
推
移
を

明
ら
か
に
し
た
が
︑
一
方
で
現
在
で
は
︑
食
塩
輸
入
が
拡
大
し
た
日
清
戦
後
も
内

地
食
塩
需
要
の
九
割
以
上
が
内
地
塩
で
充
足
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
︵
前
田
廉
孝
﹁
一
八
九
〇
年
代
後
半
期
日
本
に
お
け
る
内
地
産
品
・
輸
移
入
品

間
の
市
場
競
合
﹂﹃
西
南
学
院
大
学
経
済
学
論
集
﹄
第
四
八
編
一
・
二
号
︑
二
〇

一
三
年
︶︒
一
八
七
〇
～
九
〇
年
代
の
食
塩
輸
出
運
動
の
実
態
と
そ
の
位
置
づ
け

は
︑
周
辺
史
料
の
点
検
も
含
め
再
検
討
が
必
要
と
考
え
る
︒

な
お
本
稿
で
使
用
す
る
以
下
︵
Ａ
︶
～
︵
Ｆ
︶
の
史
料
は
︑
紙
幅
の
都
合
上
次

の
よ
う
に
略
称
を
用
い
る
︒

︵
Ａ
︶
秋
良
貞
臣
﹃
煮
海
私
記
﹄︵
山
口
県
文
書
館
蔵
﹁
一
般
郷
土
資
料
﹂
三

五
三
︶
↓
﹃
煮
海
﹄︒
対
校
の
う
え
引
用
時
に
は
翻
刻
版
で
あ
る
防
府
市
塩
業
遺

跡
保
存
会
編
﹃
煮
海
私
記
﹄︵
塩
業
組
合
中
央
会
︑
一
九
六
四
年
︶
の
該
当
頁
を

付
す
︒︵
例
︶﹃
煮
海
﹄
翻
刻
版
四
五
頁
︒

︵
Ｂ
︶﹁
秋
良
貞
臣
日
誌
﹂︵
山
口
県
文
書
館
蔵
﹁
一
般
郷
土
資
料
﹂
三
五
六

二
︶
↓
﹁
秋
良
日
誌
﹂︒
同
じ
く
防
府
市
教
育
委
員
会
編
﹃
秋
良
貞
臣
日
誌
﹄
全

九
巻
︵
防
府
市
立
防
府
図
書
館
︑
一
九
八
一
～
八
九
年
︶
の
巻
号
と
該
当
頁
を
付

す
︒︵
例
︶﹁
秋
良
日
誌
﹂
翻
刻
版
③
五
八
頁
︒

︵
Ｃ
︶
秋
良
貞
臣
﹁
魯
国
浦
潮
斯
徳
及
ビ
朝
鮮
国
遊
誌
﹂︵
山
口
県
文
書
館
蔵

﹁
一
般
郷
土
資
料
﹂
三
五
九
︶
↓
﹁
遊
誌
﹂︒
同
じ
く
防
府
市
教
育
委
員
会
編

﹃
浦
潮
朝
鮮
遊
誌
﹄︵
防
府
市
立
防
府
図
書
館
︑
一
九
九
〇
年
︶
の
該
当
頁
を
付

す
︒︵
例
︶﹁
遊
誌
﹂
翻
刻
版
三
頁
︒

︵
Ｄ
︶
近
衛
篤
麿
日
記
刊
行
会
編
﹃
近
衛
篤
麿
日
記
﹄
全
五
巻
︵
鹿
島
研
究
所

出
版
会
︑
一
九
六
八
年
︶
↓
﹃
近
衛
日
記
﹄︒︵
例
︶﹃
近
衛
日
記
﹄
④
二
七
頁
︒

︵
Ｅ
︶
外
務
省
記
録
局
編
﹃
通
商
彙
編
﹄﹃
通
商
報
告
﹄
に
は
︑
復
刻
版
﹃
通

商
彙
纂
﹄
第
Ⅰ
期
全
七
〇
巻
︵
不
二
出
版
︑
一
九
八
八
～
九
一
年
︶
の
該
当
頁
を

付
す
︒︵
例
︶﹃
通
商
報
告
﹄
第
三
六
号
︑
一
八
八
七
年
九
月
︒
復
刻
版
⑪
七
七
頁
︒

︵
Ｆ
︶
日
本
塩
業
大
系
編
集
委
員
会
編
﹃
日
本
塩
業
大
系
﹄
史
料
編
近
・
現
代

︵
一
︶︵
日
本
専
売
公
社
︑
一
九
七
五
年
︶
↓
﹃
大
系
﹄︒
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さ
ら
に
︑
野
﨑
家
塩
業
歴
史
館
蔵
﹁
野
﨑
家
文
書
﹂
に
は
﹃
岡
山
県
児
島
市
味

野
野
崎
(マ
マ
)家
文
書
仮
目
録
﹄︵
内
海
塩
業
株
式
会
社
社
史
編
纂
委
員
会
︑
一
九
六
四

年
︶
の
目
録
番
号
を
付
す
︒

一

中
国
市
場
へ
の
ま
な
ざ
し

一
八
七
〇
年
代
の
直
輸
出
運
動

︵
�
︶

対
中
輸
出
運
動
の
開
始
と
そ
の
背
景

本
章
で
は
︑
一
八
七
〇
年
代
に
お
け
る
食
塩
輸
出
構
想
の
内
容
と
運
動
の
推
移
を
必
要
な
範
囲
で
概
観
す
る
︒
後
に
ア
ジ
ア
主
義
諸
集
団
と

関
わ
る
こ
と
に
な
る
瀬
戸
内
塩
業
者
の
運
動
は
︑
当
該
期
の
経
験
を
前
提
と
す
る
か
ら
で
あ
る
︒

食
塩
輸
出
の
実
現
へ
向
け
た
運
動
は
︑
一
八
七
四
年
に
山
口
県
三
田
尻
浜
︵
一
月
︶
︑
岡
山
県
管
下
塩
田
持
惣
代
︵
七
月
︶
︑
そ
し
て
兵
庫
県

上
灘
目
浜
︵
同
︶
よ
り
各
県
長
官
へ
宛
て
ら
れ
た
請
願
か
ら
始
ま
っ
た①
︒
そ
も
そ
も
瀬
戸
内
沿
岸
の
一
〇
ヶ
国

播
磨
︑
備
前
︑
備
中
︑
備

後
︑
安
芸
︑
長
門
︑
周
防
︑
阿
波
︑
讃
岐
︑
伊
予

に
位
置
す
る
塩
業
地
は
近
世
以
来
﹁
十
州
﹂
と
称
さ
れ
︑
大
量
生
産
に
適
し
た
入
浜
式

塩
田
に
よ
る
食
塩
生
産
額
は
︑
一
八
八
七
年
時
点
で
も
全
国
生
産
の
七
五
．
六
％
を
占
め
て
い
た②
︒
国
内
市
場
で
依
然
高
い
占
有
率
を
保
っ
て

い
た
瀬
戸
内
塩
業
者
が
海
外
輸
出
を
志
願
し
た
理
由
に
つ
い
て
︑
備
前
浜
の
渾
大
防
益
三
郎
︵
岡
山
県
児
島
郡
下
村
︶
・
三
宅
治
三
郎
︵
同
郡
大
崎

村
︶
・
野
﨑
武
吉
郎
︵
同
郡
味
野
村
︶
は
右
請
願
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
︒

塩
田
法
闢
ケ
シ
ヨ
リ
播
三
備
芸
防
長
阿
讃
予
十
ヶ
国
ニ
テ
夥
敷
製
出
︑
売
捌
口
ニ
さ
し
支
︑
明
和
中
塩
戸
困
窮
殆
廃
業
之
姿
ニ
相
成
候
処
︑
芸
防
之
者
地

力
ヲ
育
ヒ
冗
費
ヲ
省
キ
候
事
ニ
心
付
︑
右
十
州
之
塩
戸
会
議
ヲ
興
シ
協
心
同
力
冗
費
ヲ
省
キ
簡
易
ニ
随
ヒ
︑
爾
来
製
塩
之
道
大
ニ
闢
ケ
塩
戸
年
々
増
加
シ
︑

天
保
度
ニ
至
リ
テ
建
築
ノ
大
ナ
ル
職
業
之
盛
ナ
ル
又
実
ニ
極
ル
ト
云
ヘ
シ
︑
然
ル
ニ
近
来
売
捌
口
さ
し
支
甚
難
渋
仕
候
︑
皇
国
中
有
限
之
人
口
︑
無
限
之

製
塩
最
早
海
外
輸
出
之
外
好
策
も
無
之
ト
見
込
相
立
候
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こ
の
内
容
を
敷
衍
す
る
と
︑
一
八
世
紀
半
ば
以
降
︑
入
浜
式
塩
田
の
技
術
が
全
国
に
波
及
し
塩
田
開
発
が
進
ん
だ
結
果
︑
食
塩
生
産
量
が
増

加
し
塩
価
は
低
落
傾
向
に
あ
っ
た
︒
そ
こ
で
対
応
策
と
し
て
ま
ず
試
み
ら
れ
た
の
が
休
浜
法
で
あ
る
︒﹁
浜
﹂
と
は
塩
田
の
集
合
体
を
指
し
︑

﹁
三
田
尻
浜
﹂
の
よ
う
に
地
域
名
を
冠
し
て
呼
ば
れ
た
︒
休
浜
法
は
︑
一
定
地
域
の
塩
浜
全
体
で
申
し
合
わ
せ
休
業
期
間
を
設
け
て
食
塩
生
産

を
意
図
的
に
減
ら
す
こ
と
で
需
給
を
調
整
す
る
と
と
も
に
︑
人
件
費
や
燃
料
費
な
ど
生
産
コ
ス
ト
を
削
減
す
る
方
法
で
あ
る
︒

休
浜
法
の
施
行
範
囲
は
広
域
で
あ
る
ほ
ど
効
果
的
で
あ
る
︒
そ
の
た
め
明
和
九
︵
一
七
七
二
︶
年
以
降
︑
瀬
戸
内
十
州
を
対
象
区
域
と
す
る

カ
ル
テ
ル
結
成
へ
向
け
た
取
り
組
み
が
生
ま
れ
︑
そ
れ
は
幕
末
維
新
期
か
ら
明
治
期
に
い
た
る
ま
で
継
続
し
た
︒
し
か
し
一
方
で
休
浜
法
は
︑

十
州
塩
田
全
体
の
利
益
の
た
め
個
別
塩
田
の
そ
れ
を
否
定
す
る
側
面
が
あ
っ
た
た
め
︑
実
際
に
は
造
反
が
相
次
ぎ
実
効
力
を
欠
い
て
い
た
︒

そ
こ
で
明
治
初
年
に
結
集
核
と
し
て
見
い
だ
さ
れ
た
の
が
海
外
へ
の
販
路
拡
張
で
あ
っ
た
︒
す
な
わ
ち
﹁
十
州
ノ
同
盟
確
立
セ
サ
レ
ハ
塩
田

ヲ
維
持
ス
ル
能
ハ
サ
レ
ト
モ
︑
之
レ
ヲ
確
立
セ
シ
ム
ル
ハ
容
易
ノ
業
ニ
非
サ
レ
ハ
︑
販
路
拡
張
ス
ル
ニ
如
カ
ス③
﹂
と
︑
瀬
戸
内
塩
業
者
の
同
盟

を
結
束
す
る
た
め
に
海
外
へ
の
﹁
販
路
拡
張
﹂
が
企
図
さ
れ
︑
そ
れ
は
三
田
尻
浜
請
願
が
述
べ
る
よ
う
に
﹁
防
長
諸
浜
を
始
め
山
陽
南
海
其
他

塩
田
一
統
﹂
の
繁
栄
を
も
た
ら
す
地
域
振
興
策
と
し
て
期
待
さ
れ
た
︒

市
場
と
し
て
想
定
さ
れ
た
の
は
中
国
で
あ
る
︒
な
ぜ
な
ら
ば
︑
ま
ず
第
一
に
﹁
当
今
開
化
日
新
之
御
時
節
柄
︑
支
那
と
い
へ
ど
も
御
同
盟
之

条
約
被
為
在
候
御
事
ニ
御
座
候
得
者
﹂︵
三
田
尻
浜
請
願
︶
と
あ
る
よ
う
に
︑
一
八
七
一
年
に
調
印
さ
れ
た
日
清
修
好
条
規
お
よ
び
通
商
章
程
が

七
三
年
に
批
准
発
効
し
︑
日
中
間
の
通
商
関
係
が
成
立
し
た
か
ら
で
あ
る
︒
ま
た
第
二
に
︑﹁
支
那
者
東
南
ニ
海
を
湛
へ
候
得
共
︑
形
勢
皇
国

之
迫
門
内
之
如
き
所
無
之
︑
汐
之
干
満
少
く
御
座
候
故
︑
古
書
之
魚
塩
之
利
を
申
候
事
も
御
座
候
へ
共
︑
畢
竟
皇
国
之
北
海
島
同
様
ニ
て
煎
潮

自
由
ニ
相
成
兼
︑
唯
井
塩
ニ
の
ミ
停
り
候
﹂︵
同
︶
と
︑
中
国
の
製
塩
能
力
が
極
め
て
低
く
見
積
ら
れ
て
お
り
︑
そ
れ
ゆ
え
に
商
機
が
見
い
だ

さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
︒

た
だ
し
︑
中
国
へ
の
食
塩
輸
出
に
は
制
度
的
障
壁
が
存
在
し
た
︒
日
清
通
商
章
程
第
二
六
款
は
︑﹁
大
清
内
地
ノ
塩
ハ
大
日
本
人
積
出
ス
事

ヲ
許
サ
ズ
︑
大
日
本
ノ
塩
モ
大
清
ニ
積
入
レ
売
捌
ク
事
ヲ
許
サ
ズ
︑
背
ク
者
ハ
何
レ
モ
掟
ニ
従
ヒ
罰
ス
ベ
シ④
﹂
と
︑
明
確
に
日
本
産
塩
の
中
国
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輸
出
を
禁
じ
て
い
た
の
で
あ
る
︒
そ
の
た
め
瀬
戸
内
塩
業
者
の
食
塩
輸
出
運
動
は
︑
ま
ず
同
条
項
の
撤
廃
を
目
指
す
対
政
府
交
渉
と
い
う
形
態

を
と
り
︑
次
い
で
そ
の
失
敗
を
受
け
中
国
以
外
の
ア
ジ
ア
市
場
開
拓
へ
と
推
移
す
る
こ
と
に
な
る
︒

︵
�
︶

対
中
輸
出
運
動
の
展
開
と
挫
折

一
八
七
四
年
四
月
一
八
日
︑
三
田
尻
浜
請
願
を
受
け
た
山
口
県
権
令
中
野
梧
一
は
︑
そ
の
内
容
を
﹁
将
来
物
産
増
殖
﹂﹁
人
民
進
歩
之
一
端
﹂

に
つ
な
が
る
も
の
と
高
く
評
価
し
︑
内
務
卿
兼
理
木
戸
孝
允
へ
採
用
方
を
上
申
し
た⑤
︒
こ
れ
に
対
し
﹁
益
全
国
天
造
人
造
ノ
諸
物
産
ヲ
拡
充⑥
﹂

す
べ
く
勧
業
政
策
を
始
動
し
て
い
た
内
務
省
勧
業
寮
︵
同
一
月
設
置
︶
は
︑
内
務
卿
大
久
保
利
通
に
抜
擢
さ
れ
た
勧
業
権
頭
河
瀬
秀
治
が
輸
出

の
前
提
と
な
る
食
塩
生
産
能
力
の
調
査
を
命
じ
る
な
ど
積
極
的
に
反
応
し
た⑦
︒

他
方
で
︑﹁
御
条
約
中
輸
出
入
制
禁
﹂
解
除
の
可
能
性
に
つ
い
て
内
務
省
か
ら
の
照
会
を
受
け
た
外
務
省
は
︑
食
塩
専
売
制
を
税
制
の
根
幹

と
す
る
清
政
府
が
交
渉
に
応
じ
る
可
能
性
は
少
な
い
と
判
断
し
︑
む
し
ろ
工
程
改
良
に
よ
る
生
産
コ
ス
ト
の
圧
縮
を
通
じ
た
﹁
塩
業
奨
勧
﹂
を

回
答
し
た⑧
︒
当
該
期
の
内
務
省
は
︑
佐
賀
の
乱
や
台
湾
出
兵
処
理
の
た
め
大
久
保
が
不
在
で
あ
り
︵
一
八
七
四
年
一
一
月
帰
国
︶
︑
勧
業
事
業
の

実
行
が
停
滞
す
る
な
ど
政
治
的
力
量
を
減
退
さ
せ
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る⑨
︒

し
か
し
︑
河
瀬
秀
治
に
よ
る
塩
業
調
査
指
令
を
通
じ
て
内
務
省
の
政
策
意
図
を
看
取
し
た
各
浜
総
代
は
︑
翌
一
八
七
五
年
七
月
に
丸
亀
に
て

﹁
製
塩
支
那
国
ヘ
輸
出
之
事
﹂
を
協
議
し
て
い
る⑩
︒
次
い
で
同
八
月
に
上
海
へ
渡
っ
た
末
松
軍
平
︵
山
口
県
佐
波
郡
︶
が
帰
国
し
︑
上
海
領
事

品
川
忠
道
よ
り
入
手
し
た
﹁
前
年
外
国
ヨ
リ
若
干
之
塩
輸
入
セ
シ
先
例
モ
有
之
︑
敢
而
難
出
来
ト
申
訳
モ
無
之
﹂﹁
内
外
務
省
ヨ
リ
北
京
公
使

館
ヘ
御
照
会
相
成
候
ヘ
ハ
取
謀
方
モ
可
有
之
哉
﹂
と
の
情
報
を
も
た
ら
し
た⑪
︒
末
松
報
告
を
受
け
て
同
一
〇
月
に
再
度
尾
道
で
開
催
さ
れ
た
集

会
で
は
︑
所
轄
県
庁
へ
の
働
き
か
け
が
議
決
さ
れ
た⑫
︒
実
際
に
各
浜
よ
り
飾
磨
︑
岡
山
︑
広
島
︑
山
口
︑
香
川
の
各
県
長
官
宛
に
一
斉
請
願
が

実
行
さ
れ
た
の
は
︑
同
月
か
ら
翌
七
六
年
一
月
に
か
け
て
で
あ
る⑬
︒

次
い
で
企
画
さ
れ
た
の
は
政
権
中
枢
へ
の
入
説
で
あ
っ
た
︒
判
明
す
る
の
は
①
木
戸
孝
允
︑
そ
し
て
②
大
久
保
利
通
を
介
し
た
工
作
で
あ
る
︒
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ま
ず
①
に
つ
い
て
み
る
と
︑
一
八
七
六
年
三
月
の
赤
穂
集
会
で
貞
永
正
甫
︵
三
田
尻
浜
︶
・
山
根
建
索
︵
同
︶
・
末
松
軍
平
と
渾
大
防
益
三
郎
・

野
﨑
武
吉
郎
が
請
願
委
員
に
選
出
さ
れ
東
上
し
た⑭
︒
末
松
と
渾
大
防
は
︑
木
戸
と
面
識
を
有
す
る
貞
永
と
山
根
の
仲
介
に
よ
り
同
四
月
八
日
に

木
戸
と
の
面
会
を
果
た
し
︑﹁
輸
出
の
志
願
﹂
が
﹁
内
務
外
務
等
へ
も
不
相
貫
︑
姑
息
の
論
に
遮
ら
れ
﹂
た
事
情
を
訴
え
た
︒
木
戸
へ
の
入
説

が
旧
長
州
藩
以
来
の
政
治
資
産
を
背
景
と
す
る
三
田
尻
浜
の
主
導
に
よ
る
こ
と
は
︑﹁
過
日
来
山
口
県
よ
り
も
頻
に
此
事
の
障
碍
せ
し
を
余
に

告
け
り
﹂
と
い
う
木
戸
の
言
葉
か
ら
も
察
す
る
こ
と
が
で
き
る⑮
︒

一
八
七
六
年
三
月
に
参
議
を
辞
し
内
閣
顧
問
と
な
っ
て
い
た
木
戸
孝
允
は
︑﹁
皇
国
物
産
減
少
に
は
実
に
浩
歎
之
至
り⑯
﹂
と
士
族
救
済
の
観

点
か
ら
地
域
振
興
に
強
い
関
心
を
抱
い
て
お
り
︑
食
塩
の
対
中
輸
出
構
想
に
対
し
て
﹁
余
︑
為
人
民
︑
為
国
︑
聊
其
主
意
の
達
せ
ん
こ
と
を
尽

力
せ
ん
と
す
﹂
と
前
向
き
な
言
質
を
与
え
た
︒
実
際
に
木
戸
は
︑
末
松
・
渾
大
防
と
の
面
会
翌
日
に
は
河
瀬
秀
治
を
呼
び
︑
側
近
の
野
村
靖

︵
元
外
務
省
権
大
丞
︑
神
奈
川
県
権
令
︶
か
ら
聴
取
し
た
﹁
外
務
姑
息
論
の
元
凶
﹂﹁
塩
浜
衰
頽
︑
人
民
困
迫
の
情
実
﹂
を
伝
達
し
て
い
る
︒

さ
ら
に
木
戸
孝
允
を
介
し
た
運
動
と
同
時
に
︑
木
戸
と
対
立
関
係
に
あ
っ
た
②
大
久
保
利
通
を
通
じ
て
外
務
省
の
方
針
転
換
を
促
す
工
作
も

実
施
さ
れ
た
︒
す
で
に
一
八
七
五
年
三
月
以
来
︑
外
務
省
は
日
清
修
好
条
規
の
修
補
に
つ
き
検
討
を
進
め
て
い
た
が
︑
そ
の
主
眼
は
犯
罪
者
処

分
法
と
税
則
の
一
部
改
訂
で
あ
っ
た⑰
︒
し
か
し
同
一
一
月
に
清
国
駐
箚
特
命
全
権
公
使
に
任
命
さ
れ
た
森
有
礼
は
︑
中
国
到
着
直
後
の
一
二
月

一
五
日
︑
外
務
卿
寺
島
宗
則
へ
水
産
物
を
主
と
す
る
両
国
特
産
品
の
関
税
免
除
を
交
渉
す
べ
き
旨
を
上
申
し
て
い
る
︒
こ
こ
で
重
要
な
の
は
︑

﹁
食
塩
ハ
彼
国
定
制
ア
リ
テ
官
弁
ニ
属
ス
ル
モ
ノ
ト
聞
ク
︑
今
将
サ
ニ
彼
ト
議
シ
彼
此
ノ
便
宜
ヲ
酌
剤
シ
︑
我
カ
官
為
メ
ニ
之
ヲ
保
認
シ
彼
ノ

官
ニ
運
鬻
セ
シ
ム
ル
カ
︑
或
ハ
別
ニ
善
便
ナ
ル
一
章
程
ヲ
約
定
ス
ル
モ
亦
可
ナ
ラ
ン
カ
﹂
と
の
一
項
で
あ
る⑱
︒

そ
も
そ
も
森
有
礼
の
任
務
は
︑
第
一
に
日
朝
修
好
条
規
の
締
結
へ
向
け
た
日
中
の
関
係
改
善
︑
次
い
で
日
清
修
好
条
規
の
修
補
で
あ
り
︑
直

輸
出
推
進
な
ど
は
想
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た⑲
︒
そ
の
た
め
寺
島
の
回
答
は
︑﹁
後
日
詳
細
ノ
来
示
ヲ
得
︑
廟
議
以
テ
令
ス
ル
所
ア
ル
ベ
シ⑳
﹂
と

消
極
的
な
も
の
で
あ
っ
た
︒
し
か
し
森
は
︑
翌
七
六
年
三
月
に
も
﹁
塩
類
を
清
国
へ
輸
入
す
る
事
﹂
を
条
約
で
明
文
化
す
る
意
向
を
表
明
し
て

い
る㉑
︒
こ
の
よ
う
な
森
の
姿
勢
は
︑
七
五
年
五
月
に
﹁
海
外
直
売
ノ
基
業
ヲ
開
ク
ノ
議
﹂
を
︑
七
六
年
四
月
に
﹁
清
国
通
商
拡
張
ノ
儀
伺
﹂
を
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呈
出
し
︑
日
中
貿
易
の
促
進
を
﹁
目
下
難
差
措
ノ
急
務
﹂
と
し
て
勧
業
政
策
の
柱
に
据
え
た
大
久
保
利
通
の
支
持
を
受
け
て
い
た㉒
︒
大
久
保
は
︑

森
が
再
度
食
塩
輸
出
へ
の
意
欲
を
示
し
た
直
後
の
七
六
年
四
月
一
四
日
︑
寺
島
へ
﹁
支
那
輸
出
之
禁
相
解
ケ
候
上
ハ
内
国
ノ
人
民
其
利
益
ヲ
知

リ
製
造
高
一
層
増
加
可
致
ハ
当
然
﹂
と
述
べ
︑﹁
支
那
御
条
約
中
食
塩
ノ
ヵ
条
御
削
除
﹂
を
要
請
す
る
の
で
あ
る㉓
︒
そ
こ
で
根
拠
と
さ
れ
た
の

は
﹁
岡
山
県
以
西
ノ
人
民
ヨ
リ
歎
願
﹂
で
あ
り
︑
ま
た
七
四
年
に
内
務
省
が
実
施
し
た
塩
業
調
査
の
成
果
で
あ
っ
た
︒

結
局
外
務
省
は
︑
食
塩
を
中
国
へ
輸
出
し
て
も
﹁
左
程
国
民
之
困
難
モ
有
之
間
敷
﹂﹁
大
ニ
国
益
モ
増
加
可
致
義
ニ
有
之
候
﹂
と
大
き
く
譲

歩
し
︑
一
八
七
六
年
六
月
に
予
備
調
査
を
品
川
忠
道
へ
指
示
し
た㉔
︒
森
有
礼
の
対
中
交
渉
は
追
認
さ
れ
た
の
で
あ
る
︒
こ
れ
を
受
け
た
内
務
省

は
末
松
軍
平
と
渾
大
防
益
三
郎
の
﹁
江
蘇
沿
海
ノ
地
方
経
歴
︑
製
塩
場
実
地
見
聞
﹂
に
財
政
援
助
を
与
え
︑
両
者
は
同
二
一
日
に
上
海
へ
出
発

し
た㉕
︒
瀬
戸
内
塩
業
者
の
運
動
は
成
功
し
つ
つ
あ
る
か
に
み
え
た
︒

さ
て
品
川
忠
道
は
︑
中
国
在
留
中
の
島
村
久
︵
岡
山
県
士
族
︑
一
八
七
七
年
天
津
領
事
館
書
記
一
等
見
習
︶
に
杭
州
・
寧
波
の
塩
業
調
査
を
依
頼
︑

上
海
に
到
着
し
た
末
松
軍
平
と
渾
大
防
益
三
郎
は
島
村
と
と
も
に
両
淮
地
方
を
視
察
し
︑
七
六
年
九
月
二
〇
日
に
中
国
を
離
れ
た㉖
︒
同
一
一
月

に
各
浜
総
代
へ
報
告
さ
れ
た
両
者
の
観
察
結
果
と
︑
そ
れ
に
基
づ
き
決
定
さ
れ
た
運
動
方
針
は
次
の
通
り
で
あ
る
︒

第
一
に
︑
中
国
製
塩
は
﹁
甚
タ
粗
ニ
シ
テ
且
ツ
少
ク
︑
而
テ
其
価
又
貴
シ
﹂︑
特
に
﹁
揚
子
江
上
流
安
%
・
湖
北
・
江
西
・
湖
南
等
ノ
四
省
﹂

は
有
望
な
市
場
で
あ
る
︒
一
方
で
第
二
に
政
府
の
専
売
制
度
は
厳
重
で
﹁
今
政
府
之
レ
ヲ
彼
レ
ニ
謀
ル
モ
一
朝
其
条
約
ニ
至
ル
ヤ
否
ヤ
ハ
知
ル

ヘ
カ
ラ
サ
ル
ニ
似
タ
リ
﹂︑
し
か
し
第
三
に
食
塩
は
﹁
非
類
ノ
貿
易
物
﹂
で
あ
り
︑
上
海
な
ど
開
港
場
も
し
く
は
食
塩
を
管
理
す
る
清
政
府
を

介
し
た
輸
出
は
可
能
性
が
あ
る
た
め
﹁
至
急
御
照
会
﹂
を
要
求
す
る㉗
︒
こ
の
よ
う
に
自
由
貿
易
で
は
な
く
清
政
府
の
専
売
網
へ
の
接
続
を
目
指

す
と
い
う
戦
略
は
︑
す
で
に
み
た
森
有
礼
︑
ま
た
大
久
保
利
通
の
構
想

﹁
人
民
自
由
貿
易
之
儀
御
談
判
難
被
行
候
ハ
ヽ
︑
彼
政
府
之
手
ヲ

経
候
而
モ
可
然㉘
﹂
と
同
様
で
あ
り
︑
森
交
渉
の
存
在
を
前
提
と
し
た
方
針
と
い
え
る
︒

か
た
や
外
交
官
で
あ
る
品
川
忠
道
の
判
断
は
異
な
っ
て
い
た
︒
一
八
七
六
年
一
〇
月
に
品
川
は
︑
中
国
の
専
売
制
度
と
食
塩
生
産
・
流
通
機

構
は
密
接
に
関
連
し
て
お
り
︑
専
売
網
を
介
し
た
輸
出
は
﹁
両
淮
ノ
製
塩
ヲ
求
テ
禁
止
セ
シ
ム
ル
ニ
類
似
﹂
で
あ
る
た
め
︑
外
交
交
渉
が
妥
結

明治期瀬戸内塩業者の直輸出運動とアジア（中川）
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す
る
可
能
性
は
な
い
と
報
告
し
て
い
る㉙
︒
品
川
の
意
見
は
外
務
省
と
内
務
省
の
判
断
に
大
き
く
影
響
し
た
と
推
測
さ
れ
る
︒
意
思
決
定
過
程
の

詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
︑
同
年
末
に
復
命
の
た
め
上
京
し
た
末
松
軍
平
と
渾
大
防
益
三
郎
は
︑﹁
目
今
聞
届
ケ
難
ク
ト
ノ
指
令
﹂
を
受
け
た
の

で
あ
る㉚
︒
実
際
に
︑
同
一
〇
月
に
決
裁
さ
れ
た
﹁
大
日
本
国
大
清
国
特
約
案
﹂
に
は
食
塩
に
関
す
る
条
項
は
存
在
し
な
い㉛
︒
食
塩
輸
出
へ
向
け

た
動
き
の
中
断
は
︑
大
久
保
内
務
省
の
強
大
化
に
対
す
る
木
戸
孝
允
の
反
発
か
ら
勧
業
寮
が
勧
農
寮
へ
と
縮
小
再
編
さ
れ
る
な
ど
︑
当
該
期
に

勧
業
政
策
の
推
進
主
体
が
弱
体
化
し
て
い
た
と
の
指
摘
と
も
符
合
す
る㉜
︒

そ
の
後
も
末
松
軍
平
は
大
蔵
省
商
務
局
の
保
護
を
受
け
︑
食
塩
そ
の
物
で
は
な
く
加
工
品
た
る
醤
油
の
販
売
を
上
海
で
試
み
る
が
︑
そ
れ
も

一
八
七
七
年
四
月
か
ら
の
三
ヶ
月
で
撤
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
た㉝
︒
瀬
戸
内
塩
業
者
の
運
動
は
完
全
に
挫
折
し
た
の
で
あ
る
︒

以
上
︑
本
章
で
確
認
し
た
運
動
の
経
緯
か
ら
は
︑
次
の
四
点
を
特
徴
と
し
て
指
摘
で
き
る
︒
ま
ず
第
一
に
︑
運
動
が
初
発
の
段
階
か
ら
内
務

省
に
よ
る
勧
業
政
策
の
始
動
を
的
確
に
把
握
し
て
い
た
点
で
あ
る
︒
た
だ
し
食
塩
輸
出
は
瀬
戸
内
塩
業
者
の
総
意
で
は
な
く
︑
そ
の
実
現
可
能

性
が
高
ま
っ
た
一
八
七
六
年
一
一
月
時
点
で
も
︑﹁
備
前
岡
本
組
浜
十
五
戸
ノ
義
ハ
︑
支
那
輸
出
件
兼
テ
不
同
意㉞
﹂
な
ど
と
︑
末
松
軍
平
と
渾

大
防
益
三
郎
の
視
察
経
費
分
担
に
同
意
し
な
い
塩
浜
が
存
在
し
た
点
に
も
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
︒
対
外
輸
出
構
想
は
十
州
塩
田
の
統
制
強
化

と
密
接
に
関
連
し
て
い
た
た
め
︑
同
盟
を
推
進
す
る
有
力
塩
浜
へ
の
批
判
が
各
浜
の
足
並
み
を
乱
す
こ
と
に
も
な
っ
た
︒

第
二
に
︑
当
該
期
の
運
動
は
山
口
県
の
有
力
塩
浜
が
主
導
し
︑
木
戸
孝
允
や
大
久
保
利
通
と
い
っ
た
政
権
有
司
の
政
治
的
力
量
に
依
拠
し
た

点
で
あ
る
︒
木
戸
と
の
パ
イ
プ
役
と
な
っ
た
貞
永
正
甫
と
山
根
建
索
は
三
田
尻
浜
の
有
力
自
作
で
あ
り
︑
ま
た
防
長
塩
田
の
指
導
者
秋
良
貞
臣

は
元
長
州
藩
士
で
維
新
後
は
山
口
県
で
勧
業
行
政
を
担
当
し
て
い
た㉟
︒
そ
の
結
果
︑
勧
業
政
策
へ
の
素
早
い
対
応
が
可
能
と
な
っ
た
一
方
︑
運

動
の
成
否
が
政
府
内
で
の
政
治
バ
ラ
ン
ス
の
変
化
や
そ
れ
に
伴
う
政
策
変
更
に
左
右
さ
れ
る
と
い
う
結
果
を
生
ん
だ
︒

第
三
に
︑
中
国
市
場
の
情
報
収
集
が
開
始
さ
れ
た
点
で
あ
る
︒
末
松
軍
平
や
渾
大
防
益
三
郎
︑
ま
た
島
村
久
の
現
地
調
査
を
通
じ
て
塩
務
行

政
の
制
度
や
加
工
品
を
含
む
各
産
地
の
生
産
高
︑
租
税
率
な
ど
具
体
的
な
知
識
が
蓄
積
さ
れ
て
い
っ
た㊱
︒
一
方
で
中
国
で
は
当
時
天
日
製
塩
が

主
流
で
あ
り
︑
燃
料
を
用
い
た
釜
煎
を
必
要
と
す
る
日
本
の
製
法
と
は
異
な
っ
て
い
た
︒
中
国
製
塩
は
﹁
甚
タ
粗
ニ
シ
テ
且
ツ
少
ク
﹂
と
い
う
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観
察
は
表
面
的
な
も
の
で
あ
っ
た
が
︑
末
松
や
渾
大
防
の
認
識
は
一
八
九
〇
年
代
ま
で
運
動
を
駆
動
し
︑
か
つ
拘
束
す
る
こ
と
に
な
る㊲
︒

第
四
に
︑
情
報
収
集
に
際
し
て
岡
山
出
身
者
を
核
と
す
る
ア
ジ
ア
情
報
人
脈
が
端
緒
的
に
利
用
さ
れ
た
点
で
あ
る
︒
島
村
久
は
閑
谷
学
校
を

再
興
し
た
山
田
方
谷
の
門
下
で
あ
り
︑
末
松
軍
平
と
渾
大
防
益
三
郎
は
中
国
視
察
に
先
立
ち
島
村
へ
中
国
塩
業
の
調
査
を
依
頼
し
て
い
た㊳
︒
ま

た
八
四
年
に
同
校
を
閑
谷
黌
と
し
て
再
々
興
し
た
西
毅
一
は
︑
貿
易
研
究
の
た
め
七
〇
年
と
七
九
年
に
中
国
へ
渡
っ
た
経
験
を
有
す
る
が
︑
そ

の
人
脈
に
は
荒
尾
精
︑
白
岩
龍
平
︑
福
原
林
平
ら
日
清
貿
易
研
究
所
や
東
亜
同
文
会
関
係
者
が
連
な
っ
て
い
る㊴
︒
こ
れ
ら
ア
ジ
ア
情
報
に
関
わ

る
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
の
接
触
が
︑
八
〇
年
代
以
降
の
運
動
の
形
態
と
性
質
を
決
定
す
る
の
で
あ
る
︒

①

一
八
七
四
年
一
月
付
中
野
梧
一
宛
武
村
利
右
衛
門
・
今
井
又
弥
他
八
名
﹁
演
舌

を
以
申
上
候
事
﹂︵
外
務
省
外
交
史
料
館
蔵
﹁
外
務
省
記
録
﹂
B
-3
-
5-8-2﹁
食
塩

輸
出
ニ
関
シ
内
務
省
ヨ
リ
協
議
一
件
﹂︶︑
同
年
七
月
付
石
部
誠
中
宛
渾
大
防
益
三

郎
・
三
宅
治
三
郎
・
野
﨑
武
吉
郎
請
願
︵﹁
野
﨑
家
文
書
﹂
別
蔵
一
三

三
四

﹁
明
治
七
年
甲
戌
年
七
月
改
輸
出
必
用
書
類
﹂
所
収
﹁
明
治
七
年
製
塩
輸
出
入
書

類
帳
﹂︶︑
同
年
同
月
付
播
州
上
灘
目
浜
人
連
名
﹁
製
塩
輸
出
之
義
ニ
付
伺
﹂︵
同

上
︶︒

②

﹁
全
国
製
塩
産
額
﹂︵﹃
官
報
﹄
一
八
八
八
年
一
一
月
二
日
︶︒

③

﹃
煮
海
﹄
翻
刻
版
七
一
頁
︒

④

﹃
大
日
本
外
交
文
書
﹄
第
四
巻
︵
日
本
国
際
協
会
︑
一
九
三
八
年
︶
二
一
九
頁
︒

⑤

一
八
七
四
年
四
月
一
八
日
付
木
戸
孝
允
宛
中
野
梧
一
上
申
︵
前
掲
註
①
﹁
食
塩

輸
出
ニ
関
シ
内
務
省
ヨ
リ
協
議
一
件
﹂︶︒

⑥

一
八
七
四
年
三
月
付
﹁
勧
業
寮
事
務
章
程
﹂︵﹃
法
規
分
類
大
全
﹄
第
一
編
官
職

門
九
内
務
省
二
︑
七
三
〇
～
三
三
頁
︶︒

⑦

一
八
七
四
年
八
月
二
二
日
付
石
部
誠
中
宛
河
瀬
秀
治
照
会
︵
前
掲
註
①
﹁
明
治

七
年
製
塩
輸
出
入
書
類
帳
﹂︶︒

⑧

一
八
七
四
年
六
月
付
内
務
大
・
少
丞
宛
外
務
大
・
少
丞
回
答
︵
前
掲
註
①
﹁
食

塩
輸
出
ニ
関
シ
内
務
省
ヨ
リ
協
議
一
件
﹂︶︒

⑨

國
雄
行
﹁
内
務
省
勧
業
寮
の
成
立
と
勧
農
政
策
﹂︵
首
都
大
学
東
京
﹃
人
文
学

報
﹄
歴
史
学
編
第
三
九
号
︑
二
〇
一
一
年
︶︒

⑩

一
八
七
五
年
七
月
二
四
日
付
﹁
於
讃
州
丸
亀
諸
国
塩
浜
集
会
連
印
状
﹂︵﹃
大

系
﹄
一
五
頁
︶︒

⑪

一
八
七
五
年
一
〇
月
付
中
野
梧
一
宛
末
松
軍
平
﹁
奉
願
仕
候
事
﹂︵
前
掲
註
①

﹁
明
治
七
年
製
塩
輸
出
入
書
類
帳
﹂︶︑
同
年
付
新
田
義
雄
宛
松
田
左
太
郎
・
松
田

右
三
郎
・
松
田
亀
四
郎
﹁
清
国
食
塩
輸
出
願
﹂︵
同
上
︶︑﹁
末
松
軍
平
履
歴
書
﹂

︵
山
口
県
文
書
館
蔵
﹁
県
史
編
纂
所
史
料
﹂
一
四
五
二
︶︒

⑫

﹁
製
塩
清
国
ヘ
輸
出
入
願
立
之
事
件
ニ
付
今
般
備
後
尾
道
清
水
半
七
方
ヘ
集
会

条
約
書
﹂︵
前
掲
註
①
﹁
明
治
七
年
製
塩
輸
出
入
書
類
帳
﹂︶︑﹁
尾
道
大
会
議
之
節

各
浜
議
案
写
﹂︵﹃
大
系
﹄
三
三
～
四
一
頁
︶︒

⑬

一
八
七
五
年
一
〇
月
付
中
野
梧
一
宛
末
松
軍
平
﹁
奉
願
仕
候
事
﹂︑
同
一
一
月

二
八
日
付
新
田
義
雄
宛
津
島
六
之
進
他
四
名
﹁
塩
製
航
通
願
﹂︑
同
一
一
月
付
高

崎
五
六
宛
渾
大
防
益
三
郎
・
野
﨑
武
吉
郎
﹁
奉
再
願
﹂︑
同
一
一
月
付
︹
広
島
県
︺

長
官
宛
森
川
義
雄
・
頼
平
格
﹁
製
塩
支
那
輸
出
願
﹂︑
同
一
二
月
付
森
岡
昌
純
宛

門
脇
善
吉
他
二
三
名
﹁
製
塩
支
那
国
輸
出
之
願
﹂︑
同
年
付
新
田
義
雄
宛
松
田
左

太
郎
・
松
田
右
三
郎
・
松
田
亀
四
郎
﹁
清
国
食
塩
輸
出
願
﹂︑
一
八
七
六
年
一
月

五
日
付
宛
先
欠
野
間
一
郎
他
四
名
﹁
製
塩
支
那
国
輸
出
之
儀
ニ
付
上
願
﹂︵
前
掲
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註
①
﹁
明
治
七
年
製
塩
輸
出
入
書
類
帳
﹂︶︒

⑭

﹃
煮
海
﹄
翻
刻
版
七
九
頁
︒

⑮

﹃
木
戸
孝
允
日
記
﹄
第
三
巻
︵
日
本
史
籍
協
会
︑
一
九
三
三
年
︶
三
一
四
～
一

五
頁
︒

⑯

一
八
七
六
年
三
月
二
一
日
付
槇
村
正
直
宛
木
戸
孝
允
書
簡
︵﹃
木
戸
孝
允
文
書
﹄

第
六
巻
︑
日
本
史
籍
協
会
︑
一
九
三
〇
年
︑
三
八
七
頁
︶︒

⑰

一
八
七
五
年
三
月
二
五
日
付
三
条
実
美
宛
寺
島
宗
則
﹁
日
清
条
約
ノ
議
﹂︵﹃
大

日
本
外
交
文
書
﹄
第
九
巻
︑
日
本
国
際
協
会
︑
一
九
四
〇
年
︑
四
二
三
～
二
四

頁
︶︒

⑱

一
八
七
五
年
一
二
月
一
五
日
付
寺
島
宗
則
宛
森
有
礼
上
申
︵
同
右
四
三
六
～
三

七
頁
︶︒

⑲

一
八
七
五
年
一
一
月
二
〇
日
付
森
有
礼
宛
寺
島
宗
則
訓
条
︵﹃
森
有
礼
全
集
﹄

第
一
巻
︑
宣
文
堂
書
店
︑
一
九
七
二
年
︑
七
八
二
～
八
三
頁
︶︒

⑳

一
八
七
五
年
一
二
月
二
七
日
起
草
﹁
駐
北
京
森
特
命
全
権
公
使
へ
公
信
案
﹂

︵
前
掲
註
⑰
﹃
大
日
本
外
交
文
書
﹄
第
九
巻
︑
四
三
七
頁
︶︒

㉑

一
八
七
六
年
三
月
八
日
付
寺
島
宗
則
宛
森
有
礼
﹁
日
清
条
約
補
欠
ニ
関
ス
ル
談

判
妥
結
ノ
旨
報
告
ノ
件
﹂︵
同
右
四
六
二
頁
︶︒

㉒

一
八
七
五
年
五
月
二
四
日
付
大
久
保
利
通
﹁
海
外
直
売
ノ
基
業
ヲ
開
ク
ノ
議
﹂

︵
国
立
公
文
書
館
蔵
﹁
公
文
録
﹂
明
治
八
年
第
一
四
八
巻
﹁
本
省
事
業
ノ
目
的
ヲ

定
ム
ル
ノ
議
﹂︶︑
一
八
七
六
年
四
月
付
大
久
保
利
通
・
大
隈
重
信
﹁
清
国
通
商
拡

張
ノ
儀
伺
﹂︵﹁
公
文
録
﹂
明
治
九
年
第
一
一
三
巻
︶︒
な
お
中
国
滞
在
中
の
森
有

礼
は
米
穀
輸
出
も
提
案
し
て
い
る
︵
一
八
七
六
年
一
〇
月
二
九
日
付
大
久
保
利
通

宛
森
有
礼
書
簡
﹃
大
久
保
利
通
関
係
文
書
﹄
第
五
巻
︑
吉
川
弘
文
館
︑
一
九
七
一

年
︑
三
一
二
頁
︶︒

㉓

一
八
七
六
年
四
月
一
四
日
付
寺
島
宗
則
宛
大
久
保
利
通
書
簡
︵
前
掲
註
①
﹁
食

塩
輸
出
ニ
関
シ
内
務
省
ヨ
リ
協
議
一
件
﹂︶︒

㉔

一
八
七
六
年
四
月
一
八
日
付
大
久
保
利
通
宛
寺
島
宗
則
回
答
案
︵
同
右
︶︒
同

一
〇
月
一
一
日
付
河
瀬
秀
治
宛
品
川
忠
道
報
告
︵﹁
野
﨑
家
文
書
﹂
別
蔵
一
三

三
三
﹁
末
松
軍
平
渾
大
防
益
三
郎
清
国
ヘ
製
塩
輸
出
ニ
関
ス
ル
書
類
﹂︶︒

㉕
㉖

一
八
七
六
年
一
〇
月
一
一
日
付
河
瀬
秀
治
宛
品
川
忠
道
報
告
︑
一
八
七
六
年

一
二
月
二
二
日
付
河
瀬
秀
治
宛
末
松
軍
平
・
渾
大
防
益
三
郎
上
申
お
よ
び
﹁
帰
朝

御
届
﹂︵
同
右
﹁
末
松
軍
平
渾
大
防
益
三
郎
清
国
ヘ
製
塩
輸
出
ニ
関
ス
ル
書
類
﹂︶︒

㉗

一
八
七
六
年
一
〇
月
一
一
日
付
河
瀬
秀
治
宛
渾
大
防
益
三
郎
・
末
松
軍
平
上
申
︑

一
八
七
六
年
一
一
月
五
日
付
各
浜
宛
﹁︹
臨
時
会
同
理
由
書
︺﹂︵
同
右
﹁
末
松
軍

平
渾
大
防
益
三
郎
清
国
ヘ
製
塩
輸
出
ニ
関
ス
ル
書
類
﹂︶︑
同
一
一
月
一
一
日
付

﹁
製
塩
輸
出
之
儀
ニ
付
臨
時
会
同
条
約
書
﹂︵﹃
大
系
﹄
五
六
頁
︶︒

㉘

前
掲
註
㉓
寺
島
宗
則
宛
大
久
保
利
通
書
簡
︒

㉙

前
掲
註
㉔
河
瀬
秀
治
宛
品
川
忠
道
報
告
︒

㉚

﹃
煮
海
﹄
翻
刻
版
一
一
三
頁
︒

㉛

一
八
七
六
年
一
〇
月
一
二
日
付
三
条
実
美
宛
寺
島
宗
則
﹁
日
清
両
国
土
産
交
互

輸
入
税
廃
止
ノ
条
約
取
結
ノ
儀
上
申
﹂
付
属
書
一
﹁
大
日
本
大
清
国
特
約
案
﹂

︵
前
掲
註
⑰
﹃
大
日
本
外
交
文
書
﹄
第
九
巻
︑
四
六
七
～
六
八
頁
︶︒

㉜

國
雄
行
﹁
内
務
省
に
お
け
る
勧
商
局
と
勧
農
局
の
設
置
過
程
﹂︵
首
都
大
学
東

京
﹃
人
文
学
報
﹄
第
四
九
〇
号
︑
二
〇
一
四
年
︶︒

㉝

﹁
清
国
各
港
在
留
日
本
商
人
商
店
開
閉
年
月
及
営
業
種
類
﹂︵
町
田
実
一
﹃
日
清

貿
易
参
考
表
﹄
一
八
八
九
年
︶︒

㉞

一
八
七
六
年
一
一
月
一
一
日
付
﹁
製
塩
輸
出
之
儀
ニ
付
臨
時
会
同
条
約
書
﹂

︵﹃
大
系
﹄
五
六
～
六
〇
頁
︶︒

㉟

臼
杵
華
臣
﹁
秋
良
貞
臣
略
伝
﹂︵﹃
秋
良
日
誌
﹄
翻
刻
版
①
︶︑
伊
藤
昭
弘
﹁
明

治
初
期
山
口
県
に
お
け
る
﹁
防
長
塩
田
会
社
﹂
の
成
立
過
程
﹂︵﹃
社
会
経
済
史

学
﹄
第
七
〇
巻
二
号
︑
二
〇
〇
四
年
︶︒

㊱

一
八
七
六
年
九
月
付
島
村
久
﹁
支
那
塩
務
概
略
﹂﹁
醤
園
税
課
概
略
﹂︵﹁
野
﨑

家
文
書
﹂
第
八

一
七
四
﹁
支
那
塩
務
概
略
﹂︶︒

㊲

渡
辺
惇
﹁
清
末
沿
岸
諸
塩
場
に
お
け
る
製
塩
技
術
の
転
換
と
そ
の
意
義
﹂︵﹃
東
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洋
史
学
論
集
﹄
山
崎
先
生
退
官
記
念
会
︑
一
九
六
七
年
︶︒

㊳

︹
一
八
七
五
︺
年
月
日
欠
島
村
久
宛
渾
大
防
益
三
郎
書
簡
︵
前
掲
註
①
﹁
明
治

七
年
製
塩
輸
出
入
書
類
帳
﹂︶︒

㊴

吉
崎
志
保
子
﹁
西
毅
一
の
中
国
へ
の
素
志
﹂︵﹃
閑
谷
学
校
研
究
﹄
第
一
号
︑
一

九
九
七
年
︶︑
土
屋
洋
﹁
閑
谷
黌
か
ら
日
清
貿
易
研
究
所
へ
﹂︵﹃
文
化
共
生
学
研

究
﹄
第
一
六
号
︑
二
〇
一
七
年
︶︒

二

視
圏
の
拡
大

一
八
八
〇
年
代
の
直
輸
出
運
動

︵
�
︶

海
外
市
場
情
報
の
流
通

中
国
市
場
を
志
向
し
て
き
た
瀬
戸
内
塩
業
者
の
運
動
に
変
化
が
生
じ
た
の
は
一
八
七
九
年
で
あ
る
︒
舞
子
浜
に
集
会
し
た
防
長
塩
田
︑
伊
予

多
喜
浜
兼
備
後
尾
道
三
ヶ
所
︑
播
州
上
灘
目
塩
田
︑
同
赤
穂
塩
田
の
各
代
議
人
が
申
し
合
わ
せ
た
﹁
十
州
塩
田
規
則
﹂︵
同
七
月
︶
に
は
︑﹁
支

那
及
ヒ
﹁
ウ
ラ
ジ
ヲ
ス
ト
ツ
ク
﹂︑
其
外
海
外
ヘ
製
塩
輸
出
ノ
道
ヲ
開
ク
事
ニ
漸
次
着
手
ス
ベ
シ
﹂
と
︑
は
じ
め
て
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
が
登
場

す
る
︒
ま
た
同
時
に
議
決
さ
れ
た
﹁
十
州
塩
田
勧
業
会
社
申
合
規
則
﹂
で
は
︑
第
一
に
﹁
朝
鮮
及
ヒ
浦
塩
斯
徳
﹂︑
次
い
で
﹁
支
那
地
方
﹂
が

市
場
と
し
て
想
定
さ
れ
て
い
る①
︒
こ
の
よ
う
に
︑
一
八
七
〇
年
代
末
よ
り
瀬
戸
内
塩
業
者
の
視
圏
は
中
国
か
ら
ロ
シ
ア
沿
海
州
︑
そ
し
て
朝
鮮

へ
と
拡
大
す
る
が
︑
そ
の
過
程
で
は
同
時
期
に
本
格
的
な
流
通
が
始
ま
っ
た
海
外
市
場
情
報
と
の
接
触
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
︒

一
八
八
〇
年
九
月
︑
秋
良
貞
臣
ら
は
十
ヶ
国
塩
民
総
代
と
し
て
﹁
塩
田
勧
業
会
社
﹂
の
設
立
を
内
務
卿
松
方
正
義
に
申
請
し
た
︒
掲
げ
ら
れ

た
の
は
︑﹁
内
ハ
以
テ
営
業
ヲ
研
究
シ
︑
外
ハ
以
テ
外
国
輸
出
ニ
着
手
シ
︑
該
業
百
般
ヲ
掌
リ
︑
永
続
維
持
ノ
基
礎
ヲ
設
﹂
け
る
こ
と
で
あ
っ

た②
︒
こ
れ
に
対
し
て
内
務
省
勧
農
局
少
書
記
官
橋
本
正
人
は
﹁
即
今
認
可
相
成
難
﹂
と
難
色
を
示
す
一
方
で
︑﹁
海
外
ノ
塩
況
及
ヒ
輸
入
ノ
恐

レ
ア
ル
コ
ト
﹂
を
﹁
諭
示
﹂
し
た
︒
輸
入
品
に
よ
り
壊
滅
し
た
在
来
産
業
で
あ
る
﹁
綿
糖
ノ
覆
轍
﹂
を
踏
ま
ぬ
よ
う
︑
生
産
コ
ス
ト
の
圧
縮
を

目
的
と
す
る
工
程
改
良
で
あ
れ
ば
財
政
援
助
の
用
意
が
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
た
の
で
あ
る③
︒

結
局
︑
一
八
八
一
年
四
月
の
農
商
務
省
設
置
に
伴
う
政
策
転
換
も
あ
り
︑﹁
塩
田
勧
業
会
社
﹂
の
設
立
申
請
は
却
下
さ
れ
た
︒
し
か
し
塩
業
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振
興
策
と
し
て
工
程
改
良
な
ら
ば
政
府
支
援
が
得
ら
れ
る
可
能
性
が
示
さ
れ
た
こ
と
は
無
視
で
き
な
い
︒
以
降
の
塩
業
振
興
論
は
︑﹁
近
来
欧

米
各
国
ヨ
リ
上
品
ノ
食
塩
廉
価
ニ
輸
入
セ
シ
ヨ
リ
︑
製
塩
場
日
ニ
衰
頽
ヲ
醸
シ
候
﹂
と
い
っ
た
言
説
を
用
い
た
﹁
外
塩
﹂
防
遏
の
た
め
の
工
程

改
良
︑
さ
ら
に
は
そ
の
た
め
の
政
府
支
援
要
請
と
い
う
論
理
で
構
成
さ
れ
る
の
で
あ
る④
︒

も
ち
ろ
ん
輸
出
構
想
も
放
棄
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
︒
秋
良
貞
臣
の
場
合
︑
一
八
七
九
年
よ
り
﹁
産
塩
販
売
ノ
道
ヲ
広
張
シ
︑
且
ツ
豪
商
ノ

束
縛
ニ
陥
ラ
サ
ル
ノ
術
ヲ
振
起
ス
ル
﹂
た
め
西
洋
型
帆
船
︵
四
〇
〇
ト
ン
積
︶
の
建
造
を
計
画
し
て
お
り
︑
実
際
に
八
一
年
五
月
二
二
日
に
は

﹁
鯉
洋
丸
﹂
を
進
水
さ
せ
て
い
る
︒
秋
良
に
よ
る
と
︑
す
で
に
瀬
戸
内
十
州
の
う
ち
﹁
帆
舞
船
﹂
を
所
有
す
る
塩
浜
は
六
︑
七
箇
所
に
お
よ
び
︑

と
り
わ
け
赤
穂
浜
と
坂
出
浜
は
四
五
〇
ト
ン
積
の
船
舶
を
三
隻
も
所
有
し
て
い
た
と
い
う
︒
こ
れ
ら
は
北
海
道
・
奥
羽
地
方
を
は
じ
め
と
す
る

国
内
市
場
へ
の
輸
送
用
で
あ
っ
た
が
︑
一
方
で
一
八
七
〇
～
八
〇
年
代
の
瀬
戸
内
海
沿
岸
地
域
で
は
政
商
資
本
や
大
阪
資
本
の
汽
船
会
社
が
進

出
し
た
結
果
︑
在
地
廻
船
業
者
の
朝
鮮
進
出
が
促
さ
れ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
︒
秋
良
の
所
有
船
も
将
来
的
に
は
﹁
三
池
︑
其
外
各
地
ノ
石
炭

ヲ
購
求
シ
︑
九
州
大
坂
朝
鮮
ニ
運
送
ノ
荷
物
ヲ
積
ミ
︑
航
海
利
益
ヲ
得
ン
﹂
こ
と
が
企
図
さ
れ
て
い
た⑤
︒

ま
た
高
松
の
井
上
甚
太
郎
は
︑
一
八
八
一
年
に
編
纂
し
た
﹃
支
那
塩
務
概
略
﹄
で
﹁
吾
人
ガ
時
機
ヲ
謀
リ
邦
塩
ヲ
以
テ
輸
出
品
ノ
一
ト
ナ
サ

ン
ト
ス
ル
ノ
念
慮
ハ
一
日
モ
断
ヘ
ザ
ル
ナ
リ
﹂
と
輸
出
実
行
へ
の
志
願
を
述
べ
︑
中
国
市
場
へ
の
醤
油
・
味
噌
販
売
や
︑
香
港
へ
の
食
塩
輸
出

を
論
じ
て
い
る⑥
︒
同
書
に
よ
る
と
井
上
は
︑
七
六
年
に
島
村
久
が
も
た
ら
し
た
情
報
や
﹁
印
度
安
南
製
ノ
食
塩
︑
支
那
ノ
用
塩
﹂
見
本
を
農
商

務
省
商
務
局
権
少
書
記
官
小
山
正
武
か
ら
入
手
し
て
い
た
︒﹁
海
外
ノ
塩
況
ヲ
審
カ
ニ
ス
ル
事
﹂
を
重
視
し
た
井
上
は
︑
さ
ら
に
商
務
局
よ
り

﹁
外
塩
見
本
︑
即
チ
桑
港
ノ
売
塩
﹂
も
得
て
お
り
︑
そ
の
安
価
で
精
良
な
品
質
は
日
本
産
塩
よ
り
﹁
数
等
ノ
上
﹂
で
あ
り
﹁
今
日
ニ
ア
リ
テ
ハ

未
タ
其
輸
入
ヲ
見
サ
レ
ト
モ
︑
若
シ
夫
ノ
砂
糖
ノ
如
ク
盛
ニ
我
市
場
ニ
進
入
ス
ル
ノ
時
ニ
至
ラ
ハ
︑
我
製
塩
者
ハ
将
タ
如
何
シ
テ
之
レ
ヲ
妨
カ

ン
ト
ス
ル
ヤ
﹂
と
危
機
感
を
抱
い
て
い
た⑦
︒
井
上
は
休
浜
法
に
よ
る
生
産
統
制
よ
り
も
工
程
改
良
を
重
視
し
た
代
表
的
な
塩
業
者
と
し
て
知
ら

れ
る
が
︑
彼
の
﹁
外
塩
﹂
防
遏
＝
工
程
改
良
論
と
食
塩
輸
出
論
は
海
外
市
場
情
報
の
積
極
的
な
収
集
に
基
づ
い
て
い
た
の
で
あ
る
︒

一
八
八
〇
年
代
初
頭
は
︑
八
〇
年
二
月
に
興
亜
会
が
結
成
さ
れ
た
よ
う
に
﹁
ア
ジ
ア
﹂
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
た
時
期
に
あ
た
る
︒
そ
も
そ
も
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当
該
期
の
﹁
ア
ジ
ア
﹂
へ
の
注
目
は
︑
七
九
年
の
琉
球
処
分
を
め
ぐ
り
対
峙
す
る
日
中
間
の
緊
張
緩
和
︑
ま
た
貿
易
収
支
の
悪
化
を
受
け
た
大

隈
財
政
下
の
直
輸
出
振
興
と
い
う
政
策
課
題
を
背
景
と
し
て
い
た⑧
︒
一
般
に
﹁
興
亜
﹂
言
説
は
︑﹁
亜
細
亜
ノ
土
壌
ニ
シ
テ
亜
細
亜
独
立
政
府

ガ
管
領
シ
毫
モ
欧
洲
人
ノ
干
渉
ヲ
受
ケ
ザ
ル
モ
ノ
ハ
僅
ニ
日
本
支
那
朝
鮮
等
ノ
数
国
ヲ
見
ル
ノ
ミ
﹂
と
の
現
状
認
識
か
ら
︑
中
国
・
朝
鮮
・
日

本
が
﹁
聯
合
一
致
﹂
し
て
﹁
欧
羅
巴
ノ
蚕
食
﹂
を
防
遏
す
る
と
い
う
論
理
構
成
を
と
る
が
︑
同
時
に
﹁
国
豊
ニ
民
多
﹂
く
﹁
天
然
ノ
利
源
﹂
豊

富
で
︑
か
つ
﹁
気
質
﹂
や
﹁
言
文
﹂
が
相
近
く
﹁
土
地
相
近
ク
シ
テ
運
輸
ノ
便
﹂
の
あ
る
﹁
亜
細
亜
洲
﹂
は
有
望
な
輸
出
市
場
と
目
さ
れ
た⑨
︒

﹁
興
亜
﹂
は
︑﹁
ア
ジ
ア
﹂
と
の
通
商
拡
大
を
訴
え
る
言
説
と
し
て
も
機
能
し
た
と
い
え
る
︒

実
際
に
︑
瀬
戸
内
塩
業
者
の
指
導
層
は
興
亜
会
を
結
節
点
と
す
る
人
と
情
報
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
参
入
し
て
い
た
︒﹁
は
じ
め
に
﹂
で
触
れ

た
よ
う
に
︑
興
亜
大
阪
第
二
分
会
の
事
業
は
中
国
や
朝
鮮
を
は
じ
め
と
す
る
ア
ジ
ア
諸
地
域
の
﹁
政
略
ノ
形
勢
及
ヒ
商
業
ノ
事
情
﹂
の
収
集
発

信
で
あ
っ
た⑩
︒
野
﨑
武
吉
郎
は
そ
の
﹁
賛
成
会
員
﹂
で
あ
り
︑
一
八
八
二
年
夏
の
同
分
会
解
散
後
も
継
続
し
て
亜
細
亜
協
会
︵
八
三
年
に
興
亜

会
よ
り
改
称
︶
に
加
入
し
て
お
り
︑
寄
附
も
確
認
さ
れ
る⑪
︒
さ
ら
に
秋
良
貞
臣
は
八
七
年
に
朝
鮮
・
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
を
視
察
︵
後
述
︶
し
た
際
︑

大
阪
協
同
商
会
を
率
い
て
日
朝
貿
易
に
従
事
し
て
い
た
高
須
謙
三
︵
興
亜
大
阪
第
二
分
会
同
盟
員
︶
と
接
触
し
︑
情
報
収
集
に
努
め
て
い
る⑫
︒
島

村
久
や
品
川
忠
道
︑
高
崎
五
六
︵
岡
山
県
令
︶
︑
杉
山
岩
三
郎
︵
岡
山
商
業
会
議
所
会
頭
︶
も
興
亜
会
員
で
あ
っ
た⑬
︒

ま
た
一
八
八
〇
年
代
に
は
在
外
公
館
の
収
集
し
た
経
済
情
報
︵
領
事
報
告
︶
の
公
開
︵
八
一
年
﹃
通
商
彙
編
﹄
創
刊
︶
や
﹃
官
報
﹄
創
刊
︵
八
三

年
︶
に
よ
り
ア
ジ
ア
市
場
情
報
の
流
通
が
促
進
さ
れ
た⑭
︒
瀬
戸
内
塩
業
者
の
直
輸
出
構
想
は
︑
こ
の
よ
う
に
農
商
務
省
や
外
務
省
︑
府
県
勧
業

課
︑
興
亜
会
な
ど
多
様
な
主
体
が
調
査
発
信
し
た
情
報
と
積
極
的
に
交
わ
る
こ
と
で
︑
実
行
段
階
へ
と
移
行
す
る
の
で
あ
る
︒

︵
�
︶

ロ
シ
ア
沿
海
州
へ
の
注
目

ロ
シ
ア
沿
海
州
の
中
心
で
あ
る
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
に
は
︑
一
八
七
〇
年
代
半
ば
よ
り
日
本
商
が
進
出
し
て
い
た
︒
長
崎
県
商
人
の
原
田
茂
吉

郎
と
有
田
猪
之
助
は
七
五
年
四
月
に
同
地
で
商
店
を
開
設
し
た
が
︑
彼
ら
は
長
崎
か
ら
の
航
路
︵
月
一
回
︶
を
介
し
た
日
本
人
在
留
者
が
五
〇
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～
六
〇
人
を
数
え
︑
ま
た
函
館
か
ら
の
来
航
者
も
漸
次
増
加
傾
向
に
あ
る
と
報
告
し
て
い
る⑮
︒
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
に
は
外
務
省
の
貿
易
駐
在
官

も
七
六
年
以
降
常
駐
し
て
お
り
︑
八
一
年
二
月
に
は
郵
便
汽
船
三
菱
会
社
が
神
戸
・
釜
山
・
元
山
・
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
線
を
開
設
︵
月
一
回
︶
︑

八
三
年
に
は
大
阪
協
同
商
会
船
も
長
崎
︑
神
戸
・
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
間
に
就
航
し
て
い
る⑯
︒
八
〇
年
代
半
ば
の
同
地
は
﹁
我
北
門
ノ
要
港
﹂
と

し
て
﹁
之
レ
ニ
通
商
ヲ
為
ス
ハ
勢
不
可
欠
ノ
場
所⑰
﹂
と
認
識
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
た
︒

ロ
シ
ア
沿
海
州
で
食
塩
は
︑
食
用
に
加
え
サ
ケ
や
マ
ス
の
塩
蔵
用
と
し
て
需
要
さ
れ
た
︒
す
で
に
一
八
八
一
年
に
開
設
さ
れ
た
横
浜
貿
易
商

会
の
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
支
店
は
食
塩
を
取
り
扱
っ
て
い
た
が
︑
当
初
日
本
産
塩
は
﹁
苦
ガ
ミ
強
ク
︑
且
ツ
泥
土
混
交
セ
ル
ヲ
以
テ
魚
類
用
ニ
ハ

不
適
品
﹂
と
評
価
さ
れ
︑
苦
戦
を
強
い
ら
れ
た⑱
︒
し
か
し
︑
八
六
年
度
の
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
の
食
塩
輸
入
額
を
み
る
と
︑
首
位
の
日
本
産
塩

︵
三
万
二
四
三
ル
ー
ブ
ル
︶
は
二
位
ド
イ
ツ
︵
一
万
四
九
九
〇
ル
ー
ブ
ル
︶
の
二
倍
以
上
と
な
っ
て
い
る⑲
︒
ま
た
︑
表
に
示
し
た
よ
う
に
︑
八
九
年

以
前
に
お
い
て
日
本
産
塩
の
輸
出
先
の
五
〇
～
八
〇
％
は
ロ
シ
ア
沿
海
州
が
占
め
て
い
た
︒

他
方
で
︑
一
八
八
三
年
度
の
食
塩
輸
出
先
は
ロ
シ
ア
が
約
八
一
％
に
対
し
︑
直
輸
出
比
率
は
二
一
％
前
後
に
過
ぎ
な
い
︵
表
︶
︒
同
年
の
ウ

ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
港
へ
の
輸
入
高
を
取
扱
い
商
の
国
別
で
み
る
と
︑
中
国
商
︵
約
二
二
％
︶
が
ド
イ
ツ
商
︵
約
四
八
％
︶
に
次
ぎ
第
二
位
を
占
め
︑

以
下
ロ
シ
ア
商
︵
約
二
〇
％
︶
︑
日
本
商
︵
約
八
％
︶
と
な
っ
て
い
る⑳
︒
す
な
わ
ち
日
本
産
塩
輸
出
の
担
い
手
は
中
国
商
で
あ
っ
た
︒
輸
出
品
と

し
て
碾
茶
と
食
塩
を
有
望
視
し
︑﹁
同
州
ノ
商
権
我
掌
握
ニ
帰
ス
ル
ハ
無
論
ニ
シ
テ
今
ヤ
既
ニ
之
ヲ
計
画
ス
ル
ノ
時
機
至
レ
リ
ト
信
ズ㉑
﹂
と
意

欲
し
て
い
た
貿
易
駐
在
官
寺
見
機
一
︵
岡
山
県
士
族
︶
は
︑
中
国
商
の
活
動
に
対
し
て
次
の
よ
う
に
危
機
感
を
示
し
て
い
る
︒

我
商
人
社
会
ノ
尤
モ
注
目
ス
可
キ
ハ
支﹅

那﹅

商﹅

人﹅

ニ
シ
テ
︑
近
来
彼
等
ハ
専
ラ
本
邦
産
物
ノ
販
買
(マ
マ
)ニ
意
ヲ
注
キ
毎
便
長
崎
ヨ
リ
我
米
穀
︑
小
麦
粉
︑
食﹅

塩﹅

等

種
々
当
方
適
当
ノ
貨
物
ヲ
輸
入
ス
ル
コ
ト
実
ニ
莫
大
ニ
シ
テ
︑
動
モ
ス
レ
ハ
我﹅

商﹅

権﹅

ヲ﹅

横﹅

奪﹅

セ
ン
ト
ス
ル
ノ
勢
ア
リ
︑
油
断
ス
可
ラ
サ
ル
ナ
リ㉒
︵
傍
点
引

用
者
︑
以
下
同
︶
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表 食塩の輸出先とその推移（1883〜1895）

註：①各年上段：輸出量（斤）．ただし小数点以下を四捨五入した（以下同）．

同 下段：元値（円）．

②輸出水産物の塩蔵用名目などで中国商が扱ったものと推測される．

③総計に占める直輸出の比率（％）．

④同じく朝鮮向け輸出の比率（％）．

⑤同じくロシア向け輸出の比率（％）．

出典：大蔵省主税局編『大日本外国貿易年表』各年度．

年 ① 朝鮮 ロシア 中国② その他 総計
直輸出

比率③

朝鮮向

比率④

ロシア向

比率⑤

1883
斤 − 721,806 18,488 146,250 886,544 22 - 81

円 − 3,319 79 693 4,091 20 - 81

1884
斤 590,304 769,110 29,065 11,006 1,399,485 49 42 55

円 1,948 4,151 147 64 6,310 39 31 66

1885
斤 911,073 1,214,987 9,052 4,372 2,139,484 52 43 57

円 2,555 6,649 51 30 9,285 39 28 72

1886
斤 6,306,171 916,487 10,516 900 7,234,074 88 87 13

円 18,276 4,149 51 14 22,490 83 81 18

1887
斤 14,443,237 1,586,148 1,825 11,006 16,042,216 91 90 10

円 42,466 6,217 8 64 48,755 89 87 13

1888
斤 1,329,075 1,391,713 3,332 - 2,724,120 57 49 51

円 3,402 5,618 12 - 9,032 47 38 62

1889
斤 1,463,822 1,509,166 64,819 - 3,037,807 79 48 50

円 5,209 7,881 239 - 13,329 56 39 59

1890
斤 3,234,947 593,117 1,386 2,500 3,831,950 90 84 15

円 18,310 4,360 10 16 22,696 88 81 19

1891
斤 11,684,448 1,184,570 1,910 - 12,870,928 94 91 9

円 64,768 7,690 12 - 72,469 93 89 11

1892
斤 14,646,208 2,171,535 12,209 - 16,829,952 94 87 13

円 70,107 12,182 67 - 82,356 93 85 15

1893
斤 17,013,032 2,155,699 940 - 19,169,671 94 89 11

円 76,164 10,048 5 - 86,217 94 88 12

1894
斤 12,770,096 3,307,295 15,311 6,750 16,099,452 96 79 21

円 53,828 14,322 73 25 68,248 96 79 21

1895
斤 20,003,872 4,648,243 29,292 5,625 24,687,032 94 81 19

円 71,659 25,333 445 27 97,464 92 74 26
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そ
の
た
め
寺
見
は
領
事
報
告
を
通
じ
て
積
極
的
に
情
報
を
発
信
し
て
お
り
︑
滋
賀
県
の
北
前
船
業
者
辻
寿
一
郎
︵
大
橋
宇
兵
衛
江
差
支
店
︶
の

よ
う
に
一
八
八
七
年
四
月
一
九
日
付
﹃
通
商
報
告
﹄
号
外
に
触
れ
て
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
貿
易
参
入
を
検
討
し
た
事
例
も
確
認
さ
れ
る㉓
︒

瀬
戸
内
塩
業
者
が
一
八
七
九
年
以
来
ロ
シ
ア
沿
海
州
に
着
目
し
た
契
機
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
︑
例
え
ば
山
口
県
の
塩
業
者
が
八

四
年
に
﹁
該﹅

地﹅

方﹅

熟﹅

知﹅

ノ﹅

人﹅

ニ
就
テ
之
ヲ
糺
シ
﹂
た
う
え
で
﹁
浦
塩
斯
徳
ヨ
リ
﹁
シ
ベ
リ
ヤ
﹂
地
方
製
塩
販
路
拡
張
ノ
為
メ
便
宜
ヲ
以
テ
輸

出
﹂
す
る
こ
と
を
決
議
し
た
事
例㉔
︑
ま
た
同
年
に
組
織
さ
れ
た
十
州
塩
田
同
業
会
が
﹁
シ
ベ
リ
ヤ
及
ヒ
モ
ン
ゴ
リ
ヤ
ノ
地
方
ヘ
ハ
古
ヘ
我
カ
国

ヨ
リ
食
塩
ヲ
輸
出
セ
シ
カ
ト
モ
︑
近
来
ハ
専
ラ
独
逸
国
ヨ
リ
輸
入
ス
ル
由
ナ
レ
ハ
︑
便
宜
ヲ
以
テ
彼
ノ
地
方
ヘ
漸
次
輸
出
ノ
途
ヲ
開
ク
ヘ
シ㉕
﹂

と
の
目
標
を
掲
げ
た
事
例
か
ら
は
︑
彼
ら
が
寺
見
機
一
の
発
す
る
情
報
に
接
し
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
︒
事
実
︑
秋
良
貞
臣
は
朝
鮮
・
ウ

ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
視
察
に
際
し
︑
出
発
前
の
八
七
年
三
月
一
五
日
に
帰
国
中
の
寺
見
を
訪
問
し
︑﹁
該
地
輸
入
食
塩
ノ
実
況
ヲ
尋
ネ
︑
又
全
体
貿

易
ノ
景
況
ヲ
聞
キ
﹂︑
か
つ
﹁
氏
カ
送
ル
所
ノ
該
地
輸
出
入
表
﹂
を
根
拠
に
﹁
或
ハ
己
レ
ノ
所
感
ヲ
吐
キ
︑
或
ハ
氏
カ
意
見
ヲ
叩
﹂
い
て
い
る㉖
︒

し
か
し
︑
一
八
八
七
年
に
計
画
さ
れ
た
﹁
有
限
製
塩
輸
出
会
社
﹂
で
は
︑﹁
朝
鮮
国
釜
山
・
元
山
津
・
仁
川
・
京
城
﹂
が
﹁
第
一
着
﹂
と
さ

れ
︑﹁
漸
次
魯
領
シ
ベ
リ
ヤ
・
モ
ン
コ
リ
ヤ
其
他
各
地
方
ヘ
販
路
ヲ
拡
張
﹂
と
な
っ
て
い
る㉗
︒
再
度
表
を
確
認
す
る
と
︑
九
〇
年
以
降
の
食
塩

輸
出
は
朝
鮮
向
が
九
〇
％
以
上
を
占
め
て
い
る
︒
同
時
に
日
本
商
に
よ
る
食
塩
の
直
輸
出
比
率
︵
量
︶
も
八
三
～
八
五
年
は
五
〇
％
以
下
で
あ

っ
た
の
が
︑
八
八
年
に
約
五
七
％
︑
八
九
年
に
約
七
九
％
︑
九
〇
年
以
降
は
九
〇
％
以
上
を
達
成
し
て
い
る
︒
八
〇
年
代
末
︑
ロ
シ
ア
沿
海
州

へ
の
食
塩
直
輸
出
が
本
格
的
に
始
動
す
る
直
前
に
︑
突
然
朝
鮮
市
場
が
有
力
な
輸
出
先
と
し
て
浮
上
し
た
の
で
あ
る
︒

︵
�
︶

朝
鮮
市
場
へ
の
進
出

日
朝
間
の
通
商
関
係
は
︑
一
八
七
六
年
の
日
朝
修
好
条
規
締
結
に
伴
う
釜
山
開
港
か
ら
始
ま
り
︑
開
港
地
は
元
山
︵
八
〇
年
︶
︑
仁
川
︵
八
三

年
︶
と
拡
大
す
る
︒
朝
鮮
各
港
へ
の
食
塩
輸
出
が
確
認
さ
れ
る
の
は
八
四
年
か
ら
で
あ
る
︒
釜
山
港
へ
の
同
年
上
半
期
輸
出
実
績
は
わ
ず
か
一

三
七
石
六
斗
で
あ
っ
た
の
に
対
し
︑
下
半
期
に
は
七
月
の
九
石
五
斗
か
ら
一
二
月
の
一
〇
七
四
石
二
斗
へ
と
急
伸
し
て
い
る
︒
こ
れ
は
前
年
の
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水
害
で
朝
鮮
国
内
の
塩
業
地
が
被
災
し
日
本
産
塩
へ
の
需
要
が
生
じ
た
た
め
と
さ
れ
る㉘
︒
朝
鮮
市
場
へ
の
日
本
産
塩
進
出
は
︑
偶
然
の
契
機
に

よ
り
始
ま
っ
た
と
い
え
る
︒
さ
ら
に
領
事
報
告
に
よ
る
と
︑
八
五
年
と
八
六
年
に
も
永
興
や
文
川
な
ど
有
力
塩
業
地
を
擁
す
る
咸
鏡
道
や
江
原

道
︑
慶
尚
道
︑
全
羅
道
で
水
害
が
続
き
︑
朝
鮮
の
食
塩
生
産
能
力
は
一
時
的
に
大
き
く
低
下
し
た㉙
︒

そ
の
た
め
一
八
八
六
年
か
ら
八
七
年
に
か
け
て
の
朝
鮮
向
け
輸
出
市
場
で
は
食
塩
特
需
が
発
生
し
た
︒
元
山
港
へ
の
輸
出
実
績
は
︑
八
五
年

の
八
五
石
五
斗
か
ら
八
六
年
に
は
一
万
二
五
七
〇
石
へ
と
急
増
し
︑
う
ち
一
万
一
九
七
〇
石
は
山
口
県
の
平
生
や
三
田
尻
浜
産
塩
で
あ
っ
た㉚
︒

釜
山
港
で
も
同
様
で
あ
り
︑
同
年
八
～
九
月
か
ら
増
加
し
た
日
本
産
塩
輸
入
の
九
割
は
平
生
・
三
田
尻
浜
産
︑
残
り
一
割
は
香
川
県
の
坂
出
浜

や
岡
山
県
の
日
比
・
野
﨑
浜
産
で
あ
っ
た㉛
︒
食
塩
輸
出
量
も
︑
九
一
万
一
〇
七
三
斤
︵
八
五
年
︶
か
ら
六
三
〇
万
六
一
七
一
斤
︵
八
六
年
︶
︑
一

四
四
四
万
三
二
三
七
斤
︵
八
七
年
︶
へ
と
急
増
し
て
い
る
︵
表
︶
︒
八
六
年
度
に
そ
れ
ら
が
通
過
し
た
税
関
所
在
地
は
︑
瀬
戸
内
沿
岸
地
域
か
ら

の
輸
出
入
を
管
轄
す
る
下
関
港
が
首
位
︵
五
七
八
万
一
三
五
八
斤
︶
︑
次
い
で
長
崎
港
︵
一
三
五
万
三
四
八
一
斤
︶
と
な
っ
て
い
る㉜
︒

し
か
し
︑
右
の
特
需
は
あ
く
ま
で
一
過
性
の
も
の
で
あ
っ
た
︒
す
で
に
一
八
八
七
年
末
に
は
過
剰
輸
出
に
よ
り
朝
鮮
各
港
で
は
滞
貨
が
発
生

し
て
お
り
︑
八
八
年
に
は
﹁
一
昨
年
来
本
邦
ヨ
リ
輸
入
シ
テ
大
ニ
圧
倒
セ
ラ
レ
タ
ル
ヲ
恢
復
セ
ン
ト
ス
ル
ノ
気
勢
﹂
で
朝
鮮
塩
田
の
復
興
も
進

ん
だ
︒
さ
ら
に
食
習
慣
や
嗜
好
の
差
違
に
よ
り
朝
鮮
の
消
費
者
間
に
は
﹁
矢
張
リ
喰
慣
レ
タ
ル
土
産
ヲ
好
ミ
本
邦
産
ヲ
信
セ
サ
ル
ノ
傾
キ
﹂
も

あ
り
︑
日
本
産
塩
の
販
路
は
急
速
に
閉
塞
し
て
い
っ
た
︒
同
年
上
半
期
の
元
山
港
で
は
︑
三
万
俵
の
在
庫
が
蓄
積
さ
れ
て
い
た
と
い
う㉝
︒
そ
の

結
果
︑
輸
出
量
は
八
七
年
の
一
四
四
四
万
三
二
三
七
斤
が
︑
八
八
年
に
は
一
三
二
万
九
〇
七
五
斤
へ
と
急
落
し
て
い
る
︵
表
︶
︒

一
方
で
︑
食
塩
の
輸
出
促
進
へ
向
け
た
制
度
的
枠
組
み
が
形
成
さ
れ
た
の
も
こ
の
時
期
で
あ
っ
た
︒
す
で
に
一
八
八
五
年
︑
十
州
塩
田
同
業

会
は
十
州
塩
田
組
合
へ
と
改
組
さ
れ
︑
農
商
務
省
の
保
護
監
督
下
に
入
っ
て
い
た㉞
︒
し
か
し
朝
鮮
向
け
輸
出
の
急
伸
を
受
け
た
元
山
副
領
事
渡

辺
修
は
︑
同
組
合
の
発
足
に
よ
る
生
産
統
制
の
制
度
化
を
﹁
実
ニ
不
得
已
ノ
処
置
﹂
し
つ
つ
も
︑﹁
其
販
路
ア
ル
ニ
於
テ
ハ
此
等
ノ
制
限
ヲ
解

キ
充
分
ニ
製
塩
ノ
業
ヲ
盛
ニ
ス
ル
ヲ
得
ヘ
シ
﹂
と
判
断
し
︑
八
七
年
三
月
に
輸
出
奨
励
策
の
検
討
を
上
申
し
て
い
る
︒
そ
の
結
果
︑
食
塩
輸
出

に
つ
い
て
は
八
七
年
七
月
よ
り
輸
出
関
税
免
除
の
特
例
措
置
が
と
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た㉟
︒

明治期瀬戸内塩業者の直輸出運動とアジア（中川）
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こ
の
よ
う
に
食
塩
特
需
を
背
景
に
輸
出
推
進
を
目
指
す
政
策
方
針
の
も
と
︑
一
八
八
七
年
に
朝
鮮
・
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
で
市
場
調
査
を
行
っ

た
の
が
秋
良
貞
臣
で
あ
る
︒
三
月
二
三
日
︑
秋
良
は
農
商
務
省
水
産
局
属
青
柳
忠
一
よ
り
﹁
朝
鮮
輸
出
ノ
件
ニ
付
キ
次
官
ヨ
リ
ノ
内
示
モ
ア
レ

ハ
︑
帰
県
ノ
上
ハ
輸
出
ノ
コ
ト
ニ
尽
力
シ
︑
其
準
備
ヲ
用
意
セ
ヨ
ト
ノ
内
命㊱
﹂
を
受
け
︑
六
月
一
五
日
か
ら
七
月
二
一
日
に
か
け
て
ウ
ラ
ジ
オ

ス
ト
ク
と
元
山
・
釜
山
・
仁
川
を
視
察
し
た
︒
既
述
の
よ
う
に
秋
良
は
寺
見
機
一
や
高
須
謙
三
よ
り
情
報
を
入
手
し
︑
さ
ら
に
渡
辺
修
・
室
田

義
文
︵
釜
山
総
領
事
︶
・
鈴
木
充
美
︵
仁
川
総
領
事
︶
ら
現
地
外
交
官
︑
ま
た
山
本
達
雄
︵
日
本
郵
船
釜
山
支
店
︶
︑
金
子
弥
一
︵
三
井
物
産
︶
︑
梶
山

新
介
︵
大
阪
協
同
商
会
元
山
津
支
店
主
任
︶
︑
杉
浦
久
大
︵
貿
易
商
会
︶
ら
海
運
業
者
や
貿
易
商
と
接
触
を
重
ね
て
い
る
︒

そ
の
結
果
秋
良
貞
臣
は
︑﹁
シ
ベ
リ
ヤ
・
モ
ン
ゴ
リ
ヤ
ノ
咽
喉
﹂
た
る
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
に
橋
頭
堡
を
確
保
す
べ
く
ド
イ
ツ
系
有
力
商
社
の

ア
ル
ベ
ル
ス
商
会
K
u
n
st
u
n
d
A
lb
ers
と
の
契
約
に
成
功
し
た
︒
さ
ら
に
秋
良
は
︑﹁
彼
レ
ノ
塩
田
ヲ
耕﹅

地﹅

ニ﹅

変﹅

換﹅

セ
シ
ム
ル
マ
テ
進
入
セ

ン
﹂
と
朝
鮮
へ
の
輸
出
拡
大
に
向
け
た
意
欲
を
新
た
に
し
て
い
る㊲
︒
だ
が
︑
す
で
に
朝
鮮
市
場
は
飽
和
状
態
に
あ
っ
た
︒
し
か
も
﹁
本
月
︹
一

八
八
七
年
一
〇
月
︺
入
港
ノ
西
洋
形
風
帆
船
五
艘
モ
皆
本
品
ヲ
積
来
リ
︑
居
留
地
内
ニ
入
ヘ
キ
場
所
ナ
キ
勢
ナ
リ
﹂
と
日
本
か
ら
の
食
塩
流
入

は
な
お
も
続
い
て
お
り
︑
秋
良
の
他
に
十
州
塩
田
組
合
の
各
支
部
︵
防
長
︑
芸
備
︑
播
州
︶
か
ら
の
視
察
も
相
次
い
で
い
た㊳
︒

そ
の
た
め
渡
辺
修
は
秋
良
貞
臣
に
対
し
て
各
港
に
荷
揚
げ
さ
れ
た
食
塩
を
朝
鮮
商
へ
中
継
ぎ
す
る
居
留
地
商
と
の
連
携
を
提
案
し
た
︒
領
事

と
し
て
居
留
地
商
の
利
益
を
保
護
す
る
立
場
に
あ
っ
た
渡
辺
は
︑﹁
塩
業
者
ヨ
リ
直﹅

接﹅

ニ﹅

輸﹅

入﹅

サ
ル
ヽ
ニ
於
テ
ハ
幾
分
カ
自
己
ノ
商
業
ニ
妨
害

ア
ル
ヲ
以
テ
︑
自
然
居
留
商
ト
塩
業
者
ト
ノ
間
ニ
軋
轢
ヲ
生
シ
︑
互
ニ
白
眼
合
競
(マ
マ
)
買
ヲ
為
ス
ニ
至
ル
ベ
シ
﹂
と
の
危
惧
か
ら
︑
朝
鮮
市
場
が

﹁
各
塩
田
組
合
ノ
競
争
場
﹂
と
な
ら
な
い
よ
う
十
州
塩
田
組
合
に
よ
る
輸
出
統
制
︑
そ
し
て
居
留
地
商
と
の
棲
み
分
け
を
要
請
す
る
の
で
あ
る㊴
︒

こ
れ
に
対
し
て
秋
良
貞
臣
は
︑
三
田
尻
浜
に
隣
接
す
る
宮
市
出
身
の
大
阪
協
同
商
会
社
員
で
元
山
に
駐
在
し
て
い
た
梶
山
新
介
を
介
し
︑
瀬

戸
内
塩
業
者
自
ら
が
営
む
一
貫
し
た
直
輸
出
・
売
り
捌
き
体
制
の
構
築
を
図
っ
て
い
た㊵
︒
渡
辺
の
要
請
を
拒
絶
し
た
秋
良
は
︑
一
八
八
七
年
八

月
に
開
催
さ
れ
た
十
州
塩
田
組
合
第
二
回
通
常
会
で
﹁
朝
鮮
及
浦
潮
斯
徳
漫
遊
中
見
聞
ス
ル
所
ノ
塩
況
ヲ
演
舌
︑
将
来
販
路
ヲ
拡
張
セ
ン
事
ヲ

勧
告
﹂
し
︑
一
一
月
に
は
﹁
有
限
製
塩
輸
出
会
社
﹂
の
設
立
案
を
起
草
し
て
い
る㊶
︒
ま
た
実
際
に
梶
山
は
同
九
月
に
大
阪
協
同
商
会
を
退
職
︑
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元
山
で
独
立
開
業
し
﹁
我
製
塩
販
路
ノ
拡
張
ハ
従
来
小
生
ガ
熱
心
ナ
ル
ヲ
以
︑
増
々
之
ガ
進
歩
ヲ
企
図
シ
我
塩
業
者
諸
君
ニ
満
足
ヲ
呈
セ
ン
ト

ス
﹂
と
の
抱
負
を
述
べ
て
い
る㊷
︒
梶
山
の
独
立
は
秋
良
構
想
の
一
環
と
考
え
て
よ
い
︒

し
か
し
︑
輸
出
会
社
の
設
立
計
画
は
一
八
八
七
年
末
に
十
州
塩
田
組
合
で
可
決
さ
れ
︑
組
合
支
部
を
通
じ
た
各
浜
へ
の
株
式
募
集
段
階
に
入

っ
た
も
の
の
︑
翌
八
八
年
四
月
に
至
る
も
積
極
的
な
賛
同
浜
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た㊸
︒
そ
も
そ
も
十
州
塩
田
組
合
は
︑
八
七
年
九
月
に

井
上
甚
太
郎
ら
東
讃
支
部
が
脱
退
す
る
な
ど
休
浜
法
を
め
ぐ
り
内
部
に
軋
轢
を
抱
え
て
い
た
︒
各
浜
の
利
害
調
整
機
能
を
欠
い
て
い
た
同
組
合

は
九
〇
年
五
月
に
は
活
動
を
停
止
し
︑
結
局
朝
鮮
へ
の
食
塩
輸
出
は
各
浜
の
自
由
競
争
に
委
ね
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
︒

一
八
九
〇
年
代
に
入
る
と
朝
鮮
向
け
食
塩
の
産
地
は
瀬
戸
田
︵
広
島
県
︶
︑
宇
多
津
・
坂
出
︵
香
川
県
︶
・
波
止
浜
︵
愛
¼
県
︶
と
瀬
戸
内
各
地

域
に
拡
大
し
て
い
く㊹
︒
波
止
浜
の
事
例
を
み
る
と
︑
同
地
の
塩
田
地
主
・
廻
船
業
者
で
あ
っ
た
八
木
亀
三
郎
ら
が
組
織
し
た
洪
盛
社
は
︑
九
一

年
に
食
塩
お
よ
び
雑
貨
の
﹁
朝
鮮
直
交
易
﹂
を
開
始
し
て
い
る㊺
︒
次
い
で
八
木
は
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
に
進
出
し
︑
九
三
年
に
は
ニ
コ
ラ
イ
エ
フ

ス
ク
を
拠
点
に
黒
龍
江
で
ロ
シ
ア
人
と
の
共
同
漁
場
を
開
設
︑
塩
蔵
魚
の
日
本
向
け
輸
出
に
着
手
す
る
こ
と
に
な
る㊻
︒

本
章
で
の
検
討
内
容
を
整
理
す
る
と
次
の
三
点
が
重
要
と
な
る
︒
第
一
に
︑
ア
ジ
ア
市
場
へ
の
進
出
を
図
る
際
の
ま
な
ざ
し
で
あ
る
︒
一
八

八
四
年
に
上
海
に
東
洋
学
館
を
開
設
す
べ
く
渡
航
し
た
杉
田
定
一
は
︑﹁
興
亜
之
事
ハ
先
ツ
支
那
を
一
蹴
し
︑
其
胆
を
奪
ひ
其
地
を
奪
ふ
に
在

り
と
存
候
﹂
と
述
べ
て
い
る
が㊼
︑
第
一
章
で
み
た
よ
う
に
末
松
軍
平
と
渾
大
防
益
三
郎
の
構
想
も
中
国
製
塩
業
者
の
被
害
を
度
外
視
し
た
も
の

で
あ
り
︑
む
し
ろ
品
川
忠
道
の
方
が
外
交
的
配
慮
に
基
づ
く
と
は
い
え
加
害
の
可
能
性
を
認
識
し
て
い
た
︒
食
塩
輸
出
運
動
の
問
題
点
は
︑
秋

良
貞
臣
の
﹁
彼
レ
︹
朝
鮮
︺
ノ
塩
田
ヲ
耕
地
ニ
変
換
セ
シ
ム
ル
マ
テ
進
入
セ
ン
﹂
と
い
う
述
懐
か
ら
も
看
取
さ
れ
る
だ
ろ
う
︒

第
二
に
︑
一
八
八
〇
年
代
の
運
動
も
基
本
的
に
勧
業
政
策
へ
の
対
応
を
目
指
し
て
い
た
点
で
あ
る
︒
十
州
塩
業
同
業
会
の
成
立
は
八
四
年
の

同
業
組
合
準
則
に
現
れ
た
農
商
務
省
方
針
に
沿
う
も
の
で
あ
っ
た
︒﹁
重
要
物
産
ノ
改
良
蕃
殖
ニ
関
ス
ル
農
商
工
業
者
ノ
組
合
﹂
に
適
用
さ
れ

た
同
準
則
は
﹁
外
商
﹂
へ
の
対
抗
を
強
く
意
識
し
て
い
た
と
評
価
さ
れ
る㊽
︒
当
該
期
に
登
場
し
た
﹁
外
塩
﹂
防
遏
論
は
︑
一
面
で
は
農
商
務
省

の
勧
業
政
策
に
寄
り
添
う
こ
と
で
そ
の
支
援
獲
得
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
っ
た
︒

明治期瀬戸内塩業者の直輸出運動とアジア（中川）
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他
方
で
第
三
に
︑
秋
良
貞
臣
が
元
山
副
領
事
渡
辺
修
の
提
案
し
た
貿
易
秩
序
形
成
を
拒
絶
し
た
よ
う
に
︑
一
八
八
〇
年
代
末
に
は
政
府
の
政

策
指
導
か
ら
距
離
を
置
い
た
自
立
的
な
輸
出
体
制
構
築
へ
向
け
た
動
き
が
登
場
し
た
点
も
看
過
す
べ
き
で
は
な
い
︒
た
だ
し
︑
十
州
塩
田
組
合

が
主
導
し
輸
出
か
ら
販
売
ま
で
一
手
に
産
地
が
掌
握
し
よ
う
と
し
た
試
み
は
不
調
に
終
わ
り
︑
食
塩
輸
送
に
つ
い
て
は
従
来
の
よ
う
に
五
百
井

清
右
衛
門
ら
大
阪
資
本
や
下
津
井
︵
岡
山
県
︶
︑
麻
里
府
︵
山
口
県
︶
な
ど
在
地
の
廻
船
業
者
が
担
う
こ
と
と
な
る㊾
︒

こ
の
よ
う
に
一
八
八
〇
年
代
に
企
画
さ
れ
た
地
域
主
体
の
直
輸
出
事
業
が
脆
弱
で
あ
っ
た
の
は
︑
①
朝
鮮
輸
出
が
各
浜
の
競
合
状
態
に
陥
っ

た
よ
う
に
組
織
力
や
求
心
力
を
欠
い
て
い
た
点
︑
さ
ら
に
②
恒
常
的
な
市
場
調
査
能
力
が
な
お
不
足
し
て
い
た
点
に
基
因
す
る
︒
②
に
つ
い
て

い
え
ば
︑
七
七
年
に
朝
鮮
へ
渡
っ
た
梶
山
新
介
の
よ
う
に
在
留
歴
の
長
い
在
朝
日
本
人
と
の
関
係
構
築
︑
ま
た
野
﨑
武
吉
郎
の
興
亜
大
阪
第
二

分
会
・
亜
細
亜
協
会
へ
の
加
入
は
︑
そ
の
よ
う
な
能
力
の
涵
養
へ
向
け
た
努
力
と
評
価
で
き
よ
う
︒
だ
が
野
﨑
は
八
八
年
に
亜
細
亜
協
会
を
退

会
し
て
い
る㊿
︒
そ
の
理
由
は
定
か
で
は
な
い
が
︑﹁
ア
ジ
ア
﹂
に
関
心
を
抱
く
政
治
家
や
官
僚
︑
実
業
家
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
た
興

亜
会
・
亜
細
亜
協
会
の
活
動
が
︑
八
〇
年
代
半
ば
以
降
停
滞
し
て
い
た
の
は
確
か
で
あ
る
︒
①
②
を
解
消
す
べ
く
必
要
な
の
は
︑
議
会
開
設
後

の
政
治
状
況
に
即
し
た
か
た
ち
で
地
域
利
益
を
代
表
し
う
る
政
治
的
力
量
︑
そ
し
て
組
織
的
な
ア
ジ
ア
情
報
調
査
能
力
の
獲
得
で
あ
っ
た
︒

①

一
八
七
九
年
七
月
一
〇
日
付
﹁
十
州
塩
田
規
則
﹂︑
同
年
付
﹁
十
州
塩
田
勧
業

会
社
申
合
規
則
﹂︵﹃
大
系
﹄
九
七
頁
︑
一
一
一
頁
︶︒

②

﹃
煮
海
﹄
翻
刻
版
二
八
一
～
八
二
頁
︒

③

同
右
二
八
九
～
九
〇
頁
︑
三
〇
六
頁
︒

④

一
八
八
一
年
九
月
五
日
付
河
野
敏
鎌
宛
﹁
製
塩
法
改
良
試
験
費
ノ
内
ヘ
御
下
金

願
﹂︵﹃
煮
海
﹄
翻
刻
版
三
五
七
～
五
八
頁
︶︒
し
か
し
一
方
で
一
八
八
二
年
度
の

食
塩
輸
入
実
態
を
み
る
と
︑
イ
ギ
リ
ス
︵
八
一
一
円
三
九
銭
︶︑
ア
メ
リ
カ
︵
七

九
一
円
八
五
銭
︶︑
フ
ラ
ン
ス
︵
一
九
円
二
〇
銭
︶
に
過
ぎ
な
い
︵
大
蔵
省
関
税

局
編
﹃
明
治
十
五
年
大
日
本
外
国
貿
易
年
表
﹄
三
七
～
四
三
頁
︶︒﹁
外
塩
﹂
の
大

量
流
入
は
未
だ
現
実
で
は
な
か
っ
た
︒

⑤

﹃
煮
海
﹄
翻
刻
版
二
五
九
～
六
二
頁
︑﹃
秋
良
日
誌
﹄
翻
刻
版
①
一
五
三
頁
︑
ま

た
木
村
健
二
﹃
在
朝
日
本
人
の
社
会
史
﹄︵
未
来
社
︑
一
九
八
九
年
︶
特
に
第
二

章
を
参
照
︒
な
お
三
田
尻
浜
の
国
内
輸
出
高
︵
一
八
七
八
～
八
〇
年
平
均
︶
は
約

三
六
万
石
︑
う
ち
七
万
二
〇
〇
〇
石
が
九
州
へ
︑
二
八
万
八
〇
〇
〇
石
が
北
海
道

や
奥
羽
地
方
へ
輸
送
さ
れ
て
い
た
︵﹃
煮
海
﹄
翻
刻
版
三
二
八
頁
︶︒
北
国
地
方
へ

の
進
出
に
つ
い
て
は
︑
落
合
功
﹃
近
代
塩
業
と
商
品
流
通
﹄︵
日
本
経
済
評
論
社
︑

二
〇
一
二
年
︶
第
二
章
を
参
照
︒

⑥

井
上
甚
太
郎
編
﹃
支
那
塩
務
概
略
﹄︵﹁
野
﨑
家
文
書
﹂
第
八

一
七
四
︶︒
同

書
序
文
は
﹁
明
治
十
三
年
九
月
﹂
付
だ
が
︑﹁
此
塩
務
概
要
調
査
書
ハ
余
ガ
本
年

六
月
東
上
ノ
際
商
務
局
ニ
至
リ
局
員
小
山
正
武
君
ニ
就
キ
テ
得
タ
ル
所
ニ
シ
テ
﹂

︵
一
頁
︶
と
の
記
述
か
ら
︑
小
山
正
武
が
商
務
局
勤
務
の
農
商
務
省
権
少
書
記
官

︵
一
八
八
一
年
五
月
六
日
～
一
一
月
八
日
︶
で
あ
っ
た
八
一
年
の
付
印
と
判
断
で
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き
る
︵﹁
履
歴
書
﹂﹃
公
文
録
﹄
明
治
一
四
年
第
二
八
一
巻
﹁
官
吏
進
退

小
山
正

武
新
任
ノ
件
﹂︑﹃
改
正
官
員
録
﹄
明
治
一
四
年
八
月
︑
博
公
書
院
︑
一
八
八
一
年
︑

一
四
三
丁
裏
︶︒

⑦

一
八
八
一
年
三
月
二
〇
日
付
井
上
甚
太
郎
﹁
十
州
製
塩
者
総
代
諸
君
ニ
告
ク
﹂

︵﹃
煮
海
﹄
翻
刻
版
三
三
九
～
四
六
頁
︶︒

⑧

三
谷
博
﹁﹁
ア
ジ
ア
﹂
概
念
の
受
容
と
変
容
﹂︵
渡
辺
浩
・
朴
忠
錫
編
﹃
日
韓
共

同
研
究
叢
書
11

韓
国
・
日
本
・﹁
西
洋
﹂﹄
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
︑
二
〇
〇
五

年
︶︑
前
掲
﹁
は
じ
め
に
﹂
註
⑬
拙
稿
﹁﹃
大
阪
朝
日
新
聞
﹄
と
高
橋
健
三
﹂︒

⑨

﹁
亜
細
亜
今
日
之
大
勢
﹂︵﹃
朝
日
新
聞
﹄
一
八
八
〇
年
八
月
一
七
日
︶︑﹁
亜
細

亜
州
之
貿
易
ヲ
盛
ン
ニ
ス
ル
ヲ
努
ム
ベ
キ
之
見
込
書
﹂︵﹃
五
代
友
厚
伝
記
資
料
﹄

第
二
巻
︑
東
洋
経
済
新
報
社
︑
一
九
七
二
年
︑
一
六
一
～
六
二
頁
︶︒

⑩

﹁
大
阪
興
亜
第
二
分
会
規
則
﹂︵
大
阪
経
済
大
学
日
本
経
済
史
研
究
所
蔵
﹁
杉
田

定
一
関
係
文
書
﹂
七

二
五
︶︒

⑪

﹁
吾
会
記
事
﹂︵﹃
興
亜
会
報
告
﹄
第
三
一
号
︑
一
八
八
二
年
八
月
三
〇
日
︶︑

﹁
紀
事
﹂︵﹃
亜
細
亜
協
会
報
告
﹄
第
四
篇
︑
一
八
八
三
年
五
月
一
六
日
︶︒
参
照

は
﹃
興
亜
会
報
告
・
亜
細
亜
協
会
報
告
﹄
第
二
巻
︵
不
二
出
版
︑
一
九
九
三
年
︶︒

⑫

﹃
秋
良
日
誌
﹄
翻
刻
版
③
三
四
～
三
八
頁
︑﹃
遊
誌
﹄
翻
刻
版
三
頁
な
ど
︒
高
須

謙
三
に
つ
い
て
は
︑
前
掲
﹁
は
じ
め
に
﹂
註
⑬
拙
稿
﹁
一
八
八
〇
年
代
興
亜
論
の

経
済
構
想
と
朝
鮮
﹂
も
参
照
︒

⑬

一
八
八
〇
年
七
月
三
〇
日
調
査
﹁
興
亜
会
々
員
姓
名
録
﹂︵
前
掲
註
⑪
﹃
興
亜

会
報
告
・
亜
細
亜
協
会
報
告
﹄
二
八
一
頁
︶︒

⑭

高
島
雅
明
﹁
領
事
報
告
制
度
の
発
展
と
﹁
領
事
報
告
﹂
の
刊
行
﹂︵
角
山
栄
編

﹃
日
本
領
事
報
告
の
研
究
﹄
同
文
館
︑
一
九
八
六
年
︶︒
な
お
当
該
期
に
は
︑
一

八
七
六
年
の
島
村
久
報
告
も
メ
デ
ィ
ア
を
介
し
て
流
通
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ

れ
る
︵﹁
支
那
塩
務
概
略
﹂﹃
交
詢
雑
誌
﹄
第
二
五
六
︑
二
五
八
号
︑
一
八
八
七
年

四
月
︑
五
月
︶︒

⑮

一
八
七
六
年
一
月
一
九
日
付
瀬
脇
寿
人
宛
武
藤
平
学
﹁
長
崎
県
商
原
田
茂
吉
郎

有
田
猪
之
助
両
人
﹁
ウ
ラ
ジ
ワ
ス
ト
ー
ク
﹂
ニ
於
テ
懇
願
致
候
赴
(マ
マ
)左

ニ
記
ス
﹂

︵﹁
外
務
省
記
録
﹂
6-1-5-14﹁
露
領
浦
潮
港
駐
箚
日
本
貿
易
事
務
官
任
命
更
迭

雑
件
﹂
所
収
﹁
露
国
浦
潮
港
ヘ
貿
易
事
務
ト
シ
テ
瀬
脇
寿
人
赴
任
ノ
件
﹂︶︒

⑯

﹁
明
治
十
四
年
七
月
乃
至
十
月
浦
潮
港
報
告
﹂﹁
御
国
産
商
況
概
略
﹂︵﹃
通
商
彙

編
﹄
明
治
一
四
年
・
一
五
年
︒
復
刻
版
①
一
〇
七
頁
︑
四
三
三
頁
︶︒

⑰

一
八
八
六
年
五
月
二
七
日
付
伊
藤
博
文
宛
松
方
正
義
報
告
︵
国
立
公
文
書
館
蔵

﹃
公
文
雑
纂
﹄
明
治
一
九
年
第
一
三
巻
﹁
在
露
領
浦
潮
港
横
浜
貿
易
商
会
支
店
為

換
貸
金
延
滞
処
分
方
ノ
件
﹂︶︒

⑱

﹁
明
治
十
四
年
三
月
乃
至
六
月
浦
潮
港
報
告
﹂﹁
御
国
産
商
況
概
略
﹂︵﹃
通
商
彙

編
﹄
明
治
一
四
年
・
一
五
年
︒
復
刻
版
①
一
〇
五
頁
︑
四
三
三
頁
︶︑﹁
浦
潮
港
ニ

於
ケ
ル
本
邦
産
食
塩
及
雑
貨
類
ノ
商
況
﹂︵﹃
通
商
報
告
﹄
第
一
一
四
号
︑
一
八
八

九
年
六
月
一
五
日
︒
復
刻
版
⑪
七
七
頁
︶︒

⑲

﹁
明
治
十
九
年
中
露
領
浦
潮
港
輸
出
入
表
﹂︵﹃
通
商
報
告
﹄
第
三
六
号
︑
一
八

八
七
年
九
月
二
八
日
︒
復
刻
版
⑧
三
九
四
頁
︶︒

⑳

﹁
明
治
十
六
年
中
浦
潮
港
諸
商
輸
入
高
比
較
表
﹂︵﹃
通
商
彙
編
﹄
明
治
一
七
年

上
半
季
︒
復
刻
版
巻
③
二
〇
一
頁
︶︒

㉑

一
八
八
三
年
五
月
二
四
日
付
井
上
馨
宛
寺
見
機
一
﹁
悉
比
利
亜
貿
易
ニ
係
ル
意

見

第
一
号
﹂︵﹁
外
務
省
記
録
﹂
B
-3-2-1-2﹁
外
国
貿
易
ニ
関
ス
ル
官
民
ノ
意
見

書
﹂︶︒

㉒

﹁
十
九
年
六
月
十
七
日
在
浦
潮
港
帝
国
事
務
館
報
告
﹂︵﹃
通
商
彙
編
﹄
明
治
一

九
年
︒
復
刻
版
⑥
二
五
六
頁
︶︒

㉓

一
八
八
七
年
一
二
月
三
〇
日
付
辻
寿
一
郎
﹁
露
領
浦
潮
港
通
商
之
儀
ニ
附
質
問

願
﹂︵﹁
外
務
省
記
録
﹂
B
-3-2-4-6﹁
露
領
浦
潮
港
ト
ノ
通
商
ニ
関
ス
ル
事
項
取

調
方
北
海
道
辻
寿
次
郎
ヨ
リ
出
願
一
件
﹂︶︒

㉔

一
八
八
四
年
三
月
一
七
日
付
﹁
講
習
会
決
議
録
﹂︵﹃
煮
海
﹄
翻
刻
版
四
八
一

頁
︶︒

㉕

一
八
八
四
年
七
月
付
﹁
十
州
塩
田
同
業
会
細
則
﹂︵﹃
大
系
﹄
一
八
五
頁
︶︒
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㉖

﹃
煮
海
﹄
翻
刻
版
八
六
五
頁
︑﹃
秋
良
日
誌
﹄
翻
刻
版
③
三
二
頁
︒

㉗

一
八
八
七
年
一
一
月
付
﹁
有
限
製
塩
輸
出
会
社
定
款
草
按
﹂︵﹃
大
系
﹄
三
九
八

頁
︶︒

㉘

﹁
自
一
月
至
六
月
上
半
季
朝
鮮
国
釜
山
港
輸
出
入
表
﹂﹁
自
七
月
至
十
二
月
朝
鮮

国
釜
山
港
日
本
産
物
価
表
﹂︵﹃
通
商
彙
編
﹄
明
治
一
七
年
上
半
季
︑
同
下
半
季
︒

復
刻
版
③
二
一
五
頁
︑
④
二
九
四
頁
︶︑
一
八
九
三
年
九
月
一
二
日
付
林
董
宛
室

田
義
文
報
告
︵﹁
外
務
省
記
録
﹂
B
-3
-
5
-
8
-
4
3﹁
朝
鮮
国
ニ
於
ケ
ル
輸
入
食
塩
ニ

関
ス
ル
調
査
方
香
川
県
知
事
ヨ
リ
依
頼
一
件
﹂︶︒

㉙

前
掲
註
㉘
林
董
宛
室
田
義
文
報
告
︒

㉚

一
八
八
七
年
二
月
二
七
日
付
渡
辺
修
﹁
日
本
塩
輸
入
ノ
状
況
並
意
見
報
告
﹂

︵﹁
外
務
省
記
録
﹂
B
-3
-
5
-
8
-
2
1﹁
本
邦
産
食
塩
朝
鮮
国
ヘ
輸
入
ノ
景
況
取
調
方

農
商
務
省
ヨ
リ
依
頼
一
件
﹂︶︒

㉛

一
八
八
七
年
一
月
付
﹁
日
本
食
塩
輸
入
ノ
景
況
﹂︵
前
掲
註
㉘
﹁
朝
鮮
国
ニ
於

ケ
ル
輸
入
食
塩
ニ
関
ス
ル
調
査
方
香
川
県
知
事
ヨ
リ
依
頼
一
件
﹂︶︒

㉜

﹁
明
治
十
九
年
食
塩
各
港
輸
出
額
﹂︵
国
立
公
文
書
館
蔵
﹃
公
文
類
聚
﹄
第
一
一

編
二
六
巻
﹁
食
塩
無
税
輸
出
ヲ
許
ス
﹂︶︒

㉝

﹁
朝
鮮
国
元
山
港
商
況
﹂﹁
明
治
廿
年
下
半
季
間
朝
鮮
国
仁
川
港
商
況
﹂﹁
朝
鮮

国
元
山
港
一
月
中
商
況
﹂︵﹃
通
商
報
告
﹄
第
四
七
号
︑
五
五
︑
五
九
号
︑
一
八
八

七
年
一
二
月
二
七
日
︑
一
八
八
八
年
三
月
九
日
︑
同
月
九
日
︒
復
刻
版
⑨
六
一
頁
︑

二
五
三
頁
︑
三
四
五
頁
︶︒﹁
朝
鮮
国
元
山
港
食
塩
ノ
景
況
﹂﹁
朝
鮮
国
仁
川
港

︵
五
月
中
︶
商
況
﹂﹁
元
山
港
︵
七
月
中
︶
商
況
﹂﹁
朝
鮮
国
元
山
港
食
塩
ノ
景

況
﹂︵﹃
通
商
報
告
﹄
第
六
七
︑
七
八
︑
八
〇
︑
八
六
号
︑
一
八
八
八
年
六
月
六
日
︑

八
月
三
〇
日
︑
九
月
一
七
日
︑
一
一
月
一
五
日
︒
復
刻
版
巻
⑩
二
一
頁
︑
二
五
七

頁
︑
三
〇
三
頁
︑
四
七
七
～
七
八
頁
︶︒

㉞

一
八
八
五
年
八
月
三
日
付
三
条
実
美
宛
西
郷
従
道
﹁
十
州
塩
田
組
合
取
締
方
達

之
義
ニ
付
御
届
﹂︵﹃
公
文
録
﹄
明
治
一
八
年
第
一
〇
四
巻
﹁
山
陽
南
海
十
州
塩
田

組
合
取
締
方
達
ノ
件
﹂︶︒

㉟

一
八
八
七
年
三
月
八
日
付
青
木
周
蔵
宛
渡
辺
修
﹁
日
本
食
塩
販
路
拡
張
ノ
義
ニ

付
意
見
﹂︵
前
掲
註
㉚
﹁
本
邦
産
食
塩
朝
鮮
国
ヘ
輸
入
ノ
景
況
取
調
方
農
商
務
省

ヨ
リ
依
頼
一
件
﹂︶︑
同
年
三
月
一
〇
日
付
井
上
馨
宛
渡
辺
修
﹁
朝
鮮
ヘ
輸
出
ス
ル

食
塩
ニ
対
シ
輸
出
税
免
除
ノ
件
﹂︵﹁
外
務
省
記
録
﹂
B
-3-1-4-7﹁
日
本
食
塩
無

税
輸
出
ノ
件
﹂︶︑
一
八
八
七
年
五
月
二
三
日
付
勅
令
第
一
五
号
︵﹃
官
報
﹄
一
八

八
七
年
五
月
二
四
日
︶︒

㊱

﹃
煮
海
﹄
翻
刻
版
八
六
六
頁
︒

㊲

﹃
遊
誌
﹄
翻
刻
版
八
頁
︑
一
八
頁
︑
二
七
頁
︒

㊳

一
八
八
七
年
八
月
三
日
付
渡
辺
修
﹁
日
本
食
塩
販
路
上
ノ
注
意
﹂︵
前
掲
註
㉚

﹁
本
邦
産
食
塩
朝
鮮
国
ヘ
輸
入
ノ
景
況
取
調
方
農
商
務
省
ヨ
リ
依
頼
一
件
﹂︶︑

﹁
朝
鮮
国
元
山
港
商
況
﹂︵﹃
通
商
報
告
﹄
第
四
七
号
︑
一
八
八
七
年
一
二
月
二
七

日
︒
復
刻
版
⑨
六
一
頁
︶︒

㊴

同
右
﹁
日
本
食
塩
販
路
上
ノ
注
意
﹂︑﹃
遊
誌
﹄
翻
刻
版
一
二
頁
︒

㊵

﹃
遊
誌
﹄
翻
刻
版
二
一
頁
︑
二
七
頁
︑
二
九
頁
︒
実
際
に
領
事
報
告
は
﹁
我
商

估
ハ
将
来
ニ
見
込
ア
ル
モ
ノ
ト
ナ
シ
︑
本
品
ヲ
貯
蔵
ス
ル
為
メ
倉
庫
ノ
新
築
ヲ
図

ル
者
今
已
ニ
三
四
人
ア
リ
﹂
と
報
じ
て
い
る
︵﹁
朝
鮮
国
元
山
港
八
月
中
ノ
商
況
﹂

﹃
通
商
報
告
﹄
第
三
八
号
︑
一
八
八
七
年
一
〇
月
二
一
日
︒
復
刻
版
⑧
四
七
七

頁
︶︒

㊶

﹃
秋
良
日
誌
﹄
翻
刻
版
③
四
一
頁
︑
前
掲
註
㉗
﹁
有
限
製
塩
輸
出
会
社
定
款
草

按
﹂︒

㊷

﹃
朝
日
新
聞
﹄
一
八
八
七
年
九
月
一
三
日
お
よ
び
同
一
四
日
付
広
告
欄
︒

㊸

﹃
秋
良
日
誌
﹄
翻
刻
版
③
四
八
頁
︑
一
八
八
七
年
一
二
月
四
日
付
﹁
申
合
﹂

︵﹃
大
系
﹄
四
一
五
～
一
六
頁
︶︑
一
八
八
七
年
一
二
月
二
一
日
付
﹁
食
塩
輸
出
会

社
創
立
ニ
係
ル
申
合
決
議
書
﹂︵
山
口
県
文
書
館
蔵
﹁
小
田
家
文
書
︵
柳
井
市
金

屋
︶﹂
六
六
六
︶︒

㊹

一
八
九
三
年
八
月
一
〇
日
付
林
董
宛
中
川
順
次
郎
﹁
朝
鮮
国
需
要
食
塩
報
告
﹂

︵﹁
外
務
省
記
録
﹂
B
-3-5-8-43﹁
朝
鮮
国
ニ
於
ケ
ル
輸
入
食
塩
ニ
関
ス
ル
調
査
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方
香
川
県
知
事
ヨ
リ
依
頼
一
件
﹂︶︒

㊺

﹁
外
国
直
輸
出
の
計
画
﹂﹁
洪
盛
社
﹂﹁
洪
盛
社
の
試
運
転
﹂﹁
洪
盛
社
の
第
一
回

朝
鮮
航
﹂﹁
第
五
洪
盛
丸
の
遭
難
﹂﹁
第
五
洪
盛
丸
の
帰
港
﹂︵﹃
海
南
新
聞
﹄
一
八

九
一
年
二
月
七
日
︑
六
月
一
〇
日
︑
同
一
一
日
︑
九
月
一
九
日
︑
一
〇
月
四
日
︑

一
八
九
二
年
一
月
一
四
日
︶︒

㊻

一
八
九
三
年
一
一
月
一
七
日
付
八
木
亀
三
郎
﹁
願
書
﹂︵
個
人
蔵
︶︑
一
九
〇
五

年
七
月
二
五
日
付
桂
太
郎
宛
八
木
亀
三
郎
﹁
日
露
戦
争
ニ
付
損
害
御
届
﹂︵﹁
外
務

省
記
録
﹂
5
-
2
-
1
7
-
0
-
2
1
_
0
1
1﹁
日
露
戦
役
個
人
損
害
関
係
法
律
並
ニ
勅
令
ニ
基

ク
救
恤
金
関
係
雑
件
﹂
第
一
〇
巻
︶︒

㊼

一
八
八
三
年
一
〇
月
四
日
付
草
間
時
福
宛
杉
田
定
一
書
簡
︵
家
近
良
樹
・
飯
塚

一
幸
編
﹃
杉
田
定
一
関
係
文
書
史
料
集
﹄
第
二
巻
︑
大
阪
経
済
大
学
日
本
経
済
史

研
究
所
︑
二
〇
一
三
年
︑
一
七
一
～
七
二
頁
︶︒

㊽

一
八
八
四
年
一
一
月
二
九
日
付
農
商
務
省
第
三
七
号
達
﹁
同
業
組
合
準
則
﹂

︵﹃
法
令
全
書
﹄
明
治
一
七
年
︑
内
閣
官
報
局
︑
一
一
六
〇
～
六
二
頁
︶︑
一
八
八

五
年
八
月
八
日
付
農
商
務
省
第
三
五
号
達
︵﹃
法
令
全
書
﹄
明
治
一
八
年
︑
八
七

七
頁
︶︑
籠
谷
直
人
﹃
ア
ジ
ア
国
際
通
商
秩
序
と
近
代
日
本
﹄︵
名
古
屋
大
学
出
版

会
︑
二
〇
〇
〇
年
︶
八
一
頁
︒

㊾

農
商
務
省
水
産
局
編
﹃
明
治
三
一
年
調
査

輸
出
入
重
要
品
要
覧

食
塩
﹄︵
有

斐
閣
︑
一
八
九
八
年
︶
二
七
～
三
一
頁
︒

㊿

一
八
八
八
年
五
月
一
〇
日
付
亜
細
亜
協
会
宛
野
﨑
武
吉
郎
書
簡
︵
太
田
健
一

﹁
日
清
貿
易
研
究
所
覚
書
﹂﹃
倉
敷
市
史
紀
要

倉
敷
の
歴
史
﹄
第
九
号
︑
一
九
九

九
年
に
翻
刻
︶︒

三

文
明
言
説
と
の
邂
逅

一
八
九
〇
年
代
の
直
輸
出
運
動

︵
�
︶

対
中
輸
出
論
の
再
活
性
化

瀬
戸
内
塩
業
者
が
朝
鮮
と
ロ
シ
ア
沿
海
州
へ
の
進
出
を
開
始
し
た
一
八
八
〇
年
代
末
か
ら
九
〇
年
代
前
半
は
︑
知
識
青
年
た
ち
の
あ
い
だ
で

ナ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
ー
を
め
ぐ
る
考
察
が
深
ま
り
︑
同
時
に
自
己
を
囲
繞
す
る
他
者
た
る
﹁
ア
ジ
ア
﹂
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
た
時
期
と
重
な
る
︒

日
清
戦
争
を
契
機
に
再
開
さ
れ
た
瀬
戸
内
塩
業
者
の
対
中
輸
出
運
動
は
︑
そ
の
過
程
で
﹁
東
洋
﹂
や
﹁
ア
ジ
ア
﹂
を
主
体
と
す
る
文
明
観
と
触

れ
あ
う
こ
と
に
な
る
が
︑
本
節
で
は
そ
の
前
提
と
し
て
当
該
期
の
中
国
輸
出
論
の
特
徴
を
確
認
し
て
お
こ
う
︒

一
八
九
一
年
に
政
教
社
同
人
の
菊
池
熊
太
郎
が
発
表
し
た
﹁
水
産
国
と
し
て
の
日
本①
﹂
は
︑
実
業
の
観
点
か
ら
日
中
関
係
の
将
来
像
を
描
い

て
い
る
︒
基
本
認
識
は
以
下
の
如
く
で
あ
る
︒
近
い
将
来
︑
中
国
が
﹁
世
界
の
最
大
勢
力
と
し
て
北
米
合
衆
国
と
併
び
称
せ
ら
る
ゝ
の
日
﹂
が

く
る
の
は
確
実
で
あ
る
︒﹁
東
洋
民
種
の
精
華
を
維
持
し
︑
其
秀
粋
を
発
揚
﹂
す
る
こ
と
を
国
民
的
使
命
と
す
る
日
本
は
︑﹁
支
那
と
相
並
び
て
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東
洋
列
国
の
牛
耳
を
握
り
︑
亜
細
亜
の
東
端
に
蒙
古
人
種
の
覇
を
開
﹂
く
た
め
に
も
中
国
と
﹁
相
対
峙
す
る
所
以
の
壮
図
﹂
を
必
要
と
す
る
︒

し
か
し
︑
中
国
は
﹁
国
富
の
点
に
於
て
は
遙
に
我
れ
の
上
﹂
に
あ
る
た
め
﹁
国
内
の
生
産
力
﹂
に
よ
る
対
抗
は
不
可
能
で
あ
る
︒
そ
の
た
め

﹁
我
れ
は
当
に
精
神
の
力
を
鼓
舞
し
て
彼
れ
に
角
す
る
の
実
力
を
養
成
﹂
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
︒
さ
ら
に
当
該
期
に
お
け
る
ア
ジ
ア
論
の
活

性
化
は
九
一
年
の
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
着
工
を
契
機
と
し
て
い
た
が
︑
菊
池
も
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
お
よ
び
東
清
鉄
道
に
よ
る
ロ
シ
ア
沿
海
州
の
経
済
発

展
が
中
国
市
場
に
波
及
す
る
と
い
う
見
通
し
を
抱
い
て
い
た
︒

こ
の
よ
う
に
菊
池
熊
太
郎
は
︑
天
津
条
約
体
制
下
に
お
い
て
東
ア
ジ
ア
の
主
導
権
を
握
っ
て
い
た
中
国
の
経
済
的
実
力
を
認
め
た
う
え
で
︑

﹁
将
来
愈
支
那
と
世
界
各
邦
と
の
間
に
発
達
長
成
す
べ
き
商
業
の
実
権
を
掌
握
﹂
す
る
た
め
﹁
海
運
の
拡
張
﹂﹁
海
外
商
業
の
拡
張
﹂
を
提
案

す
る
︒
そ
の
手
段
は
中
国
へ
の
﹁
水
産
物
輸
出
﹂
を
主
と
す
る
﹁
外
国
貿
易
﹂
の
振
興
で
あ
る
︒﹁
建
国
以
来
二
千
数
百
年
︑
日
本
国
の
元
気

を
発
揚
し
︑
日
本
国
民
の
霊
質
を
助
長
せ
し
物
件
的
資
料
﹂
と
し
て
水
産
物
に
注
目
し
︑
生
産
地
の
経
済
振
興
を
通
じ
て
国
力
の
底
上
げ
を
図

る
べ
く
︑
水
産
物
を
﹁
今
後
国
産
の
一
と
し
て
大
に
国
家
の
富
源
を
増
大
す
る
の
気
運
﹂
を
高
め
よ
う
と
い
う
の
で
あ
る
︒

水
産
物
輸
出
を
通
じ
た
﹁
国
粋
﹂
＝
﹁
東
洋
民
種
の
精
華
﹂
発
揚
と
い
う
菊
池
の
発
想
は
︑
そ
の
基
盤
を
水
産
業
者
と
共
有
し
て
い
た
︒
大

日
本
水
産
会
幹
事
長
村
田
保
は
︑
一
八
九
一
年
四
月
の
同
会
第
九
回
大
集
会
演
説
や
同
七
月
の
総
理
大
臣
松
方
正
義
宛
意
見
書
に
お
い
て
︑

﹁
国
家
ノ
命
脈
ヲ
維
持
ス
ベ
キ
物
産
﹂
た
る
水
産
物
へ
の
注
目
と
中
国
市
場
へ
の
進
出
を
促
し
て
い
る②
︒
そ
の
背
景
に
は
貿
易
収
支
の
改
善
に

よ
り
近
代
日
本
初
の
資
本
主
義
恐
慌
で
あ
る
一
八
九
〇
年
恐
慌
に
対
処
す
る
と
い
う
問
題
意
識
が
存
在
し
た
が
︑
当
時
例
え
ば
マ
ッ
チ
の
輸
出

が
増
加
す
る
な
か
で
︑
近
世
以
来
の
中
国
市
場
向
け
輸
出
品
で
あ
る
水
産
物
は
輸
出
高
に
占
め
る
割
合
を
低
下
さ
せ
て
い
た③
︒
水
産
物
輸
出
に

は
伸
び
し
ろ
が
期
待
さ
れ
た
の
で
あ
る
︒
水
産
物
の
範
疇
に
は
食
塩
も
含
ま
れ
て
お
り
︑
九
三
年
に
農
商
務
大
臣
の
管
轄
下
に
設
置
さ
れ
た
水

産
調
査
所
の
所
管
事
務
に
は
︑﹁
水
産
物
販
路
ノ
調
査
﹂
な
ど
と
と
も
に
﹁
製
塩
ノ
調
査
及
試
験
﹂
が
盛
り
こ
ま
れ
て
い
た④
︒

彼
ら
実
業
家
や
生
産
者
に
よ
る
ア
ジ
ア
市
場
へ
の
注
目
︑
そ
し
て
ア
ジ
ア
情
報
へ
の
需
要
拡
大
に
対
応
し
た
集
団
が
︑
一
八
九
一
年
に
結
成

さ
れ
た
東
邦
協
会
で
あ
っ
た
︒
同
会
の
幹
部
で
﹁
東
方
策
士
﹂
と
称
さ
れ
た
稲
垣
満
次
郎
は
︑
同
年
に
刊
行
し
た
﹃
東
方
策
﹄
に
は
じ
ま
る
一
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連
の
著
作
に
お
い
て
実
業
振
興
に
よ
る
地
域
の
経
済
発
展
を
通
じ
た
﹁
一
国
の
一
致
協
合
﹂
を
論
じ
る
な
ど
︑﹁
実
業
者
﹂
を
言
論
対
象
と
し

て
明
確
に
意
識
し
て
い
た
︒
と
り
わ
け
九
一
～
九
二
年
段
階
の
同
会
が
注
力
し
た
の
は
ロ
シ
ア
沿
海
州
に
関
す
る
情
報
発
信
で
あ
り
︑
機
関
誌

﹃
東
邦
協
会
報
告
﹄
に
は
同
地
の
地
理
歴
史
や
政
情
に
関
す
る
レ
ポ
ー
ト
を
は
じ
め
︑
委
嘱
通
信
員
に
よ
る
﹁
浦
潮
港
通
信
﹂︑
ま
た
オ
ホ
ー

ツ
ク
海
漁
業
を
試
み
た
地
方
会
員
の
報
告
書
な
ど
多
様
で
具
体
的
な
情
報
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
︒

瀬
戸
内
塩
業
者
の
側
も
東
邦
協
会
の
活
動
を
注
視
し
て
い
た
︒
同
会
に
は
一
八
九
二
年
に
八
木
亀
三
郎
の
入
会
が
確
認
さ
れ
る
の
を
は
じ
め⑤
︑

後
述
す
る
よ
う
に
大
日
本
塩
業
同
盟
会
に
よ
る
対
中
食
塩
輸
出
運
動
の
過
程
で
は
東
邦
協
会
も
入
説
対
象
と
さ
れ
た
︒
ま
た
輸
出
運
動
の
一
環

と
し
て
九
五
年
に
刊
行
さ
れ
た
鷹
取
田
一
郎
﹃
食
塩
政
略
﹄︵
後
述
︶
に
も
﹃
東
方
策
﹄
の
影
響
は
如
実
に
見
て
と
れ
る
︒
彼
ら
は
九
〇
年
代

前
半
の
ア
ジ
ア
論
の
動
向
を
受
け
と
め
︑
そ
の
成
果
を
吸
収
し
て
い
た
の
で
あ
る
︒

さ
ら
に
は
︑
叙
上
の
趨
勢
を
背
景
と
し
て
設
立
さ
れ
た
中
国
調
査
機
関
へ
の
接
近
も
試
み
ら
れ
た
︒
野
﨑
武
吉
郎
の
白
岩
龍
平
支
援
で
あ
る
︒

野
﨑
は
楽
善
堂
の
出
版
物

法
思
徳
﹃
冨
国
策
﹄︵
一
八
八
一
年
︶
や
岸
田
吟
香
﹃
清
国
地
誌
﹄︵
八
二
年
︶
を
岸
田
よ
り
直
接
入
手
す
る
な
ど

中
国
情
報
の
収
集
を
継
続
し
て
い
た⑥
︒
そ
の
よ
う
な
野
﨑
の
も
と
に
九
〇
年
六
月
五
日
︑
岡
山
県
英
田
郡
讃
甘
村
出
身
の
青
年
白
岩
が
訪
れ
た
︒

同
年
よ
り
東
京
の
荒
尾
精
方
に
寄
留
し
て
い
た
白
岩
は
︑
日
清
貿
易
研
究
所
︵
同
九
月
二
〇
日
上
海
に
て
開
所
︶
へ
の
入
学
に
あ
た
り
身
元
保
証

と
資
金
援
助
を
野
﨑
へ
依
頼
し
た
の
で
あ
る⑦
︒

一
八
八
九
年
に
設
立
事
務
所
を
構
え
た
日
清
貿
易
研
究
所
は
﹁
速
成
ノ
目
的
ヲ
以
テ
日
清
貿
易
ニ
関
ス
ル
必
用
ノ
教
育
ヲ
授
ケ
日
清
貿
易
商

ニ
適
当
セ
ル
技
倆
ヲ
具
ヘ
シ
ム
ル
為
メ
生
徒
ヲ
養
成
ス
ル⑧
﹂
こ
と
を
目
的
と
し
た
教
育
機
関
で
あ
り
︑
日
清
貿
易
商
会
と
と
も
に
荒
尾
精
の
組

織
的
な
中
国
調
査
構
想
の
拠
点
で
あ
っ
た
︒
日
清
貿
易
研
究
所
の
第
一
期
学
生
︵
修
業
年
限
三
年
︶
と
し
て
上
海
に
渡
っ
た
白
岩
は
︑
日
清
貿

易
商
会
が
作
成
し
た
調
査
レ
ポ
ー
ト
類
を
野
﨑
へ
送
付
し
て
お
り⑨
︑
ま
た
野
﨑
家
に
は
九
二
年
に
日
清
貿
易
研
究
所
が
編
纂
し
た
﹃
清
国
通
商

綜
覧

一
名
日
清
貿
易
必
携
﹄
も
所
蔵
さ
れ
て
い
る
︒
白
岩
へ
の
修
学
援
助
は
︑
日
中
貿
易
の
実
権
を
中
国
商
よ
り
奪
取
し
﹁
自
由
自
在
ニ
物

貨
運
輸
シ
進
テ
支
那
ニ
向
テ
大
販
路
ヲ
開
ク⑩
﹂
べ
く
中
国
語
に
長
け
た
人
材
を
確
保
す
る
と
と
も
に
︑
間
接
的
に
は
日
清
貿
易
研
究
所
が
調
査

明治期瀬戸内塩業者の直輸出運動とアジア（中川）
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収
集
す
る
市
場
情
報
へ
の
接
触
を
意
図
し
た
も
の
と
評
価
で
き
る
︒

た
だ
し
︑
一
八
九
〇
年
代
前
半
に
瀬
戸
内
塩
業
者
が
実
際
に
注
力
し
た
の
は
朝
鮮
や
ロ
シ
ア
沿
海
州
市
場
へ
の
進
出
で
あ
り
︑
対
中
輸
出
の

実
行
は
日
程
に
上
っ
て
い
な
か
っ
た
︒
潮
目
が
変
わ
っ
た
の
は
︑
日
清
戦
争
に
よ
り
東
ア
ジ
ア
秩
序
が
動
揺
し
た
九
四
年
下
半
期
で
あ
る
︒

︵
�
︶

大
日
本
塩
業
同
盟
会
の
食
塩
輸
出
運
動

日
清
開
戦
後
の
一
八
九
四
年
一
一
月
一
八
日
︑
厳
島
で
開
催
さ
れ
た
﹁
塩
業
者
懇
話
会
﹂
で
︑﹁
日
清
新
条
約
ノ
締
結
ニ
際
シ
︑
我
国
産
ノ

食
塩
ヲ
清
国
ヘ
輸
出
ノ
道
ヲ
開
ク
ヲ
以
テ
目
的
﹂
と
す
る
大
日
本
塩
業
同
盟
会
の
設
立
が
決
議
さ
れ
た⑪
︒
同
会
事
務
所
が
当
初
三
田
尻
塩
田
大

会
所
に
置
か
れ
︑
常
務
委
員
に
秋
良
貞
臣
︑
委
員
に
野
﨑
武
吉
郎
や
鎌
田
勝
太
郎
︵
坂
出
浜
︑
香
川
県
第
三
区
選
出
衆
議
院
議
員
︑
改
進
党
︶
ら
有

力
塩
田
地
主
一
〇
人
が
選
出
さ
れ
た
点
は
従
来
の
運
動
組
織
と
連
続
す
る
が
︑
そ
の
運
動
形
態
は
次
の
三
点
で
画
期
性
を
有
し
て
い
た
︒
ま
ず

第
一
に
︑﹁
本
会
ハ
全
国
塩
田
所
有
者
及
製
塩
業
者
ヲ
以
テ
組
織
ス
﹂︵
規
約
第
三
条
︶
と
さ
れ
た
よ
う
に
︑
瀬
戸
内
海
沿
岸
地
域
に
限
ら
ず
全

国
塩
業
者
の
糾
合
が
目
指
さ
れ
た
点
で
あ
る
︒
同
会
は
一
府
三
二
県
に
加
盟
を
呼
び
か
け
て
お
り
︑
兵
庫
・
岡
山
・
広
島
・
山
口
・
徳
島
・
香

川
・
愛
¼
を
は
じ
め
神
奈
川
・
石
川
・
熊
本
の
各
県
に
分
布
し
て
い
た
会
員
数
は
九
五
年
三
月
時
点
で
八
五
八
人
を
数
え
た⑫
︒

第
二
は
特
別
会
員
枠
を
設
け
︑﹁
両
院
議
員
・
東﹅

邦﹅

協﹅

会﹅

員﹅

・
水
産
会
員
・
日
清
協
会
員
及
貿
易
家
等
ヲ
始
メ
其
他
朝
野
ノ
有
力
家
﹂
の
取

り
こ
み
を
図
っ
た
点
で
あ
る
︒
こ
の
よ
う
に
広
範
な
地
域
や
集
団
と
連
携
し
た
﹁
塩
業
家
外
ノ
有
志
家
貿
易
家
ニ
同
意
ヲ
表
セ
シ
ム
ル
ノ
運

動
﹂
が
必
要
と
さ
れ
た
背
景
に
は
︑
中
国
へ
の
食
塩
輸
出
を
﹁
国
利
的
実
業
問
題
﹂
と
し
て
表
象
す
る
こ
と
で
﹁
務
メ
テ
政
党
問
題
ノ
範
囲
ニ

入
ル
コ
ト
ヲ
避
ケ
以
テ
政
略
的
ノ
反
対
運
動
ヲ
免
ル
ヽ
事
﹂︑
そ
れ
に
よ
り
﹁
輿
論
ノ
反
抗
ヲ
防
キ
国
民
ノ
感
情
ヲ
害
セ
サ
ル
コ
ト
﹂
と
の
判

断
が
あ
っ
た
︒
な
お
特
別
会
員
に
は
︑
近
衛
篤
麿
︑
関
博
直
︵
子
爵
︑
貴
族
院
議
員
︶
︑
荒
尾
精
︑
渾
大
防
益
三
郎
ら
の
名
前
が
確
認
さ
れ
る⑬
︒

第
三
は
︑
国
内
需
要
を
満
た
し
た
う
え
で
食
塩
輸
出
が
可
能
で
あ
り
か
つ
必
要
で
あ
る
こ
と
を
﹁
広
ク
朝
野
官
民
ニ
確
信
セ
シ
ム
ル
﹂
た
め
︑

﹁
全
国
ノ
重
ナ
ル
雑
誌
及
新
聞
紙
﹂
を
利
用
し
た
輿
論
の
支
持
調
達
を
狙
っ
た
点
で
あ
る
︒
一
八
九
五
年
二
月
一
四
日
に
食
塩
の
対
中
輸
出
を
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求
め
る
建
議
案
︵
後
述
︶
が
貴
衆
両
院
で
可
決
さ
れ
た
際
に
は
︑
功
労
者
と
し
て
﹃
国
会
﹄﹃
中
外
商
業
新
報
﹄﹃
自
由
新
聞
﹄﹃
時
事
新
報
﹄

﹃
毎
日
新
聞
﹄﹃
中
央
新
聞
﹄﹃
国
民
新
聞
﹄﹃
東
京
日
日
新
聞
﹄﹃
日
本
﹄﹃
朝
野
新
聞
﹄﹃
東
京
朝
日
新
聞
﹄
と
い
っ
た
東
京
諸
紙
の
記
者
な
ら

び
に
内
外
通
信
社
の
坪
屋
善
四
郎
が
大
日
本
塩
業
同
盟
会
主
催
の
宴
席
に
招
か
れ
て
い
る⑭
︒

右
に
掲
げ
た
三
点
は
︑
大
日
本
塩
業
同
盟
会
が
帝
国
議
会
成
立
後
に
お
け
る
地
方
利
益
の
要
求
形
式
と
そ
の
実
現
の
た
め
の
運
動
方
法
を
意

識
し
て
い
た
こ
と
を
物
語
る
︒
と
り
わ
け
運
動
の
柱
と
な
っ
た
の
は
︑
野
﨑
武
吉
郎
と
貴
族
院
議
長
近
衛
篤
麿
の
関
係
で
あ
る
︒
一
八
九
〇
年

六
月
に
岡
山
県
選
出
の
貴
族
院
多
額
納
税
者
議
員
と
な
っ
た
野
﨑
は
︑
当
初
無
所
属
で
あ
っ
た
が
︑
九
三
年
末
に
召
集
さ
れ
た
第
五
議
会
か
ら

生
産
者
の
経
済
的
擁
護
等
を
主
張
す
る
懇
話
会
に
加
盟
し
︑
同
会
派
と
提
携
し
て
い
た
三
曜
会
を
率
い
る
近
衛
と
密
接
な
関
係
を
築
い
て
い
た⑮
︒

以
下
︑
近
衛
と
の
接
点
を
軸
に
同
盟
会
を
主
体
と
す
る
運
動
の
推
移
を
整
理
し
よ
う
︒

ま
ず
野
﨑
武
吉
郎
は
︑
一
八
九
四
年
一
一
月
に
食
塩
輸
出
の
必
要
性
を
説
く
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
﹁
清
国
食
塩
の
現
況
を
叙
し
て
我
国
食
塩
輸
出

の
必
要
を
述
ぶ
﹂
を
居
住
地
味
野
村
で
印
刷
し
て
い
る⑯
︒
こ
れ
は
塩
業
者
へ
向
け
た
情
宣
用
と
推
測
さ
れ
る
が
︑
重
要
な
の
は
同
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
に
掲
載
さ
れ
た
論
文
が
︑﹁
大
日
本
塩
業
同
盟
会
規
約
﹂
な
ど
と
と
も
に
近
衛
篤
麿
の
言
論
機
関
で
あ
る
雑
誌
﹃
精
神
﹄
第
四
巻
七
号
︵
九

四
年
一
二
月
五
日
発
行
︶
に
掲
載
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
︒

そ
も
そ
も
﹃
精
神
﹄
は
︑
一
一
月
一
五
日
付
社
説
で
﹁
平
和
条
約
の
結
果
を
し
て
︑
東
洋
に
於
る
政
治
的
経
済
的
覇
権
を
我
国
に
掌
握
せ
ん

こ
と
を
望
む
﹂
と
し
て
︑
講
和
条
約
試
案
第
四
条
に
﹁
清
国
政
府
を
し
て
製
塩
の
専
売
を
停
め
し
む
る
こ
と
﹂
を
特
記
し
て
い
た⑰
︒
掲
載
の
タ

イ
ミ
ン
グ
か
ら
み
て
野
﨑
か
ら
近
衛
へ
の
働
き
か
け
が
存
在
し
た
と
考
え
て
よ
い
︒
現
存
す
る
近
衛
の
日
記
は
九
五
年
二
月
一
九
日
以
降
の
た

め
そ
れ
以
前
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
︑
野
﨑
は
同
四
月
一
九
日
に
精
神
社
︵﹃
精
神
﹄
発
行
所
︶
へ
一
五
〇
〇
円
を
提
供
し
て
い
る⑱
︒

次
い
で
大
日
本
塩
業
同
盟
会
は
︑
一
八
九
五
年
二
月
一
日
に
貴
衆
両
院
へ
の
建
議
案
提
出
を
決
定
︑
同
九
日
に
は
近
衛
篤
麿
と
野
﨑
武
吉
郎

ら
の
主
唱
に
よ
り
華
族
会
館
に
貴
族
院
議
員
四
四
人
を
集
め
た
﹁
内
外
塩
況
﹂
説
明
会
が
開
催
さ
れ
た⑲
︒
出
席
者
の
所
属
会
派
を
み
る
と
︑
近

衛
系
の
三
曜
会
六
人
・
懇
話
会
一
〇
人
を
中
心
に
研
究
会
九
人
︑
茶
話
会
三
人
︑
多
額
納
税
者
議
員
を
核
と
す
る
無
所
属
議
員
一
六
人
と
︑
会
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派
横
断
的
な
動
員
が
図
ら
れ
た
形
跡
が
看
取
さ
れ
る
︒
同
一
二
日
に
第
八
議
会
貴
族
院
へ
提
出
さ
れ
た
﹁
食
塩
ヲ
清
国
ニ
輸
出
ス
ル
ノ
建
議

案
﹂
は
野
﨑
武
吉
郎
と
村
田
保
ら
八
人
を
発
議
者
︑
七
七
人
を
賛
成
者
と
し
た
が
︑
そ
の
内
訳
は
懇
話
会
二
二
人
︑
研
究
会
二
二
人
︑
三
曜
会

一
一
人
︑
茶
話
会
六
人
︑
無
所
属
二
四
人
で
あ
り
︑
こ
こ
で
も
各
会
派
の
横
断
的
構
成
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る⑳
︒

貴
族
院
工
作
が
重
視
さ
れ
た
の
は
︑﹁
国
民
﹂
の
支
持
調
達
を
意
図
し
た
大
日
本
食
塩
同
盟
会
が
食
塩
輸
出
を
﹁
国
利
的
実
業
問
題
﹂
と
し

て
問
題
化
し
︑
そ
の
た
め
に
も
つ
と
め
て
﹁
政
党
問
題
﹂
化
の
回
避
を
図
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
︒
貴
族
院
︑
な
か
で
も
近
衛
篤
麿
を
領
袖

と
す
る
対
外
硬
派
は
︑
一
八
九
九
年
九
月
の
府
県
会
議
員
選
挙
を
画
期
と
し
て
政
党
が
地
域
社
会
に
浸
透
す
る
前
段
階
に
お
い
て
︑
瀬
戸
内
十

州
な
ど
特
定
産
業
に
関
わ
る
広
域
の
地
方
利
害
を
国
政
レ
ベ
ル
で
体
現
し
う
る
政
治
勢
力
と
し
て
期
待
が
寄
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る㉑
︒

右
建
議
案
は
︑
日
清
戦
争
と
い
う
﹁
千
載
一
遇
ノ
機
﹂
に
食
塩
輸
出
を
実
現
す
べ
く
︑﹁
時
機
ヲ
失
ハ
ス
彼
国
食
塩
ノ
情
況
ヲ
調
査
シ
之
カ

輸
出
ノ
道
ヲ
開
カ
レ
ム
コ
ト
ヲ
建
議
﹂
す
る
も
の
で
あ
っ
た
︒
二
月
一
四
日
の
本
会
議
で
は
︑
通
商
条
約
の
性
格
を
帯
び
る
要
求
を
戦
時
中
に

議
会
が
建
議
す
る
こ
と
の
是
非
を
め
ぐ
り
異
論
も
提
出
さ
れ
た
が
︑
議
長
席
を
降
り
た
近
衛
篤
麿
の
積
極
的
な
介
入
も
あ
り
過
半
数
の
賛
成
で

可
決
さ
れ
た
︒
同
日
衆
議
院
本
会
議
に
か
け
ら
れ
た
﹁
清
国
ニ
向
ヒ
食
塩
輸
出
ノ
建
議
案
﹂︵
鎌
田
勝
太
郎
他
八
名
提
出
︶
も
大
多
数
の
賛
成
で

通
過
し㉒
︑
結
果
と
し
て
農
商
務
省
は
︑
技
師
奥
健
三
お
よ
び
嘱
託
員
井
上
甚
太
郎
の
遼
東
半
島
派
遣
を
決
定
し
た
︒

近
衛
篤
麿
は
︑
そ
の
後
も
四
月
一
四
日
よ
り
大
阪
で
開
催
さ
れ
た
大
日
本
塩
業
同
盟
会
大
会
で
演
説
し
︑
ま
た
最
終
的
に
は
謝
絶
す
る
も
の

の
同
会
会
長
に
推
挙
さ
れ
る
な
ど
運
動
と
関
わ
り
続
け
る㉓
︒
し
か
し
︑
近
衛
が
同
演
説
で
﹁
総
テ
事
柄
ト
云
フ
モ
ノ
ハ
兎
角
予
算
通
リ
ニ
ハ
行

カ
ナ
イ
モ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス㉔
﹂
と
﹁
蹉
跌
﹂
へ
の
覚
悟
と
運
動
継
続
の
必
要
性
を
訴
え
て
い
た
よ
う
に
︑
同
一
七
日
に
締
結
さ
れ
た
日
清
講
和
条

約
に
は
食
塩
輸
出
に
関
す
る
条
項
は
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
︒
さ
ら
に
遼
東
半
島
の
塩
業
視
察
は
︑
天
日
製
塩
に
よ
る
中
国
の
食
塩
生
産
は

﹁
製
法
簡
易
︑
生
産
費
低
廉
﹂
で
あ
り
日
本
産
塩
の
市
場
競
争
力
は
弱
い
と
い
う
︑
事
実
に
は
適
合
す
る
が
﹁
予
想
外
﹂
の
調
査
結
果
を
も
た

ら
し
た㉕
︒
日
清
戦
勝
に
乗
じ
た
輸
出
実
現
を
企
図
し
た
同
盟
会
の
運
動
は
︑
そ
の
前
提
か
ら
覆
さ
れ
た
の
で
あ
る
︒

そ
の
た
め
大
日
本
食
塩
同
盟
会
は
︑﹁
内
ハ
塩
質
ノ
改
善
生
産
費
ノ
低
減
ヲ
謀
リ
以
テ
維
持
進
捗
ノ
策
ヲ
講
シ
︑
外
ハ
支
那
本
部
ノ
調
査
ヲ
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完
全
ニ
シ
︑
延
キ
テ
印
度
濠
洲
欧
米
等
ノ
塩
況
ヲ
調
査
シ
︑
彼
此
参
酌
以
テ
輸
出
ノ
道
ヲ
開
カ
ム
コ
ト
ヲ
要
ス
﹂
と
判
断
し
︑
一
八
九
五
年
八

月
一
七
日
の
臨
時
総
会
で
解
散
︑
瀬
戸
内
塩
業
者
は
大
日
本
塩
業
協
会
︵
九
六
年
三
月
二
九
日
発
会
式
︶
の
組
織
化
を
目
指
す
こ
と
に
な
る㉖
︒

︵
�
︶

食
塩
輸
出
に
よ
る
﹁
支
那
文
明
﹂
復
興

右
の
よ
う
に
推
移
し
た
大
日
本
食
塩
同
盟
会
の
運
動
に
つ
い
て
︑
そ
の
特
徴
と
問
題
点
を
明
確
に
す
る
た
め
︑
大
阪
の
書
肆
青
木
嵩
山
堂
か

ら
一
八
九
五
年
一
月
一
九
日
に
出
版
さ
れ
た
鷹
取
田
一
郎
﹃
食
塩
政
略
﹄
を
検
討
し
て
み
よ
う
︒

明
治
二
︵
一
八
六
九
︶
年
に
備
前
国
和
気
郡
香
登
西
村
で
生
ま
れ
た
鷹
取
は
西
毅
一
の
門
下
で
あ
り
︑
閑
谷
黌
で
の
同
窓
に
は
﹁
東
方
問
題

に
着
目
す
る
﹂
福
原
林
平
︵
日
清
貿
易
研
究
所
第
一
期
卒
業
生
︶
ら
が
い
た
︵
同
書
﹁
序
言
﹂
二
頁
︶
︒
鷹
取
は
八
六
年
に
上
京
し
二
松
学
舎
で
三
島

中
洲
に
師
事
︑
自
由
民
権
運
動
に
参
加
し
た
後
に
保
安
条
例
の
適
用
を
受
け
帰
郷
︑
当
時
は
﹃
中
国
民
報
﹄
記
者
で
あ
っ
た
︒

﹃
食
塩
政
略
﹄
の
特
徴
は
︑
ま
ず
第
一
に
同
書
が
野
﨑
武
吉
郎
・
渾
大
防
益
三
郎
・
白
岩
龍
平
へ
捧
げ
ら
れ
︑
近
衛
篤
麿
に
よ
る
題
字
︑
村

田
保
と
直
原
守
次
郎
︵
岡
山
県
第
七
区
選
出
衆
議
院
議
員
︑
自
由
党
︶
の
序
︑
手
嶋
知
徳
︵
野
﨑
側
近
︑
の
ち
大
日
本
塩
業
協
会
幹
事
︶
の
跋
で
彩
ら
れ

た
点
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
︑
大
日
本
塩
業
同
盟
会
に
よ
る
広
報
活
動
の
一
環
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
︒

第
二
に
︑
食
塩
輸
出
論
を
稲
垣
満
次
郎
が
提
唱
し
た
ア
ジ
ア
論
の
枠
組
み
の
な
か
に
位
置
づ
け
た
こ
と
で
あ
る
︒
同
書
は
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
や

ニ
カ
ラ
グ
ア
運
河
と
い
っ
た
世
界
大
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
よ
っ
て
﹁
東
洋
の
文
明
﹂
が
﹁
攪
破
剔
扶
﹂
さ
れ
れ
ば
ア
ジ
ア
地
域
の
﹁
農
工
商
業

の
発
達
﹂
は
﹁
直
に
亜
米
利
加
を
凌
駕
す
る
者
あ
る
に
至
ら
ん
こ
と
必
然
な
り
﹂︵
四
四
頁
︶
と
論
じ
︑
食
塩
の
販
路
を
経
済
発
展
が
想
定
さ
れ

る
中
国
︑
朝
鮮
︑
満
州
︑
蒙
古
︑
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
に
求
め
て
い
る
︵
三
九
～
四
一
頁
︶
︒

第
三
は
︑﹁
東
洋
﹂﹁
ア
ジ
ア
﹂
を
主
体
と
す
る
文
明
言
説
を
用
い
て
食
塩
輸
出
論
を
正
当
化
し
た
こ
と
で
あ
る
︒
同
書
は
﹁
支
那
文
明
を
開

発
す
る
の
端
緒
﹂
と
し
て
食
塩
専
売
制
の
廃
止
と
日
本
産
塩
輸
出
の
自
由
化
︑
五
〇
年
を
期
限
と
す
る
食
塩
管
理
権
の
委
譲
︵
九
〇
頁
︑
一
二

六
～
二
七
頁
︶
と
い
っ
た
諸
要
求
を
講
和
条
件
と
し
て
提
示
し
て
い
る
︵
一
一
二
頁
︶
︒
こ
の
よ
う
に
︑
日
本
の
主
導
に
よ
り
苛
斂
な
中
国
塩
政
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を
改
革
す
る
こ
と
で
﹁
支
那
ノ
人
心
﹂﹁
東
洋
ノ
覇
権
﹂
を
と
も
に
掌
握
す
る
と
い
う
論
理
は
︑﹁
東
洋
の
新
文
明
国
﹂
た
る
日
本
が
﹁
古
来
文

明
の
資
に
富
み
た
る
﹂
中
国
の
﹁
文
化
を
啓
発
﹂
す
る
と
い
う
日
清
戦
争
観
に
基
づ
い
て
い
た
︵
四
七
頁
︑
一
一
〇
頁
︑
一
一
八
頁
︶
︒

日
清
戦
争
を
︑﹁
文
明
﹂
と
﹁
野
蛮
﹂
の
戦
い
で
は
な
く
日
本
に
よ
る
中
国
﹁
文
明
﹂
の
復
興
︑
ひ
い
て
は
﹁
東
洋
﹂
の
﹁
文
明
﹂
復
興
へ

向
け
た
道
程
と
位
置
づ
け
る
議
論
の
枠
組
み
は
︑
す
で
に
﹃
大
阪
朝
日
新
聞
﹄
主
筆
で
東
邦
協
会
幹
部
の
高
橋
健
三
が
提
示
し
て
い
た
︒
高
橋

の
日
清
戦
争
論
は
︑
日
本
の
﹁
東
洋
の
大
局
に
於
け
る
任
務
﹂
を
﹁
後
進
諸
邦
を
提
撕
誘
掖
し
︑
若
く
は
支
那
の
文
明
を
扶
植
し
て
︑
之
を
日

新
の
域
に
躋
せ
︑
合
縦
の
大
勢
を
造
り
て
︑
衝
を
西
方
に
抗
す
る
の
大
経
綸
を
行
ふ
﹂
点
に
定
め
た
﹁
東
亜
同
盟
﹂
構
想
の
一
環
で
あ
る
︒
高

橋
は
日
清
戦
争
の
意
義
を
︑
歴
史
上
中
国
の
﹁
文
明
に
負
ふ
所
多
き
﹂
日
本
が
﹁
夷
狄
の
支
那
﹂
を
打
倒
し
﹁
文
化
の
支
那
﹂
を
回
復
す
る
こ

と
で
﹁
東
洋
の
文
運
﹂
を
進
め
世
界
人
類
の
発
展
に
寄
与
す
る
と
い
う
国
民
的
使
命
観
を
用
い
て
論
じ
て
い
る㉗
︒

こ
の
よ
う
な
ア
ジ
ア
認
識
を
下
敷
き
に
食
塩
輸
出
論
の
理
論
化
を
図
っ
た
鷹
取
田
一
郎
は
︑
そ
の
過
程
で
そ
れ
を
支
え
る
文
明
観
も
受
容
し

た
と
い
え
る
︒
食
塩
輸
出
を
﹁
国
利
的
実
業
問
題
﹂
と
し
て
﹁
国
民
﹂
の
支
持
調
達
を
図
る
う
え
で
︑
国
民
的
使
命
観
と
結
合
し
た
文
明
観
は

適
合
的
で
も
あ
っ
た
︒
そ
し
て
﹃
食
塩
政
略
﹄
に
表
象
さ
れ
た
大
日
本
塩
業
同
盟
の
食
塩
輸
出
論
は
︑﹁
東
洋
﹂
や
﹁
ア
ジ
ア
﹂
を
主
体
と
し

て
捉
え
る
文
明
観
の
限
界
も
示
し
て
い
る
︒
な
ぜ
な
ら
ば
︑
日
清
戦
勝
に
乗
じ
た
食
塩
輸
出
と
い
う
主
張
は
︑
鷹
取
を
は
じ
め
秋
良
貞
臣
︑
野

﨑
武
吉
郎
︑
鎌
田
勝
太
郎
ら
同
盟
の
主
導
者
自
身
が
明
確
に
認
識
し
て
い
た
よ
う
に㉘
︑
中
国
に
政
治
経
済
構
造
の
改
変
を
強
要
す
る
と
い
う
内

実
に
お
い
て
︑
イ
ギ
リ
ス
に
よ
る
ア
ヘ
ン
輸
出
と
選
ぶ
と
こ
ろ
が
な
い
か
ら
で
あ
る
︒﹁
東
洋
の
新
文
明
国
﹂
た
る
日
本
が
︑
食
塩
輸
出
を
通

じ
て
﹁
古
来
文
明
の
資
に
富
み
た
る
﹂
中
国
の
﹁
文
化
を
啓
発
﹂
す
る
と
い
う
主
体
的
文
明
観
念
は
︑
軍
事
力
を
背
景
と
し
た
ア
ジ
ア
地
域
へ

の
経
済
的
進
出
を
正
当
化
す
る
機
能
を
果
た
し
た
の
で
あ
る
︒

①

菊
池
熊
太
郎
﹁
水
産
国
と
し
て
の
日
本
﹂︵﹃
日
本
人
﹄
第
七
〇
号
︑
七
一
号
︑

一
八
九
一
年
三
月
三
一
日
︑
四
月
七
日
︶︒

②

﹁
水
産
拡
張
の
方
法
﹂﹁
海
産
輸
出
奨
励
意
見
付
松
方
伯
ノ
応
答
﹂︵﹃
大
日
本
水

産
会
報
告
﹄
第
一
一
一
号
︑
一
八
九
一
年
七
月
︶︒
な
お
同
様
の
主
張
は
瀬
戸
内

海
沿
岸
地
域
で
も
展
開
さ
れ
て
い
た
︵﹁
我
が
邦
は
海
産
物
を
以
て
一
大
輸
出
品

と
為
さ
ゝ
る
べ
か
ら
ず
﹂﹃
海
南
新
聞
﹄
一
八
九
一
年
五
月
七
日
︶︒

146 (146)



③

高
村
直
助
﹁
産
業
革
命
の
進
展
﹂︵﹃
日
本
歴
史
大
系
﹄
第
四
巻
︑
山
川
出
版
社
︑

一
九
八
七
年
︶︒

④

一
八
九
三
年
三
月
一
八
日
付
﹁
水
産
調
査
所
官
制
制
定
ノ
件
﹂︵﹃
公
文
類
聚
﹄

第
一
七
編
第
一
二
巻
﹁
水
産
調
査
所
官
制
ヲ
定
ム
﹂︶︒

⑤

﹁
会
員
姓
名
﹂︵﹃
東
邦
協
会
報
告
﹄
第
一
二
号
︑
一
八
九
二
年
五
月
︶︑
一
九
〇

五
年
九
月
付
八
木
亀
三
郎
書
簡
︵
個
人
蔵
︶︒

⑥

一
八
八
五
年
九
月
二
六
日
付
岸
田
吟
香
宛
野
﨑
武
吉
郎
書
簡
︵
前
掲
第
二
章
註

㊿
太
田
健
一
﹁
日
清
貿
易
研
究
所
覚
書
﹂
に
翻
刻
︶︑﹁
楽
善
堂
書
房
告
白
﹂︵﹃
東

京
日
日
新
聞
﹄
一
八
八
四
年
七
月
八
日
︶︒

⑦

﹃
売
用
日
記
﹄
明
治
二
三
年
六
月
五
日
条
︑
同
六
日
条
︵﹁
野
﨑
家
文
書
﹂
特
四

五
︶︒

⑧

一
八
八
九
年
六
月
付
﹁
日
清
貿
易
研
究
所
規
則
﹂︵﹁
野
﨑
家
文
書
﹂
引
出
し
二

二
二
﹁
明
治
二
十
三
年
日
清
貿
易
ニ
関
ス
ル
書
類
﹂︶︒

⑨

﹁
清
国
輸
出
一
覧
表
﹂﹁
日
清
条
約
各
港
輸
入
一
覧
表
﹂︵
同
右
︶︒

⑩

﹁
日
清
貿
易
商
会
創
立
旨
意
﹂︵
同
右
︶︒
例
え
ば
渾
大
防
益
三
郎
へ
日
清
貿
易

研
究
所
入
学
の
た
め
の
援
助
を
依
頼
し
た
林
友
治
郎
は
︑﹁
修
業
中
ト
雖
ト
モ
︑

時
々
怠
ラ
ス
清
国
ノ
商
業
上
社
会
上
其
他
如
何
ナ
ル
事
ニ
テ
モ
御
使
令
通
リ
迅
速

報
知
ス
ベ
キ
事
﹂
と
の
条
件
を
提
示
し
て
い
る
︵
一
八
九
〇
年
九
月
二
日
付
渾
大

防
益
三
郎
宛
林
友
治
郎
書
簡
︑
前
掲
第
二
章
註
㊿
太
田
健
一
﹁
日
清
貿
易
研
究
所

覚
書
﹂
に
翻
刻
︶︒

⑪

一
八
九
四
年
一
一
月
一
八
日
付
﹁
大
日
本
塩
業
同
盟
会
規
約
﹂﹁
大
日
本
塩
業

同
盟
会
申
合
決
議
書
﹂︵﹁
野
﨑
家
文
書
﹂
第
一
八

三
﹁
大
日
本
塩
業
同
盟
会
契

約
並
に
決
議
書
﹂︒﹃
大
系
﹄
六
一
五
～
一
九
頁
︶︒

⑫

﹁︹
大
日
本
塩
業
同
盟
会
報
告
書
︺﹂︵﹁
野
﨑
家
文
書
﹂
第
一
八

一
二
﹁
報
告

書
﹂︒﹃
大
系
﹄
六
四
五
～
六
三
頁
︶︒

⑬
⑭

同
右
︑﹁
大
日
本
塩
業
同
盟
会
委
員
会
議
事
摘
要
録
﹂︵﹃
大
系
﹄
六
三
五
～

四
二
頁
︶︒
以
下
︑
運
動
の
経
緯
は
同
史
料
に
拠
る
︒

⑮

酒
田
正
敏
編
﹃
貴
族
院
会
派
一
覧
﹄︵
日
本
近
代
史
料
研
究
会
︑
一
九
七
四
年
︶

二
四
頁
︑
小
林
和
幸
﹃
明
治
立
憲
政
治
と
貴
族
院
﹄︵
吉
川
弘
文
館
︑
二
〇
〇
二

年
︶
一
六
〇
～
六
一
頁
︒

⑯

野
﨑
武
吉
郎
﹁
清
国
食
塩
の
現
況
を
叙
し
て
我
国
食
塩
輸
出
の
必
要
を
述
ぶ
﹂

︵﹁
野
﨑
家
文
書
﹂
第
八

一
〇
五
︶︒

⑰

﹁
平
和
条
約
と
通
商
政
策
﹂︵﹃
精
神
﹄
第
四
巻
五
号
︑
一
八
九
四
年
一
一
月
︶︒

⑱

﹃
近
衛
日
記
﹄
②
四
七
頁
︑
五
五
頁
︒

⑲

前
掲
註
⑫
﹁︹
大
日
本
塩
業
同
盟
会
報
告
書
︺﹂︒

⑳

﹁
第
八
回
帝
国
議
会
貴
族
院
議
事
速
記
録
第
二
十
四
号
﹂︵﹃
帝
国
議
会
貴
族
院

議
事
速
記
録
﹄
第
九
巻
︑
東
京
大
学
出
版
会
︑
一
九
七
九
年
︑
三
一
四
～
一
九

頁
︶︒

㉑

当
該
期
に
お
け
る
地
域
社
会
へ
の
政
党
勢
力
の
浸
透
に
つ
い
て
は
︑
飯
塚
一
幸

﹃
明
治
期
の
地
方
制
度
と
名
望
家
﹄︵
吉
川
弘
文
館
︑
二
〇
一
七
年
︶
第
三
章
が

京
都
府
を
事
例
に
再
検
討
を
試
み
て
い
る
︒

㉒

﹁
第
八
回
帝
国
議
会
衆
議
院
議
事
速
記
録
第
三
十
一
号
﹂︵﹃
帝
国
議
会
衆
議
院

議
事
速
記
録
﹄
第
九
巻
︑
東
京
大
学
出
版
会
︑
一
九
七
九
年
︑
五
二
四
～
二
八

頁
︶︒

㉓

﹃
近
衛
日
記
﹄
①
二
七
頁
︒

㉔

﹁
近
衛
侯
爵
ノ
演
説
﹂︵
一
八
九
五
年
四
月
二
八
日
付
﹁
大
日
本
塩
業
同
盟
会
決

議
録
附
演
説
筆
記
﹂︵﹁
野
﨑
家
文
書
﹂
第
八

一
四
一
︒﹃
大
系
﹄
六
七
七
～
七

九
頁
︶︒

㉕

野
﨑
武
吉
郎
・
鎌
田
勝
太
郎
﹁
政
府
の
遼
東
塩
業
調
査
に
依
て
更
に
意
見
を
述

ふ
﹂︵﹃
精
神
﹄
第
六
六
号
︑
一
八
九
五
年
九
月
︶︒

㉖

同
右
︑﹁
大
日
本
塩
業
協
会
創
立
ノ
顚
末
﹂︵﹃
大
日
本
塩
業
協
会
会
報
﹄
第
一

号
︑
一
八
九
六
年
三
月
︶︒

㉗

﹁
朝
鮮
問
題
と
条
約
改
正
及
清
国
と
の
関
係
﹂﹁
対
清
事
件
に
処
す
る
の
道
﹂

︵﹃
大
阪
朝
日
新
聞
﹄
一
八
九
四
年
七
月
一
二
日
︑
一
〇
月
一
一
日
︶︒
高
橋
健
三

明治期瀬戸内塩業者の直輸出運動とアジア（中川）
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の
日
清
戦
争
論
は
︑
前
掲
﹁
は
じ
め
に
﹂
註
⑬
拙
著
﹃
明
治
日
本
の
国
粋
主
義
思

想
と
ア
ジ
ア
﹄
第
三
章
を
参
照
︒

㉘

大
日
本
塩
業
同
盟
会
が
政
府
に
提
出
し
た
請
願
書
で
は
︑﹁
我
カ
食
塩
輸
入
ノ

事
ハ
夫
ノ
強
テ
烟
毒
ヲ
輸
入
シ
而
シ
テ
四
億
ノ
民
衆
カ
財
産
ヲ
滅
ホ
シ
生
命
ヲ
奪

ヒ
敢
テ
恠
マ
サ
ル
者
ト
其
差
果
シ
テ
幾
許
ソ
ヤ
﹂
と
ア
ヘ
ン
貿
易
と
比
較
し
た
う

え
で
︑
食
塩
輸
出
が
中
国
に
与
え
る
好
影
響
が
力
説
さ
れ
て
い
る
︵
前
掲
註
⑬

﹁
大
日
本
塩
業
同
盟
会
委
員
会
議
事
摘
要
録
﹂︶︒
ま
た
鷹
取
田
一
郎
も
﹃
食
塩
政

略
﹄
に
第
八
章
﹁
鴉
片
貿
易
と
食
塩
貿
易
﹂
を
設
け
︑
食
塩
輸
出
が
も
た
ら
す
中

国
へ
の
﹁
恩
沢
﹂
を
一
四
頁
に
わ
た
り
陳
弁
し
て
い
る
︒

お

わ

り

に

以
上
本
稿
で
は
︑
瀬
戸
内
塩
業
者
に
よ
る
運
動
の
帰
趨
を
ア
ジ
ア
主
義
団
体
と
の
関
係
に
留
意
し
つ
つ
跡
づ
け
る
こ
と
で
︑
一
九
世
紀
後
半

の
日
本
社
会
に
お
け
る
文
明
観
流
通
の
社
会
経
済
的
背
景
を
検
討
し
て
き
た
︒
明
ら
か
に
し
た
こ
と
の
位
置
づ
け
を
改
め
て
確
認
し
た
い
︒

ま
ず
運
動
の
展
開
過
程
を
ア
ジ
ア
情
報
の
流
通
回
路
と
重
ね
合
わ
せ
る
と
︑
以
下
の
見
取
り
図
を
描
く
こ
と
が
で
き
る
︒
す
な
わ
ち
一
八
七

〇
年
代
後
半
の
瀬
戸
内
塩
業
者
は
︑
幕
末
維
新
期
以
来
の
政
治
的
資
産
を
有
す
る
三
田
尻
浜
を
介
し
て
木
戸
孝
允
や
大
久
保
利
通
と
接
触
し
︑

折
り
か
ら
始
動
し
た
勧
業
政
策
に
対
応
し
て
中
国
へ
の
食
塩
直
輸
出
実
現
を
図
っ
た
︒
そ
の
過
程
で
は
瀬
戸
内
出
身
者
の
人
脈
を
介
し
た
市
場

調
査
も
試
み
ら
れ
た
が
︑
一
方
で
語
学
を
は
じ
め
と
す
る
専
門
的
能
力
が
不
足
し
て
い
た
た
め
情
報
の
精
度
は
一
定
の
レ
ベ
ル
に
留
ま
っ
た
︒

中
国
や
朝
鮮
と
の
通
商
関
係
の
活
性
化
を
背
景
に
﹁
ア
ジ
ア
﹂
へ
の
関
心
が
全
国
的
に
高
ま
っ
た
一
八
八
〇
年
代
に
は
︑
瀬
戸
内
塩
業
者
は

政
府
発
の
海
外
市
場
情
報
に
接
す
る
と
と
も
に
︑
興
亜
会
・
亜
細
亜
協
会
を
核
と
す
る
官
僚
や
実
業
家
の
ア
ジ
ア
情
報
網
に
参
入
す
る
こ
と
で

市
場
調
査
能
力
を
涵
養
し
よ
う
と
し
た
︒
当
該
期
新
た
に
視
野
に
収
め
ら
れ
た
ロ
シ
ア
沿
海
州
や
朝
鮮
市
場
へ
の
食
塩
輸
出
は
︑
そ
の
よ
う
な

情
報
に
よ
り
駆
動
さ
れ
た
︒
ま
た
運
動
方
針
は
基
本
的
に
勧
業
政
策
に
追
従
し
た
が
︑
対
朝
鮮
輸
出
が
本
格
化
し
た
八
〇
年
代
末
に
は
政
策
意

図
を
越
え
て
食
塩
生
産
地
に
よ
る
直
輸
出
と
現
地
販
売
網
の
掌
握
も
図
ら
れ
た
︒

一
八
九
〇
年
代
に
入
る
と
︑
実
業
家
や
生
産
者
の
ア
ジ
ア
情
報
需
要
の
拡
大
に
対
応
し
て
東
邦
協
会
や
日
清
貿
易
研
究
所
が
専
門
的
な
学
知

に
基
づ
く
市
場
調
査
を
開
始
す
る
︒
瀬
戸
内
塩
業
者
は
そ
れ
ら
諸
集
団
を
介
し
て
情
報
を
吸
収
す
る
一
方
で
︑
日
清
戦
争
を
契
機
と
す
る
対
中
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輸
出
運
動
の
再
開
に
あ
た
っ
て
は
︑
府
県
を
ま
た
ぐ
塩
業
地
の
利
益
要
求
を
帝
国
議
会
へ
媒
介
す
る
政
治
勢
力
と
し
て
近
衛
篤
麿
へ
の
接
近
を

図
っ
た
︒
近
衛
を
領
袖
と
す
る
対
外
硬
派
は
︑
政
党
と
は
異
な
る
回
路
か
ら
彼
ら
の
輿
論
を
代
弁
す
る
機
能
を
有
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る①
︒

次
に
ア
ジ
ア
認
識
と
文
明
観
の
関
係
に
つ
い
て
み
れ
ば
︑
地
域
振
興
の
た
め
ア
ジ
ア
進
出
を
企
図
し
た
瀬
戸
内
塩
業
者
の
直
輸
出
運
動
は
︑

相
手
先
の
経
済
的
被
害
を
視
野
の
外
に
置
い
て
い
た
︒
彼
ら
は
一
八
九
〇
年
代
半
ば
に
東
邦
協
会
の
周
辺
で
形
成
さ
れ
た
﹁
東
洋
﹂
や
﹁
ア
ジ

ア
﹂
を
主
体
と
す
る
文
明
観
を
受
容
す
る
︒
ア
ジ
ア
主
義
的
な
秩
序
構
想
と
結
び
つ
い
た
そ
の
よ
う
な
文
明
観
は
︑
中
国
へ
の
輸
出
を
実
現
す

る
う
え
で
﹁
国
民
﹂
の
支
持
調
達
を
必
要
と
し
た
当
該
期
の
運
動
と
親
和
性
が
高
か
っ
た
︒
八
〇
年
代
末
～
九
〇
年
代
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
運

動
は
西
洋
中
心
の
文
明
観
か
ら
脱
却
し
た
多
文
化
主
義
的
な
思
考
を
醸
成
し
た
も
の
の
︑
し
か
し
﹁
ア
ジ
ア
﹂
と
交
わ
る
通
商
実
践
の
現
場
に

お
い
て
︑
そ
の
所
産
で
あ
る
文
明
観
は
﹁
ア
ジ
ア
﹂
に
対
す
る
想
像
力
を
展
開
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る②
︒

最
後
に
︑
大
日
本
塩
業
同
盟
会
が
解
散
し
た
後
の
野
﨑
武
吉
郎
と
近
衛
篤
麿
と
の
関
係
を
概
観
す
る
こ
と
で
︑
瀬
戸
内
塩
業
者
の
ア
ジ
ア
進

出
に
つ
い
て
一
九
〇
〇
年
代
へ
の
展
望
を
示
し
た
い
︒
三
国
干
渉
以
降
顕
著
と
な
っ
た
列
強
の
中
国
進
出
を
受
け
︑
近
衛
は
一
八
九
八
年
一
一

月
に
﹁
支
那
を
保
全
す

支
那
の
改
善
を
助
成
す

支
那
の
時
事
を
討
究
し
実
行
を
期
す

国
論
を
喚
起
す
﹂
と
の
活
動
方
針
を
掲
げ
東
亜
同

文
会
を
結
成
し
た
︒
同
会
に
野
﨑
は
近
衛
と
白
岩
龍
平
の
紹
介
で
九
九
年
三
月
に
入
会
し
て
い
る③
︒

野
﨑
武
吉
郎
と
東
亜
同
文
会
の
関
わ
り
を
み
る
と
︑
そ
も
そ
も
機
関
誌
﹃
東
亜
時
論
﹄︵
一
八
九
八
年
二
月
創
刊
︶
は
同
会
の
母
体
で
あ
る
同

文
会
の
機
関
誌
﹃
時
論
﹄︵
精
神
社
発
行
︶
を
改
題
し
た
媒
体
で
あ
る
が
︑﹃
時
論
﹄
の
創
刊
資
金
一
五
〇
〇
円
は
既
述
の
よ
う
に
野
﨑
の
出
資

で
あ
っ
た
︒
東
亜
同
文
会
へ
は
野
﨑
よ
り
毎
年
一
〇
〇
円
の
寄
附
が
確
認
さ
れ
︑
ま
た
一
九
〇
一
年
二
月
に
近
衛
へ
渡
っ
た
一
〇
〇
〇
円
は
南

京
同
文
書
院
︵
一
九
〇
〇
年
五
月
開
院
︶
の
設
備
費
に
充
当
さ
れ
た④
︒
そ
の
他
︑
近
衛
は
一
九
〇
〇
年
五
月
に
芸
備
地
方
を
遊
説
し
︑
同
二
三
日

に
は
東
亜
同
文
会
岡
山
支
部
が
設
立
さ
れ
た
が
︑
そ
の
裏
に
は
﹁
野
﨑
氏
等
が
斡
旋
の
力
﹂
が
あ
っ
た
と
報
道
さ
れ
て
い
る⑤
︒
さ
ら
に
野
﨑
は
︑

国
民
同
盟
会
な
ど
近
衛
の
政
治
活
動
を
支
え
る
べ
く
一
九
〇
一
年
に
後
援
組
織
﹁
毎
月
会
﹂
を
結
成
し
︑
同
一
二
月
に
近
衛
が
陸
羯
南
の
新
聞

﹃
日
本
﹄
の
負
債
を
処
理
し
た
際
は
︑
同
会
負
担
の
九
〇
〇
〇
円
の
う
ち
最
大
の
三
〇
〇
〇
円
を
引
き
受
け
て
い
る⑥
︒
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こ
の
よ
う
に
野
﨑
武
吉
郎
が
近
衛
篤
麿
に
強
く
肩
入
れ
し
た
の
は
︑
一
つ
に
は
瀬
戸
内
塩
業
の
振
興
と
い
う
地
域
利
益
を
代
表
し
う
る
政
治

勢
力
と
し
て
近
衛
が
必
要
と
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
︒
野
﨑
は
田
辺
為
三
郎
︵
野
﨑
家
筆
頭
理
事
︑
岡
山
県
第
四
区
選
出
衆
議
院
議
員
︑
進
歩
党
︶
︑
野

﨑
定
次
郎
︵
武
吉
郎
実
弟
︑
岡
山
県
第
一
区
選
出
衆
議
院
議
員
︑
進
歩
党
︶
と
と
も
に
一
八
九
九
年
三
月
に
台
南
県
知
事
に
塩
田
開
発
を
申
請
︑
一

九
〇
〇
年
五
月
に
は
野
﨑
台
湾
塩
行
を
設
立
す
る
な
ど
植
民
地
台
湾
へ
の
進
出
を
意
図
し
て
お
り
︑
計
画
は
近
衛
に
も
報
告
さ
れ
て
い
る⑦
︒
近

衛
は
大
日
本
塩
業
協
会
で
も
名
誉
会
員
に
就
任
し
て
い
る
が
︑
同
協
会
に
結
集
し
た
瀬
戸
内
塩
業
者
は
︑
そ
の
後
台
湾
を
は
じ
め
関
東
州
︑
朝

鮮
︑
青
島
と
帝
国
日
本
の
ア
ジ
ア
進
出
に
伴
い
活
動
を
展
開
す
る
こ
と
に
な
る
︒
そ
の
際
に
は
東
亜
同
文
会
の
人
脈
や
市
場
調
査
能
力
も
期
待

さ
れ
た
と
み
て
よ
い
︒

東
亜
同
文
会
は
︑﹁
我
将
来
の
一
大
華
客
は
白
人
種
に
あ
ら
ず
実
に
支
那
人
り
な
(な
り
)
﹂
と
の
認
識
か
ら
﹁
邦
人
の
支
那
に
於
て
業
務
に
従
事
せ

る
者
﹂
へ
の
支
援
や
﹁
日
本
人
の
支
那
の
語
学
に
達
し
事
情
に
通
ず
る
も
の
﹂
の
養
成
を
事
業
の
核
と
し
て
い
た⑧
︒
前
者
で
い
え
ば
田
辺
為
三

郎
と
白
岩
龍
平
に
よ
る
一
八
九
八
年
の
大
東
汽
船
設
立
は
そ
の
一
環
で
あ
り
︑
野
﨑
武
吉
郎
も
同
社
に
関
与
し
て
い
た
︒
ま
た
後
者
に
つ
い
て

み
れ
ば
︑
野
﨑
は
九
九
年
一
二
月
よ
り
﹁
支
那
に
対
す
る
有
望
の
事
﹂
と
し
て
留
学
生
支
援
の
意
向
を
示
し
て
お
り
︑
実
際
に
南
京
同
文
書
院

に
入
学
し
た
長
野
県
出
身
の
神
津
助
太
郎
と
大
原
信
︑
ま
た
後
に
朝
鮮
史
研
究
者
と
な
る
稲
葉
岩
吉
へ
の
学
資
援
助
が
確
認
さ
れ
る⑨
︒

こ
の
う
ち
大
原
信
は
﹁
荒
尾
精
氏
ノ
私
塾
﹂
で
﹁
常
ニ
支
那
事
情
ヲ
聴
キ
﹂︑
そ
の
後
﹁
同
文
会
ニ
寄
食
﹂
し
て
﹁
支
那
語
ヲ
研
究
﹂
す
る

と
い
う
経
歴
を
有
し
︑
近
衛
篤
麿
の
紹
介
で
支
援
が
決
定
し
た
人
物
で
あ
る
︒
ま
た
成
否
は
不
明
で
あ
る
が
︑﹁
我
目
的
は
商
業
︑
特
に
日
清

貿
易
に
あ
り
﹂
と
の
志
望
を
抱
く
春
名
才
助
は
︑
岡
山
遊
説
を
好
機
と
し
て
近
衛
へ
の
接
近
を
図
る
も
失
敗
︑
次
い
で
津
山
中
学
校
時
代
の
恩

師
田
岡
嶺
雲
を
頼
り
︑
最
終
的
に
野
﨑
武
吉
郎
へ
支
援
を
要
請
し
て
い
る⑩
︒

一
八
七
〇
年
代
よ
り
直
輸
出
運
動
を
主
導
し
て
き
た
一
人
で
あ
る
野
﨑
武
吉
郎
は
︑
そ
の
経
験
を
踏
ま
え
右
の
よ
う
に
﹁
ア
ジ
ア
﹂
に
強
い

関
心
を
抱
く
青
年
層
の
パ
ト
ロ
ン
と
な
る
こ
と
で
︑
一
九
〇
〇
年
代
に
は
﹁
ア
ジ
ア
﹂
を
め
ぐ
る
人
と
情
報
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
︑
そ
し
て
思
想

の
再
生
産
を
瀬
戸
内
海
沿
岸
地
域
と
い
う
後
背
地
の
側
か
ら
支
え
る
核
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
の
で
あ
る
︒
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①

鎌
田
勝
太
郎
が
一
九
〇
〇
年
の
政
友
会
成
立
に
際
し
近
衛
篤
麿
か
ら
離
れ
同
会

に
入
党
し
た
事
実
は
︑
瀬
戸
内
塩
業
者
の
利
益
を
代
表
可
能
な
存
在
と
し
て
政
党

勢
力
が
浸
透
し
は
じ
め
た
表
徴
と
捉
え
う
る
︵﹃
近
衛
日
記
﹄
③
三
三
三
頁
︑
四

一
八
頁
︶︒
近
衛
・
東
亜
同
文
会
ら
対
外
硬
派
と
瀬
戸
内
塩
業
者
の
具
体
的
な
関

係
を
考
察
す
る
た
め
に
は
久
野
洋
﹁
明
治
中
期
に
お
け
る
進
歩
党
勢
力
の
地
域
的

基
盤
﹂︵﹃
日
本
史
研
究
﹄
第
六
二
一
号
︑
二
〇
一
四
年
︶︑
同
﹁
立
憲
国
民
党
の

成
立
﹂︵﹃
史
学
雑
誌
﹄
第
一
二
六
編
一
二
号
︑
二
〇
一
七
年
︶
な
ど
の
政
治
史
的

ア
プ
ロ
ー
チ
︑
ま
た
ア
ジ
ア
交
易
網
と
の
関
係
か
ら
食
塩
輸
出
運
動
を
位
置
づ
け

る
際
に
は
石
川
亮
太
﹃
近
代
ア
ジ
ア
市
場
と
朝
鮮
﹄︵
名
古
屋
大
学
出
版
会
︑
二

〇
一
六
年
︶
な
ど
の
経
済
史
的
ア
プ
ロ
ー
チ
が
参
考
と
な
る
︒
併
せ
て
今
後
の
検

討
課
題
で
あ
る
︒

②

筆
者
は
す
で
に
内
藤
湖
南
に
即
し
て
同
様
の
事
例
を
指
摘
し
て
い
る
︵
前
掲

﹁
は
じ
め
に
﹂
註
⑬
拙
著
﹃
明
治
日
本
の
国
粋
主
義
思
想
と
ア
ジ
ア
﹄
第
五
章
︶︒

③

﹁
東
亜
同
文
会
主
意
書
﹂︵﹃
東
亜
時
論
﹄
第
一
号
︑
一
八
九
八
年
一
二
月
︶︑
一

八
九
九
年
三
月
二
日
付
野
﨑
武
吉
郎
宛
東
亜
同
文
会
葉
書
︵﹁
野
﨑
家
文
書
﹂
一

一

三
二
﹁
東
亜
同
文
会
ニ
関
ス
ル
書
類
﹂︶︒

④

﹁
東
亜
同
文
会
寄
附
金
受
取
証
﹂︵
同
右
﹁
東
亜
同
文
会
ニ
関
ス
ル
書
類
﹂︶︑

﹃
近
衛
日
記
﹄
④
五
一
頁
︒

⑤

﹁
近
衛
会
長
芸
備
地
方
遊
説
の
情
況
﹂︵﹃
東
亜
同
文
会
報
告
﹄
第
七
号
︑
一
九

〇
〇
年
六
月
︶︑﹁
随
遊
日
記
︵
六
︶﹂︵﹃
日
本
﹄
一
九
〇
〇
年
六
月
一
日
︶︒
な
お

影
印
版
﹃
東
亜
同
文
会
報
告
﹄
第
一
巻
︵
ゆ
ま
に
書
房
︑
二
〇
一
一
年
︶
所
収
の

同
号
は
岡
山
遊
説
に
関
す
る
一
七
～
三
二
頁
が
落
丁
し
て
い
る
た
め
︑
野
﨑
家
塩

業
歴
史
館
所
蔵
の
同
号
を
使
用
し
た
︵
前
掲
註
③
﹁
東
亜
同
文
会
ニ
関
ス
ル
書

類
﹂
所
収
︶︒

⑥

﹃
近
衛
日
記
﹄
③
四
二
二
頁
︑
④
六
二
頁
︑
三
三
六
頁
︑
三
四
一
頁
︑
⑤
二
四

頁
︒
近
衛
篤
麿
の
﹃
日
本
﹄
関
与
は
︑
有
山
輝
雄
﹃
陸
羯
南
﹄︵
吉
川
弘
文
館
︑

二
〇
〇
七
年
︶
二
三
〇
～
四
八
頁
参
照
︒

⑦

一
八
九
九
年
三
月
一
五
日
付
﹁
塩
田
開
墾
許
可
願
﹂︵
太
田
健
一
﹃
野
﨑
台
湾

塩
行
の
研
究
﹄
上
︑
ナ
イ
カ
イ
塩
業
株
式
会
社
︑
二
〇
一
〇
年
︑
九
六
八
～
七
三

頁
︶︑﹁
野
﨑
台
湾
塩
行
開
式
﹂︵﹃
大
日
本
塩
業
協
会
会
報
﹄
第
三
六
号
︑
一
九
〇

〇
年
五
月
︶︑﹃
近
衛
日
記
﹄
②
五
二
六
頁
︒
日
清
戦
後
の
大
日
本
塩
業
協
会
に
つ

い
て
は
︑
前
田
廉
孝
﹁
戦
前
期
台
湾
・
関
東
州
製
塩
業
に
お
け
る
日
系
資
本
の
進

出
過
程
﹂﹁
日
清
戦
後
経
営
期
に
お
け
る
同
業
者
団
体
の
活
動
﹂︵﹃
社
会
経
済
史

学
﹄
第
七
八
巻
三
号
︑
第
八
〇
巻
二
号
︑
二
〇
一
二
年
︑
二
〇
一
四
年
︶
参
照
︒

⑧

前
掲
註
⑤
﹁
近
衛
会
長
芸
備
地
方
遊
説
の
情
況
﹂︒

⑨

﹁
大
東
汽
船
会
社
に
関
す
る
書
類
﹂︵﹁
野
﨑
家
文
書
﹂
第
一
一

四
四
︶︑﹃
近

衛
日
記
﹄
②
四
八
九
頁
︒

⑩

一
九
〇
〇
年
二
月
一
三
日
付
神
津
助
太
郎
・
大
原
信
履
歴
書
︑
同
四
月
一
三
日

付
稲
葉
岩
吉
﹁
受
領
証
﹂︑
同
六
月
二
一
日
付
野
﨑
武
吉
郎
宛
春
名
才
助
書
簡

︵﹁
野
﨑
家
文
書
﹂
特
六

四
四
﹁
清
国
留
学
生
大
原
信
神
津
助
太
郎
稲
葉
岩
吉

三
人
ヨ
リ
ノ
来
翰
在
中
但
受
領
証
ノ
類
ト
モ
﹂︶︑﹃
近
衛
日
記
﹄
③
三
〇
頁
︒

︻
付
記
︼

史
料
閲
覧
に
際
し
て
は
︑
公
益
財
団
法
人
竜
王
会
館
の
野
﨑
泰
彦
理
事
長
・
辻
則
之
事
務
長
を
は
じ
め
と
す
る
各
位
︑
ま
た
岡
山
大
学
大
学
院
社

会
文
化
科
学
研
究
科
の
遊
佐
徹
教
授
︑
名
古
屋
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科
の
土
屋
洋
准
教
授
に
便
宜
を
図
っ
て
い
た
だ
い
た
︒
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
︒
な
お
本
稿
は
︑
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費
︵
17K
13532︶︑
お
よ
び
公
益
財
団
法
人
稲
盛
財
団
平
成
二
九
年
度
研
究
助
成
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
︒

︵
愛
¼
大
学
准
教
授
︶
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Self-awareness, Criticism of the national character, Missionary

The Export Movement by Salt Producers

in the Seto Inland Sea Region and Pan-Asianism in the Meiji Era :

Regions as the Hinterlands of Thought Formation

by

NAKAGAWA Mirai

This paper examines the social and economic background of the spread of

the view of civilization within Japanese society in the latter half of the 19th

century by situating the significance of the trends in the movement of

Inland Sea salt producers giving consideration to the relationship with

groups that advocated Pan-Asianism.

First, by considering this process of the development of the movement in

terms of the routes of Asian information, the following rough sketch is

possible. In short, Inland Sea salt producers in the latter half of the 1870s

made contacts with Kido Takayoshi and Õkubo Toshimichi through Mitajiri

Hama that had possessed political capital since the Meiji Restoration, and

responding to the Meiji governmentʼs policy of promoting industry begun at

this time, they planned to implement salt exports to China. In this process,

they attempted to survey the market using natives of the Inland Sea region

as intermediaries. However, on the other hand, because they lacked special

capabilities including language skills, the amount of information accumulated

was minimal.

In the 1880s when interest in Asia was rising throughout Japan given the

background of increasing commercial activity with China and Korea, the

Inland Sea salt producers both to obtain the foreign market information

issued by government offices and attempted to foster a capacity to survey

the market by participating in the Asian information network of government

offices and entrepreneurs who formed the core of the Kōakai and Ajia

Kyōkai. Salt export to the Korean market and the coastal provinces of

Russia, which newly occupied their field of vision in this period, was spurred

on by such information. Furthermore, the movement basically adhered to the

policy of industrial promotion, but at the end of the 1880s when imports to
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Korea were thriving, table salt producing area planned to control direct

exports and the local sales network exceeding the governmentʼs intention.

By the 1890s, in response to the expansion of the demand for Asian

information by entrepreneurs and producers, the Tōhō Kyōkai, Nisshin Boeki

Kenkyūsho, and the Tōa Dōbunkai established market surveys based on

specialist knowledge. The Inland Sea producers obtained information via

these groups, but when the they tried to renew the move to export to China

on the using the opportunity of the Sino-Japanese war, they devised a plan to

approach Konoe Atsumaro, the president of the House of Peers, and use the

political power of the Imperial Diet in seeking benefits for the salt producers

who straddled prefectural boundaries. It was thought that Konoe as the

leader of the foreign-policy hard-liners would function to represent their

public opinion from a route removed from that of the political parties.

Next, as regards the relationship between Pan-Asian consciousness and the

view of civilization, the movement for direct export by the Inland Sea

producers who planned to enter Asia for regional promotion, incurred

economic damage on their trading partners beyond their field of vision. In

the mid 1890s they adopted a view of civilization, which had been formed by

those associated with the Tōhō Kyōkai, that saw the Orient and Asia as the

center. Having implemented their policy of exports to China, the view of

civilization that was linked to a Pan-Asianist conception of an East Asian

order heightened the sense of cordiality with the movement in this period

that required the support and provisioning by the national citizenry.

Although the nationalist movement of the late 1880s and 1890s fomented

multicultural ways of thinking that departed from the Western view of

civilization, in the actual place where this commerce was implemented with

“Asia,” the view of civilization that was engendered therein was not capable

of developing the power of imagination in regard to “Asia.”

Key Words ; Pan-Asianism, Export of salt, Seto Inland Sea, the Tōhō Kyōkai,

the Tōa Dōbunkai
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